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　神が悩んでいるとき、世界に新悪が生まれる
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　荒あらぶる波が、激はげしく打ち寄せて岩いわ肌はだを削けずっている。はるか昔から、飽あきることなく繰くり返された自然の営みは、海沿いの一帯を禍まが々まがしい風景に変えていた。

　僅わずかに広がる砂浜に打ち上げられた海かい獣じゆうの骸むくろに、海鳥たちが群がっている。あらかた肉が突かれた後には、フナムシが集まってきて綺き麗れいに掃そう除じをしてくれるだろう。そして僅かな骨だけが残るが、それもやがて砕くだけて、砂の一部と化すのだ。

　けれど死の連れん鎖さから、外はずれたものがある。海を見下ろす岩がん壁ぺきの上に建てられた、小さな城の楼ろう閣かくには無数の烏からすの骸が吊つるされていた。

　烏は仲間の死を悼いたみはするだろうが、その腐ふ肉にくを口にすることはない。始末するものをなくした骸は、ただ寒風に晒さらされて干ひからびていくだけだ。

「死すら、逃げていくな」

　そう呟つぶやく影のような姿が、楼閣にあった。

　その姿を恐おそれるように、烏も海鳥も近づいてはこない。本当にここでは死すら、逃げていくようだった。
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　ゴシュラムとは、古いにしえの言葉で豊ほう穣じようを意味する。その名前の示すとおり、ゴシュラム王国は豊かな国だった。

　南の肥ひ沃よくな土地では、果実がよく実った。北の丘陵地では牧畜が盛んで、羊がいつも群れを成している。平地では麦が重くなった穂を下げ、川や海での豊漁は約束されていた。

　豊かな食料事情が、心こころ根ねのよい民を育てる。ゴシュラムの人間は皆みなよく働き、大地の神と王に感謝を忘れなかった。

　ゴシュラムの王となる者は、そんな民の期待に応こたえねばならない。

　王は誰だれよりも強く、賢かしこく、公明正大であらねばならなかったのだ。

　現在のゴシュラムを治めるゴート王は、民の信望も篤あつい。若くして王位に就ついたが、決して驕おごることなく、よい治世を行っていた。

　ゴート王の后きさきは、隣国ウラルから嫁とついできた。后との間に、今年二は十た歳ちになった双子の王子と、十五歳の王女が一人いる。

　家族を愛し、民を守り、国を繁はん栄えいさせてきたゴート王には、敵などないように思えた。けれど豊かであればあるほど、幸福であればあるほど、謂いわれのない恨うらみを買うことはあるのだ。

　隣国、シェルランドの若き騎き士し、エバンズ・オーガストもゴート王を恨んでいた一人だった。

　恨む理由、そんなものがどうして生まれたのか、今となってはエバンズにも謎なぞだ。

　発ほつ端たんは、父であったオーガスト公こう爵しやく邸ていに、ゴート王と二人の王子を招いたことかもしれない。

　九年も前のことで、当時の記憶も定かではないが、はっきり覚えているのは、王子の一人と妹のエリザを婚こん約やくさせたかったのに、ゴート王が断ことわった、それだけだ。

　まだ十一歳の王子を婚約させることは、別に珍めずらしいことではない。けれどゴート王は、王子の意思を重んじるから、婚約などは急がないと明言したのだ。

　それがどうして、ゴシュラムの王はシェルランドに敵対しているとなったのだろう。

　オーガスト家の接待が悪かったせいで、ゴート王は機き嫌げんを損そこねた。しかもシェルランドなどという小国の、たかが公爵の娘と王子を婚こん姻いんさせるなんて、とんでもない思いつきだと、嘲ちよう笑しようされたと後から告げられた。

　接待の失敗が尾を引き、その後のゴシュラムとの関係は悪化し、国政にも大きな影響が出た。その責任を取る意味で、父亡なき後、本来なら継承すべき公爵の爵位を、エバンズは剝はく奪だつされたのだが、やはりどう考えてもそれはおかしい。

　すべてが伯お父じのバイロン公爵の企たくらんだことだと、今となっては思えてくる。オーガスト公爵も亡くなり、いよいよ邪じや魔まする者もなくなって、病弱な国王に代わり国政の支配権を手に入れようと、バイロン公爵は画かく策さくしているのではないか。

　思し慮りよの足りない若者だったエバンズは、まんまと丸め込まれ、ゴート王を憎にくみ復ふく讐しゆうを誓ちかってしまった。

　けれどゴシュラムに来てから、エバンズの誤解はすべて氷ひよう解かいした。

「まずは最初に、自分の浅せん慮りよを詫わびねばなりません」

　エバンズはそう切り出す。円卓を囲かこんで、会議が行われていた。列席しているのはゴート王、そして二人の王子、マリスとラウルだ。さらに外務大臣と内務大臣も同席していた。

「私は盗とう賊ぞく団だんと組み、黒騎士などと名乗って、街道を行く人々に多大な迷惑を掛けました」

　正直にエバンズは、盗賊団と組んでいたことを打ち明けた。そこから、すべてが始まったのだ。

「爵位の復ふつ権けんのためには、シェルランド国に敵対する陛へい下かを討つよう言われました。まずはゴシュラムの宮中に快く迎え入れられるよう、盗賊退治など善よいことをしているふうに装ったのです」

　話している間も、エバンズはあまりの恥はずかしさに、何度も俯うつむかねばならなかった。

「その進言は、誰によって成されたんだ？」

　ゴート王の問いかけに、エバンズはしばらくその名を言い淀よどむ。

「まさか王ではないのだろう？」

　そのまさかだったから言えないのだ。もし言ってしまったら、さすがにゴート王も、戦いくさを仕掛けるくらいの怒りに包まれるかもしれない。

「シェルランド国王が、オーガスト卿きようの爵位剝奪に対して、何の配慮もないというのがそもそもおかしい。貴き殿でんは、シェルランド国王の甥おいになるはずだが、救うつもりはなかったのだろうか」

「……」

　沈黙が答えになってしまっただろうか。これでは誰もが、シェルランド国王はゴート王を討つつもりだったのだと思っただろう。

「失礼ですが、国王の様子はどうだったのですか？　お元気なのでしょうか？」

　ゴート王にどこか面おも差ざしの似た王子、黒髪のマリスが訊きいてくる。

「シェルランド国王は……ここ数年病やまいに伏ふせっております」

「では、政務は宰さい相しようが行っているのでしょうか？」

「宰相と呼ぶような地位の者は、我が国にはおりません。今は、王おう妃ひの兄であるバイロン公爵が、すべての執しつ務むを代行しております」

　そこで何人かの首が、縦に動いた。国王はもう正常な判断もできないほど、病に冒おかされている。そこでバイロン公爵が、好き勝手にやっているのだ。

　なるほど、そういうことかと納得したのだろう。

「私はシェルランド国王に対して、この件に関して親しん書しよを送ろうと思う。オーガスト卿の話を聞く限りでは、我が国がシェルランドに敵対心を抱いだいているようだが、決してそのようなことはない。たとえシェルランド国王が、私を敵と見なしても、私は友と今でも呼ぶことができる」

　ゴート王は熱く語る。この王は、いつでも、誰に対しても、こんなふうに語るのだとエバンズは聞いていた。実際にそれを目まの当たりにして、このように語りかけられたら、誰でも心を打たれるだろうと思った。

「敵意のない証あかしに、親書を運ぶのに、我が国の王子を大使として向かわせよう」

　バイロン公爵に含むところがあるなら、ゴシュラムの王子に危険が迫せまるかもしれない。それを憂ゆう慮りよして、エバンズは口を開いた。

「陛下、それは大変ありがたい申し出ですが、私事のために、大切なゴシュラムの王子を危険に晒さらすわけにはまいりません」

「私事ではない。このままでは、シェルランドとの関係が悪化するばかりだ。それは我が国として憂慮すべきことだ。これまでとても友好的な関係を築いてきたのに、誤解によって国交が断たれるようなことがあってはならない」

　エバンズにはもう何も言い返せない。確かにそのとおりだ、このままゴシュラムとの関係が悪化したら、シェルランド国にとっては、大きな損失だ。

　けれどエバンズには、バイロン公爵の企みがよくわからなかった。国の支配権を手に入れたいというところまではわかるが、なぜゴシュラムと敵対しなければいけないのか。

　ゴシュラムは豊かで強大な国だ。シェルランドが本気で立ち向かっても、勝てる相手ではない。むしろ友好を結ぶことで、何らかの利益があると思われたから、王子とオーガスト家の娘の見合いが用意されたのではなかったか。

「オーガスト卿には、辛つらい話だろうが、私は公爵の死や、シェルランド国王が病であることが不ふ審しんに思える。まだ皇こう太たい子しだった頃のシェルランド国王に会ったことはあるが、闊かつ達たつな若者だった。甥の爵位を奪うばい、復権のためにこの私を暗あん殺さつしろなどと、言いだすような人間にはとても思えないのだが」

　ゴート王は遠くを見るような顔になる。王位に就く前は、近隣諸国をすべて旅して回ったという。その頃に出会った、若きシェルランド国王のことを思い出してでもいるのだろうか。

　エバンズはベッヘル騎士団での厳しい騎士修行を終え、やっと自由になった。ところが本来ならオーガスト家に戻り、爵位を継ついで公爵となるべきなのに、流る浪ろうの身となってしまったのだ。

　だが、この過か酷こくな運命にもいいところはある。

　これまで知らなかった世界を学び、知り合うこともなかった人々と親しくなれたのだ。学びの場としては、これ以上、相応ふさわしい場はないだろう。

「もしシェルランド国王が、一人では解決できない、何らかの問題を抱かかえているようなら、解決のために喜よろこんで力を貸そう」

　けれどこんなゴート王の申し出に、誰もが賛成してくれるわけではなかった。

「恐おそれながら陛下……そこまでオーガスト卿の申していることを、信じてもよいものでしょうか？」

　外務大臣が不安そうに口にする。するとゴート王はエバンズを見ながら、力強く答えた。

「私はオーガスト卿を信じる。なぜなら彼はベッヘル騎士団の名誉騎士だからだ」

「それが……そんなに信頼に値するものなのですか？」

　今度は内務大臣が、不安そうに口にした。

「騎士道を学んだことのない者にはわかりづらいだろうが、騎士とは噓うそを吐つかないものだ。噓はもっとも恥ずべき行為の一つだからな」

「私は……恥ずべきことをいたしました。黒騎士などと、偽にせ物ものの正義の味方を演じていたのですから、疑うたがわれて当然だと思います」

　噓や盗み、意味のない殺さつ傷しようと理り不ふ尽じんな姦かん淫いんは、騎士として恥ずべきことだ。なのにエバンズは、自分を見失って悪に加か担たんしてしまった。

　どうしても爵位を取り戻し、今は亡き両親と妹との思い出が残る、美しい庭園が自慢の邸やしきを取り戻したかったのだ。そのためバイロン公爵に簡単に言いくるめられてしまった自身の無知を、エバンズは今、深く反省していた。

「疑いを晴らす意味でも、オーガスト卿はシェルランドとの友好関係の復活に、誰よりも尽じん力りよくすべきだと思うが」

　ゴート王の言葉に、もう異い議ぎを唱となえる者はいない。自分の暗殺に加担したエバンズを、ここまで許してしまう心の広さを見せつけられては、エバンズもゴート王の言葉にただ頷うなずくしかなかった。

「それでは陛下、僕がオーガスト卿と同行いたします」

　いきなり名乗りを上げたのは、双子の王子の一人、金色の髪のラウルだった。

「武術大会でオーガスト卿が優勝したら、僕の第一騎士にと望んでいましたが、どうやらそれは難しそうなので、この機会に親交を深め、いろいろと学ばせていただきたいと思います」

　すらすらとラウルは自分の望みを言う。いかにも好奇心が旺おう盛せいな感じの王子だ。城を出て隣国に旅をするというだけで、その気になってしまったのかもしれない。

　だが、安全な旅だという保証はない。

　特に、盗賊団を率ひきいていた、ハッシュウィルの無敗軍団の生き残りは、エバンズでも手を焼く存在だった。

「ラウル殿でん下か……我が国は今や危険な国となりました。もし御おん身みに何かあったら、このように寛かん大だいな心で許してくださった陛下に対して、申し訳が立ちません」

「それは僕程度の実力では、オーガスト卿を守れないという意味なのかな」

　にこやかにラウルは言い返す。

　武術大会で優秀な成績を収めていても、実戦となるとやはり違う。平和な国の王子が、どこまで戦えるか不安だった。

「大丈夫だ、オーガスト卿。若い騎士たちも同行させる。自分たちの身は、自分たちで守ると約束しよう」

「ありがとうございます……ラウル殿下」

　ラウルに先を越されて、マリスは不満そうだ。何度も何か言いかけたが、その度に唇くちびるを強く嚙かみしめて耐たえていた。

「それでは、急ぎ出しゆつ立たつの用意をさせよう。シェルランド国王の身が心配だ」

　ゴート王の一言で、ラウル王子が大使と決まってしまった。王子を同どう伴はんするとなると、エバンズはより大きな責任を感じる。何があっても、ラウルは無事に帰さないといけない。

　そのために憂慮すべき敵は、正体が謎の盗賊団一味だった。

「陛下、この件には、ハッシュウィルの無敗軍団の残党も絡からんでおります。どうか、御身の警護も怠おこたりなきよう」

　エバンズの言葉に、ゴート王は深く頷く。

「今、城内にいた内ない通つう者しやを捜査中だ。侮あなどれない敵だが、なぜ、今頃になって動きが激はげしくなってきたのか。あるいは……シェルランドの財政が逼ひつ迫ぱくしていることにも、何か関係あるのかもしれない」

　盗賊団をエバンズに引き合わせたのは、バイロン公爵だった。やはりバイロン公爵は、国費の中から盗賊団に金を渡している可能性がありそうだ。

「大事に至る前に、すべてを解決するよう、我々は努力しなければいけないようだ」

　ゴート王の言葉に、全員が静かに頭を下げて、同意を示した。

　平和が永遠に続くことを、誰もが願う。だがそのために、ときには戦わねばならない。

　エバンズはこの国の美しい王女、ミーナが危険に晒されることがないよう、強く祈っていた。
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　どうしてラウルだけが、エバンズと行動を共にして隣国まで行けるのか。ミーナはそれを聞いて、まず最初に不公平だと感じた。

　そんなことを決める大事な会議に、ミーナが呼ばれることもない。もし王子だったら、せめて同席するくらいは許されただろうか。

「わたしは、ただ待っているだけなのね」

　ミーナは幼なじみのジュリアに、本音をぶつけた。

　盗とう賊ぞく団だんの内ない通つう者しやがまだ捕まっていないために、城内は警けい戒かい態たい勢せいが敷しかれている。そのせいでジュリアは、甲かつ冑ちゆうを纏まとった姿でミーナの側そばにいた。

「ミーナ様、まだ懲こりてらっしゃらないのですか？　あれだけ、皆みなに迷惑を掛けたのに」

「わかってるわ」

　それを言われると、ミーナも何も言い返せない。黒くろ騎き士しの正体を知りたくて、甲冑を纏い夜の街道に出掛けた。

　そこであの不思議な神に出会えなかったら、とうにミーナは命を落としていただろう。

「王女に生まれたばかりに、ただ守られているだけになっている。わたしだって、エバンズ様を助けるために、何かしたいのに」

「何もできません。もうわかってるでしょ」

　ミーナに対して、ジュリアは遠慮なく辛しん辣らつなことも言う。いつもなら反はん論ろんするところだが、ジュリアにはここのところ何度も助けられているので、ミーナも黙だまっているしかなかった。

「ミーナ様は、オーガスト卿きようの側にいたいだけなんでしょ？」

「そ、そんなことは……ないけど」

　鋭するどい指し摘てきに、ミーナの顔は真まっ赤かになる。

　十五歳になるまで、一度として殿との方がたに心ときめいたことがない。理由はただ一つ、あまりにもよくできた、双子の兄を持ってしまったせいだ。

　両親のよいところを分け合ったような、美しい容よう姿しをしていた。武術大会で優勝するくらい、剣や馬ば術じゆつにも秀ひいでている。

　マリスは多少陰いん険けんで皮肉屋だが、知的で思し慮りよ深い。ラウルは悪いた戯ずら好きだが、陽気で誰だれからも愛された。

　美点をたくさん持つ優すぐれた兄がいては、どんな男もときめきの対象には成り得ない。

　そんな中、ミーナはエバンズに出会い惹ひかれた。

　黒髪の謎なぞの騎士、それだけで惹かれたわけではない。男らしい整った容姿や、武術大会で優勝した強さだけでもなかった。

　神によって姿を変えられ、カイルという若者になって、エバンズの従者として過ごした数日の間に、ミーナは初めて現実の男というものを間近にしたのだ。

　ひどく真ま面じ目めな顔をしているかと思えば、さらりと冗じよう談だんを言う。冷たいようで、親しくなった者に対しては、本気で守ろうとしてくれた。その遠慮のない、闊かつ達たつな姿に惹かれたのだと思う。

　他の男も、みんなあんなふうにしているのだろうか。けれどミーナには知りようがない。

　城内にいると、誰もがミーナを王女として扱う。この国では、レディはことの外ほか大切にされるようで、ましてや王女ともなると別格だ。男たちはいつも先を争って、ミーナのご機き嫌げん取りをしてくる。

　そんな扱いをされないのは、唯ゆい一いつ、若い貴族子弟たちと共に行っている、体力強化訓練のときだった。

　貴族は、男だったら騎士の元に修行に出る。そういった機会に恵まれない、騎士にもならない貴族子弟や、数は少ないが武術の腕を鍛きたえたいレディのために、行われるようになったのが体力強化訓練だ。

　自国のウラルをハッシュウィルの無敗軍団に急きゆう襲しゆうされ、両親を失ったシーナ妃ひが、たとえ女性でも戦える強さは必要だと、熱心に説いてくれたおかげで実現したのだ。

　けれどその集まりでも、ミーナはやはり特別扱いだった。

　親しげに話し掛けてくるのは、ジュリアの弟のジュリアスくらいのものだ。しかもジュリアスは、決して男らしいとは言い難がたい、美しいものの好きな少年で、ミーナにとっても弟のような存在だった。

「ミーナ様、いいですか。あまり殿方のことを知らないから、すぐにぼうっとなってしまうんですよ」

「そ、そんなことはないわよ」

「よく考えてください。オーガスト卿は、十分怪あやしいです。だってあのハッシュウィルの無敗軍団の残党と組んでいたくらいですから」

　ジュリアが疑うたがうのももっともだ。ミーナだって何度も、エバンズのことを疑った。

　けれど今は、その理由を理解したつもりでいる。

　いつもは姉のように頼りにしているジュリアだけれど、エバンズのことを悪く言われると、素直に聞くことがどうしてもできない。つい意地を張りたくなってしまう。

「でも、ジュリアだって、エバンズ様のことをよく知らないのだから、一方的に悪く言うのはおかしいわ」

「そうですか？　いくら悪い王だと言われたからって、簡単に暗あん殺さつに加か担たんするような人間を、あたしは信じられないだけです」

　僅わずか一ヵ月年上なだけなのに、ジュリアはしっかりしている。言っていることはまともで、反論しようがなくなった。

「ねぇ、殿方は恋したら、どうなるのかしら？」

　いきなりミーナは、話の矛ほこ先さきを変える。これ以上ジュリアに、エバンズが悪く言われるのを、聞いていたくなかったからだ。

「そんなことは、マリス様かラウル様に訊たずねられたらいかがです」

　この話題から逃げるつもりなのだなと覚さとったジュリアは、ぶすっとして答える。

「でも、お兄様たちって、そういう噂うわさが一つもないんですもの」

「それは……そうですね」

　ジュリアだったら、どちらかの兄といい関係になっても、ミーナは反対しない。けれど兄きよう妹だい同然で育ったせいか、マリスもラウルもジュリアをレディ扱いはしなかった。

　もっともジュリアだって、滅めつ多たにドレスを着ないからいけないのだ。最強の女騎士である、レディ騎士を母に持ってしまったがために、強い女に憧あこがれる気持ちはわかるが、綺き麗れいな顔立ちをしているだけに、もったいないとミーナでも思う。

　ジュリアのように、いつも男装していても、それで男と同じ自由が手に入るかというと、そういうものではない。やはりこの時代、レディに求められるのは、慎つつましくして、家の奥深くにひっそりと隠かくれていることなのだから。

「失礼いたします、ミーナ様、オーガスト卿が出しゆつ立たつ前の、ご挨あい拶さつにみえました」

　女によ官かん長ちようのヒルダは、ずっと腰を痛めて静養していたが、ようやく復帰してきたところだった。いつもは矍かく鑠しやくとした老女なのに、やはりまた腰を痛めるのが怖いのか、挨拶もぎくしゃくしている。

「そう……それでは皆様、退室してください」

　黒騎士のエバンズとの間に、いろいろとあったことをヒルダには聞かれたくない。そう思って言ったのに、ヒルダが眉まゆを吊つり上げた。

「ミーナ様……殿方と二人きりになるようなことは、決してあってはなりませぬ。ましてや、武術大会の日に、わざわざハンカチを落とした相手となどと」

「女官長は、わたしを信じていないのかしら？」

「そういう問題ではありません。レディとして、なさってはいけないことを、お教えしているのです」

「わかったわ」

　ではエバンズとは、込こみ入った話はできない。儀礼的に挨拶して別れることになるのだろう。

　もう二度と会えないかもしれないのだ。エバンズの怪け我がを介かい抱ほうしたという事実があるから、二人で話せることがあるのに、それについてミーナはヒルダの前では何も言えない。

　ミーナはドレスを直し、椅い子すに座って来らい訪ほうを待った。

　女官長を筆頭に、ずらっと女官が並んでいる。さすがにジュリアだけは気を利きかせ、先に部屋を出て行った。

　エバンズの姿が入り口に現れた瞬間、ミーナの鼓こ動どうは速くなる。頰ほおは赤らみ、手はぎゅっと握にぎっていないと、震ふるえてきそうだった。

　おかしい。カイルとして、エバンズと一緒に暮くらしていた数日は、こんなに激はげしく狼狽うろたえることなんてなかった。できることなら、あの日のように、自然な感じで話したい。

　何を語り合っていただろう。猟りようのこつとか、騎士団の想像もつかない厳しい訓練についてとか、とめどなく話していたが、それがミーナには特別に楽しかったのだ。

　エバンズもずらっと並んだ女官の姿に、微かすかに眉をひそめている。これではあの日のことは、何の話もできないと気がついたようだ。

「ミーナ王女、武術大会での激げき励れい、感謝いたします。おかげで優勝できただけでなく、名めい誉よの回復のために、助けていただけることとなりました」

　胸の前に右手を置き、エバンズは儀礼的に挨拶する。けれどその顔には、なぜミーナが自分を助けてくれたのか。カイルのことは、どれだけ知っているのかと、次々にぶつけたい疑問が浮かび上がっているかのようだ。

「オーガスト卿は……シェルランドにお戻りになるのね。いつか……また、お目にかかれることはあるでしょうか？」

　ミーナの問いかけに、エバンズは寂さびしげに微ほほ笑えむ。

「再び、この地を訪れることがありましたら、ご挨拶にまいります」

　何とも冷たい返事に聞こえる。ゴシュラムには、二度と足を運ばないつもりともとれてしまいそうだ。

「来年の武術大会には、出場なさらないのですか？」

「出られるでしょうか？　一度失いかけた命ですが……奇跡によって救われました。本来なら、生きていることに感謝し、命を大切にすべきなのでしょうが……」

　そこでエバンズは、何とも切なげな顔をしてミーナを見つめた。

「えっ……まさか」

　そこでミーナは覚った。

　エバンズは死ぬ覚かく悟ごでいると。

　国王に代わって、絶大な権力を手に入れたバイロン公こう爵しやくと戦うからには、死をも覚悟しなければいけないのだろう。

　爵位なんてどうでもいいではないか。名誉なんて、どれだけの価値があるのだ。シェルランドなんて国が、どうなろうと関係ない。ゴシュラムは平和なのだから、ここで楽しく暮らせばいい。

　ミーナはそんなふうに思ってしまうけれど、エバンズはそう思っていない。

「諦あきらめてはいけませんわ。オーガスト卿はたくさんのものを失われたでしょうが、今からは、また新たに手に入れていけばよろしいんですから」

　お願いだから、簡単に命を投げ出すようなことはしないでと、ミーナは願う。

　一緒にいられたら、もっと元気になれるよう励はげますこともできるのにと、こんな形での別れに苛いら立だった。

「そうですね。助けてくださったミーナ王女の前で、口にすべきことではありませんでした。我が友カイルも、私のこんな情けない言葉を聞いたら、激げき怒どすることでしょう」

　従者だったカイルを友と呼んでいるのは、ミーナが皆の友人だと説明したからだろうか。

　カイルの亡なき骸がらだったらここにいる。剣を交え、共に食卓を囲かこんだ。なのにミーナは、決してその話をすることができない。

　もしここにいるのがカイルだと知ったら、エバンズの口調も変わるだろう。そしてもう少し、前向きな言葉も聞けたかもしれない。

「騎士を目指してから今日まで、レディのハンカチを手にしたのは、この一枚きりです。よい思い出になりました」

　腕にさりげなく縛しばり付けた水色のハンカチ、ミーナの紋もん章しようが刺し繡しゆうされたものを示し、エバンズはまたもや寂しげに微笑む。

　今、エバンズの手に触れても、その心を読むことはできない。だがミーナは、もしかしたらエバンズも、ミーナのことをとても強く意識してくれているのではないかと、その表情を見て思った。

　恋をしたとき、男はどう変わるのだろう。

　あの狩しゆ猟りよう小ご屋やにいた自然なままのエバンズと、ミーナを前にしたエバンズでは、何かが違う。それが恋のせいだと思いたいが、ミーナの勝手な思い込みだろうか。

　もし恋してくれていたとしても、エバンズはすでに諦めているようだ。爵位もない今の不安定な状態の自分では、ミーナの相手として相応ふさわしくないと思っているのだろう。

「ミーナ王女もどうか、お元気で」

　エバンズはそこできゅっと唇くちびるを引き結び、寂しげな表情を追い払った。

「またお会いできると、わたしは信じておりますわ」

　ミーナは手を差し出し、エバンズのキスを受けた。

　一瞬、手は繋つながったけれど、もうあの日のように思いは伝わらない。神が不在の今、奇跡は起こらないのだ。












　エバンズは去っていく。その背中には、幸福を諦めた寂しい男の心情がそのまま表れているかのようだった。

　引き留とどめたいけれど、今のミーナにはただ黙って見送るしかできなかった。
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　もう二度とエバンズには会えないのだろうか。一方的な恋心だとわかっているが、ミーナは激はげしく落ち込んだ。

　一人になったら、泣いてしまいそうだ。なのにジュリアは部屋から出て行ったまま、戻ってくる気配はない。

　そこに兄のラウルが、ひょっこりとやってきた。

「ミーナにそんな暗い顔は似合わないな」

　いきなり言われて、ミーナは泣き笑いの顔になる。

「どういう奇跡を起こしたのか知らないが、黒くろ騎き士しの正体を知っていたから、あんなに騒さわいでいたんだな？」

　いくらラウルでも、不思議な神様の力で、別人になっていた話まではできない。そんな秘密を知ったら、この好奇心旺おう盛せいなラウルのことだ。すぐにでも神様を捕まえて、自分にも何かしてくれと騒ぎだすだろう。

「確かに優すぐれた騎士だ。それは認める。だけど、あれだよね、ちょっと性格、暗くない？」

　ラウルからみたら、世の中の男の大半は暗くなってしまう。だからここはしっかり反はん論ろんした。

「そんなことないと思うわ。ラウル兄様、ご自分を判断の基準にしないで」

「ふーん、彼の性格、わかってるんだ？」

　にやにやしながら、ラウルはミーナを見ている。その目は、何もかも知っているぞと語りそうだった。

「おっしゃりたいことがあるなら、はっきり言えば」

「んっ……まあ、何が奇跡を起こしたのか知りたい。だって変だよな、エミリに王女のふりをさせて、自分はどこに行ってたんだ？　まさか婚こん姻いんしたわけでもないのに、男と二人きりでいたってことはないよな」

「……」

　ミーナは言葉を失う。尼に僧そう院いんにいる間、自分の身代わりを侍じ女じよにさせていたことまで、すでにラウルは知っているのだ。

　どうしてこの兄は、そういう能力だけは秀ひいでているのだろう。陽気で親しみやすい性格をしているから、つい誰だれもが気軽に秘密を打ち明けてしまうのだろうか。

「かつてウラル王国が、ハッシュウィルの奇き襲しゆうを受けたとき、神が降こう臨りんして奇跡を起こしたらしいが、その話になると、父上も母上もすぐに誤ご魔ま化かす。どうして本当のことを教えてくれないんだろう」

「そ、それは、ラウル兄様だと、神様を捕まえに行ってしまうからです」

「うーん、それは言えているなぁ」

　ラウルだったら、狩しゆ猟りよう用の網あみを手にして、本当にやりそうだ。その場面を想像して、ミーナは思わず笑ってしまった。

「笑ったな」

「え、ええ。笑いましたけど」

「ミーナは笑っているほうがいい。だから僕は、オーガスト卿きように爵しやく位いを取り戻させ、もう一度、この城に連れ帰ると約束するよ」

「えっ……」

「そうしないと、ミーナがずっと暗い顔になりそうだから」

　ラウルの優やさしい決意に、ミーナの涙るい腺せんは緩ゆるむ。泣きたくなったけれど、あえてミーナは笑ってみせた。

「誰かに恋するって、どんな気分だ？　僕にはまだ経験がない」

「上う手まく話せるものじゃありません。ラウル兄様も経験なさればいいだけ」

「そうか、そうだな。それじゃあ、シェルランドで素す晴ばらしいレディに会えるよう、祈ってくれ」

　すでにラウルは旅支じ度たくをしている。このまますぐに出掛けるのだろう。

　ミーナはラウルと共に部屋を出た。ラウルといれば女によ官かんたちも追ってはこない。エバンズと共に、ラウルまでいなくなってしまう寂さびしさに、今にも泣きそうだ。

　王女は泣くことすら自由にできない。すぐに、どこかお加か減げんでも悪いのでしょうかと心配されてしまう。だからどこかに隠かくれて、こっそりと泣こうと思った。

「見送ってくれるの？」

「ええ……」

「本当は、黒髪の誰かを見送りたいんだろ？」

「あら、マリス兄様はわたしと一緒に、お留守番でしょ？」

　ラウルにだったら、軽く冗じよう談だんも言える。いつもだったら、すぐに何倍もの冗談で返されるのに、今日のラウルは神しん妙みようだった。

「マリスは生き真ま面じ目めすぎるんだ。あんなだと、今に息が詰つまる。ミーナ……僕がいない間、マリスを笑わせてやって」

「わたしが？　無理。おかしなこと言うと、すぐにお説せつ教きようされるもの」

「マリスなら、いい王になる。未来の心配はしてないけど、あの堅かた物ぶつ頭あたまをどうにかしないと、レディにもてないからな」

　どうもラウルの言葉は歯は切ぎれが悪い。そこでミーナは、やはりラウルも自分の身に危険が及ばないかと心配しているのだと思った。

「マリス兄様……大丈夫よ。きっと、神様が助けてくださるから」

　ミーナはラウルに抱き付き、ぎゅっとその体を抱きしめる。

「ああ、そうだな。危なくなったら、きっと神様が助けてくれるさ」

　けれど神だって万能じゃない。何しろあの神は、一度に一人を相手にするのが精一杯だからだ。

　雷かみなりを降らせてくれたり、山を崩くずしたりの奇跡を願っても無む駄だなのだ。けれど神をその身に宿せば、今の数倍強くなれるのは本当だった。

「うん、ミーナに抱き付かれて、少し元気になった。危険が待ち構かまえているかもしれないと思うと、僕だってさ、少しは弱気になるんだよ」

「マリス兄様と離れるのも、本当は不安なんでしょ？」

「そうか……そうかもしれないな」

　そこで初めて気がついたかのように、ラウルは目を大きく見開いた。

「そういえば、マリスと離れるなんて、病気をしたとき以来だ」

　双子として生まれた二人は、ほとんど離れて暮くらしたことがない。今回、ラウルだけがシェルランドに行くという選択は、ミーナには不思議に思えたくらいだ。

　けれどもし二人の王子が、同時に悲ひ劇げきに見舞われたらどうなるだろう。決して誰も口にはしないが、そういった心配もあったから、マリスはあえて自分も行くと言わなかったのかもしれない。

　それだけこの旅は、危険な予感がする旅なのだ。

「オーガスト卿は、マリスにちょっと似ているところがあるからな。からかう相手に、不自由はしないから寂しくないさ」

「ラウル兄様はそうかもしれないけど、マリス兄様はきっと寂しいはずよ」

「だからミーナ、話し相手になってやってくれ」

　けれどラウルがいなくて、マリスと二人きりだったら、やはりミーナもあまり話したくはない。楽しい会話になりそうもないからだ。

「それじゃ、行ってくるよ」

「ええ……お気をつけて」

　こんなふうにエバンズも見送りたかった。そう思いながらミーナは、回かい廊ろうに立って去っていくラウルを見送った。

　旅立ちの準備をしているのか、階下からは騎士たちの声と、馬の嘶いななきが聞こえてくる。どうやらラウルが戻ったら、出発することになるらしい。

「待たせたな。それじゃ、出発しようか」

　一ひと際きわ大きな声でラウルが言っているのは、回廊で見送っているミーナに、それとなく知らせてくれるためだろう。

　ラウルを先頭に、一団が動き始める。エバンズの姿は、すぐに見つけられた。ここから見送っていることも、エバンズは知らないままだろうが、それでも見送れたのは嬉うれしい。

「いいわ……ここで、一人で泣くから」

　あんなに一生懸けん命めいになって、カイルとして側そばにいたのに、エバンズが気がつくことはないのだ。しかもミーナ相手では、恋にすらならなかった。もう少し刻ときがあるか、エバンズが公こう爵しやくのままだったら、違っていたのかもしれないが、そんなことは今更思ってもどうなるものでもない。

「どうか……ご無事で。ラウル兄様と一緒に、ここに戻って来られますように」

　ミーナは両手を組み、一心に祈る。

　そのとき、背後から近づいてくる人の気配に、ミーナは驚おどろいて顔を上げた。

「王女様……驚かせて申し訳ありません。実は、先ほど、黒髪の騎士様から、手紙を預あずかったのですが」

　おどおどと言ってくるのは、被ひ服ふく省しようで働いている男だった。ミーナが幼おさない頃からいる男で、重たい布を運んだり、お針はり子こが仕上げた衣装を届けたりといった、雑用を主おもに引き受けている。

　よく知っている顔だけに、ミーナはその申し出に胸を躍おどらせた。

「まあ、見せて」

「それが、他の人に読まれてはまずいらしくて、隠してしまいました。よろしければ、ご一緒に来ていただけますか？　読んだらすぐに始末して欲しいそうです」

「そうなの……では、まいりましょう」

　やはりエバンズは、女官たちがいたから言いたいことの半分も言えなかったのだ。きっと手紙の中には、ミーナに対する特別な思いも書かれているかもしれない。

　読んだら始末して欲しいなどというのは、それだけ恥はずかしい告白なども含ふくまれているのではないだろうか。

　泣きたいほどの寂しさがこれで少しは消えた。ミーナは弾はずむ足取りで、男の後についていった。

「少し暗いですから……今、灯あかりを用意いたします」

　男が案内してきたのは、被服省の倉庫だった。城で働く者の衣服は支給されるが、古くなったものは回収し、再生して別のものにしたり、古ふる着ぎ業者に払い下げられる。

　汚れた古着の臭においに、ミーナは顔をしかめながらじっと待っていた。するといきなり背後から手が伸びてきて、ミーナの首くび筋すじに針が刺ささった。

　叫さけぼうとしたが、口を塞ふさがれた。抵抗するために体を動かそうとしたが、それも思うようにいかない。

　全身から力が抜けていく。そのままミーナは、ぐすぐずと床に崩れてしまった。

「息ができるようにしておけってことだったな」

　男は古着を詰め込む大きな袋の中に、ミーナの体を押し込める。そして息ができるように、口元に使い古されたコルセットを積み上げてきた。

　死ぬより辛つらいことは、そうないのだろうが、もしかしたらこれがその一つではないかとミーナは思う。

　体は動かせず、言葉も発はつせない。なのに古着の臭いは、しっかり感じられるのだ。

（どういうことなの……エバンズ様からの手紙は？　ああ、わたし……騙だまされたのかしら。そうね、騙されたんだわ）

　ゴート王は、盗とう賊ぞく団だんに内ない通つうしていた者を捜している。けれどこんな何年も地味に働いていた男が、まさか内通者だとは思ってもいなかったようだ。

なぜ、すぐに殺さないのだと、ミーナは不ふ審しんに思う。ゴート王を悲しませるのが目的なら、すぐにこの場で殺せば済むことだ。なのに男は苦労してミーナを袋に詰め、どこかに向かって運び始めた。

　しばらくすると別の声が聞こえてきた。

「今年も、武術大会で拾ひろわれなかったハンカチが、いい値で売れそうかい？」

　どうやら衛えい兵へいの一人が、男に話し掛けているようだ。

「ああ、刺し繡しゆうの柄がらから、どこの姫様か仕分けないといけない。それが毎年、面倒だが、売れたらまた酒代をはずむよ」

　のんびりと男は答えている。

　武術大会で誰にも拾われなかったハンカチのことなんて、この際どうでもいい。それをこの男が拾って売ろうが、それでみんなの酒代にしようが、どうでもいいのだ。それよりミーナは、衛兵が少しでも袋の中身を疑うたがってくれることを祈った。

（お願い、衛兵、気がついて。その男を信じては駄だ目め。ここにわたしがいるのよ。どうか、気がついて）

　けれど衛兵は、男が古着を運んでいるとしか思わないようだ。

　最初から男は盗賊団の一味だったのか、それとも後から、金で雇やとわれたのか、ミーナには知りようがない。

　ただこれではっきりとわかった。盗賊団の長おさであり、ハッシュウィルの無敗軍団の残党であるイライザが、何年も前から、内通者をゴシュラムに送り込んでいたということだ。

　ゴシュラムだけではないだろう。シェルランドにも、何年も前から毒どく薬やく使つかいを送り込んでいたのだ。

（世界は平和だと思っていたのに……）

　ミーナは皆と山に登った訓練の日のことを思い出す。

　眼下に広がる世界は、緑に溢あふれ、豊かで平和そうだった。なのに見えないところで、静かに悪は侵攻を開始していたのだ。

（神様、どこにいるの）

　独ひとりぼっちで戦い続けるには、やはり限界があるのだ。だからこそ神は、ミーナに近づいてきたのではないだろうか。

（平和を守るためには、努力が必要なのね。神様は、それを教えようとしてくれたんだわ）

　ミーナは心の中で、ウラルの神に向かって話し掛け続ける。動けなくなった今、それしかミーナにできることはないのだ。

（助けて、神様。何だか、おかしなことになってるの。わたし、どこかに連れ去られようとしているんだわ）

　袋は馬車の荷に台だいに置かれたようだ。そのままゆっくりと馬車は動きだす。

（そうね……急いだら、怪あやしまれる……この人は愚おろかじゃないわ）

　巻まかれた大きな布地を、黙もく々もくと運んでいた男。誰の記憶にも残らないような、地味な印象の男だが、いったいイライザとどういった関係なのだろう。

　いくら考えても、何もわからない。体を動かせないし、声も出せないだけでなく、ついには強い眠気まで襲おそってきて、ミーナは静かに闇やみの中に引き込まれていった。
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　海鳥の声がする。おかしなもので、いつもは海にいるくせに、風向きなのか気まぐれなのか、ときどき小屋の近くまで海鳥がやってくることもあった。すると烏からすが、ギャーギャーと鳴いて追い払う。

『どっちに味方するべきかな？』

　エバンズは笑いながら、石を手にしている。

『どちらに味方しても駄だ目めですよ。自然のままがいいです』

　ミーナ、いや、変身した姿のカイルが答えていた。

『そうだな……カイルの言うとおりだ』

　石を捨てたエバンズは、小屋に戻っていく。その後を追っていったつもりなのに、ミーナが目にしたのは、ベッドを覆おおう豪ごう華かな天てん蓋がいだった。

「……あ……ここは」

　あんな夢を見たわけだ。窓の外では、海鳥が鳴いていた。そして入り込んでくるのは潮しお風かぜで、エバンズとしばらく暮くらした狩しゆ猟りよう小ご屋やを思い出させる。

「急に起きようとしては駄目ですよ」

　まず優やさしい声がして、続いてミーナは、自分を上から覗のぞき込んでいる黒髪の乙おと女めに気がついた。

「あ……あなたは……」

「私はマリカ。お世話させていただく係です。今、お水を差し上げますね。半分だけ、体を起こしますから」

　大きな枕まくらを幾いくつも集めて、マリカはミーナがベッドの上に楽に座れるようにしてくれた。

「あ、ありがとう」

　口の中がかさかさだ。何だか髪やドレスに、まだ古着の臭においが残っているような気がした。

「さっ、むせるといけないから、ゆっくりと飲んでくださいね」

　差し出された水を、ミーナはゆっくりと飲み込む。ただの水なのに、こんなにおいしく感じられたのは山登り以来だ。

「ここは……どこなのかしら」

　水を飲んだら落ち着いたのか、辺りを見回す余よ裕ゆうが出てきた。

　豪華な室内だ。壁紙は綺き麗れいで、床もピカピカに磨みがかれている。置かれている調ちよう度ど品ひんも高価なもので、品のいい造りだった。

「お体と心を休める処ところです」

　マリカの話し方や雰ふん囲い気きは、誰だれかを思い出させる。そうだ、治ち療りよう院いんを開かい設せつした、レディ・サナに似ているんだと、ミーナは気がついた。

「治療院？　だけどこんな治療院があるなんて、知らなかったわ」

　ゴシュラムにはこんな治療院はない。母の生しよう国ごくであるウラルにもなかった。それともミーナが知らなかっただけだろうか。

　とても綺麗な部屋だが、何か違和感を感じる。その正体はやがてわかった。

　窓に鉄てつ格ごう子しが嵌はまっている。そんなものは、城でもあまり見かけない。罪人を閉じこめておく獄ごく舎しやとか、外部からの侵入を警戒する、兵器庫とかでしか見たことがなかった。

「安心してください。私だけが、お世話させていただきますから」

「ありがとう。黒髪がとても綺麗ね。あなたは、どちらの国の人？」

　さりげない質問だったのに、マリカは悲しげな顔をする。そしてとんでもないことを口にした。

「実は……自分でもわからないんです」

「わからない？」

「ここに来る前のことは、何も覚おぼえていなくて」

「まぁ……それはお気の毒どくに」

　記憶をなくしてしまうのは、長生きした年とし寄よりの病やまいだとばかり思っていた。

　晩年、祖母の皇こう太たい后ごうは、よくミーナを母のシーナと間違えて、ウラルの姫君と話し掛けてきたものだ。そのことを嘆なげくと、レディ・サナが年を取るとあまりにも覚えていることが多すぎて、記憶が混乱するのですと教えてくれたのだ。

「マリカという名前も、伯はく爵しやく様に付けていただきました」

「伯爵様……」

「はい、貴族のご身分なのに、ここで難なん病びようの治療をなさっている、崇すう高こうなお方です」

　ミーナはそこで目をぱちぱちと瞬しばたたかせた。

　被ひ服ふく省しようの男はミーナを、どこかで捨てたのだろうか。それを徳の高い貴族に救われ、ここで目覚めたのかもしれない。

「大変、わたし……帰らなくちゃ」

「大丈夫ですよ。落ち着いて……まずは、お体を治なおさなくては」

「まだふらふらするけれど、もう平気。わたし、とても丈じよう夫ぶで元気なの」

　まずは世話になった伯爵に礼を言い、ここの位置を確かめた後で、馬を借かりようと思った。けれど馬は大切な資産だから、ミーナのことを信頼できなければ、簡単に貸してくれるとは思えない。

　何か身分を示せるようなものはないかと探したが、生あい憎にく何もなかった。

「そうだわ。ゴシュラムの王室に、手紙を送ってくださらないかしら。マリカ様、わたしは、ゴシュラムの第一王女なの。おかしな男に連れ去られて……今頃、お城は大おお騒さわぎになっているはずだわ」

　ミーナの言葉に、マリカは驚くかと思った。ところがマリカは、あろうことかミーナを哀あわれみの籠こもった目で見つめてきたのだ。

「あっ……そうね、いきなりこんな話をされても、信じられないわよね」

　どうやったら信じてもらえるだろう。まずはこの家の主あるじ、伯爵に会うべきだ。伯爵が宮中主催の宴うたげに出席しているようなら、ミーナのことも当然知っているだろう。

「伯爵様のお名前は、何とおっしゃるの？」

「ヒョードル伯爵様です」

「ヒ、ヒョードル？」

　ミーナがいくら王女修行に熱心でないにしても、王の臣しん下かである貴族の名前を、忘れたり、知らなかったりという非礼だけは許されない。けれどそんな伯爵の名前は聞いたことがなかった。

「まさか……国が違うのかしら」

　ふらふらしながらも、ミーナはベッドを下りて窓に近づいていった。

　海から吹き付ける潮風は、どこでも同じようなものだと思っていた。だがここの潮風は、とても冷たく感じられる。

「あっ！」

　鉄格子の嵌った窓の向こうには、殺さつ風ぷう景けいな岩場だけが広がっている。緑はほとんどなく、岩場の先は黒く見える海だ。

　それだけでも心が寒くなる風景なのに、少しだけ見える楼ろう閣かくに、無数の烏の骸むくろが吊つるされているのを、ミーナは見つけてしまった。

「烏が……いったいここはどこなの？」

　ミーナは振り返り、マリカに訊たずねる。

「ハッシュウィルの……ヒョードル伯爵様の領りよう地ちですが」

「……ハッシュウィル」

　では裏切り者の男は、ミーナをハッシュウィルまで運んだのだ。

　困ったことに、ハッシュウィルの王室とは、あまり交流がない。現国王は農地の改革などに取り組む良王だということだが、他国との交流には熱心ではなかった。

　やはり以前の王室が、あまりにも荒こう廃はいしきっていたから、恥はじと感じているのだろう。今でも語り継つがれる無敗軍団の残ざん虐ぎやくぶりは、王にとっても嫌いやな思い出のはずだ。

「寒いでしょう？　窓を閉めましょうね」

　マリカは窓を閉ざし、鎧よろい戸どまでも閉めようとした。

「部屋が暗くなってしまうわ。どうか、そのままで……」

「では、暖だん炉ろに火を入れましょうか」

「大丈夫よ。毛布にくるまっていれば、寒くはないわ」

　まだそんなに寒い季節ではないはずだ。なのにこの城は、確かに寒い。曇くもり空で外は薄暗く、昼なのか夕方なのかもわからなかった。

「伯爵様に、お目覚めになったことを、お知らせしてまいりますので、ゆっくりと休んでいてください。温かい飲み物と、何か食べられそうなものも、用意してまいります」

「ありがとう」

　記憶がないというマリカは、不思議な雰囲気の乙女だ。侍じ女じよのようなことをやっているのに、どこか品がよく、高貴な育ちの匂においがした。

　そんなところも、公爵家の姫君で、王の許嫁いいなずけとして育ちながら、治療院で民のために働くレディ・サナを思わせるのかもしれない。

　マリカが出て行った後、すぐにミーナも扉とびらに向かった。何の苦もなくマリカが出て行ったから、そのつもりで扉を押したが、びくともしない。これは完全に、外から塞ふさがれているのだ。

「どういうこと……ここでは病人を閉じこめるの？」

　流行はやり病の場合は、他との接せつ触しよくを避けるために、町外はずれの小屋で治療を受けさせるが、ミーナはそんな病ではない。

「困ったわ……そうだ、ペンはないかしら。お父様に手紙を書こう」

　完かん璧ぺきと思える部屋なのに、ペンや紙の用意はなかった。

「葉っぱでもあればいいのに……」

　エバンズと狩猟小屋にいた頃も、やはり紙は貴重だった。そこで大きな葉を紙代わりにしたものだ。けれどここでは、大きな葉がつく木も見あたらない。こうなればマリカに頼んで、手に入れるしかなさそうだ。

「はーっ……お腹なかが空すいたわ。あれから、どれくらい経たったのかしら」

　見送りをしたのが朝だった。今が夕方だとしても、あの荷に馬ば車しやで、半日でハッシュウィルに来るのは無理だ。

「もしかして……一日眠っていたの？」

　いったいどういう毒薬を使ったのだろう。最初の頃は話し声を聞くことはできたが、途中からは何も覚えていない。死んだかのように眠っていたらしい。

「わからないことだらけ……あの男は、わたしをどうするつもりだったんだろう」

　盗とう賊ぞく団だんを率ひきいる、ハッシュウィルの無敗軍団の残党に引き渡すつもりではなかったのか。だとしたら男は、失敗したのだろうか。

「ああ、神様。どこにいるの。どうか、力を貸してください」

　再び窓辺に寄って、ミーナは荒こう涼りようとした風景を眺ながめる。

「あれは……」

　そのとき、楼閣に人がいることに気がついた。

　銀色の髪をした、痩やせた男だ。ゴシュラムでは見事な銀髪をしているのはたいがい老人だが、男はどう見ても若そうだった。

　イライザの銀の髪を思い出す。そして自分が神によって変身させられた、銀髪の若者、カイルの姿も同時に脳のう裏りに浮かんだ。

　この国では、銀色の髪は何か特別な意味でもあるのだろうか。

　その男は、ミーナがこれまで見てきた男たちとは、明らかに雰囲気が違う。まるで冥めい界かいからの使者のような、暗く冷たい感じがして、遠くから見ているだけなのに、その冷たさが伝わってくるようだった。

　ふと、男が顔をこちらに向けた。どうやらミーナが見ていたことに、気がついたらしい。

　ミーナは軽く会え釈しやくし、とりあえずは微ほほ笑えんでみせた。すると男は目を細め、バカにしたかのように鼻先で笑った。

　さあ、ミーナ様、誰にでも笑顔で接するのが、王女の務めです、そう女によ官かん長ちようのヒルダに叱しつ責せきされつつ練習した笑顔も、こんなにあっさりと無視されると何だか虚むなしい。

「あれがヒョードル伯爵かしら……まだ若そうだけど」

　それともなければ、伯爵の息むす子こだろうか。興味はあったが、レディは殿との方がたをじろじろと見つめてはいけないので、ミーナは仕方なく窓を離れた。

「わたしを、ただの行き倒れの病人だと思っているのかもしれないわね。伯爵が話のわかる人だといいのだけれど……」

　とりあえず閉じこめるのはやめて欲しい。別にこの城を探たん検けんするつもりはないが、大切なのは心の問題だ。開かないとなると息苦しい。

　王女の身分は不自由だったけれど、出歩く自由はあった。馬がなければどこにも行けないような城にいるのだから、せめて扉はいつでも開くようにして欲しかったのだ。
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　ラウルたち一行が出て行くのを、ジュリアは馬上で見送った。

　エバンズがいなくなったことで、ジュリアは内心ほっとしている。これでミーナの黒くろ騎き士しに対する異い常じような憧あこがれも、少しは収まるだろう。

　どうしてもエバンズを信用できない。そんな気持ちになってしまうのは、やはりミーナの心を捉とらえたことに対する嫉しつ妬とからだろうか。

　幼おさない頃から、姉妹同然で過ごした。ジュリアは誰だれよりもミーナのことを理解しているつもりだったのに、結局ミーナは、一人で黒騎士を捜さがしに行き、そしておかしな神の力を借かりて、何とエバンズと数日間共に暮くらしていたのだ。

　何より羨うらやましいのは、ミーナが神によって男の姿を与えられていたことだ。

　ジュリアだって、女体というこんな鎧よろいは脱ぬぎ捨ててみたい。もし体が男になれたら、心もきっともっと男らしくなれるのだろう。

　変身したときの気持ちは、どんなものだっただろうか。高こう揚よう感かんはあったのか。そして剣の腕は、変身前と比べてどれぐらい強くなったのか知りたい。

　けれどミーナは、そのときのことを、決してジュリアにも話してくれようとはしなかった。そのせいで余よ計けいに、エバンズに反はん感かんを抱いだいてしまうのかもしれない。

「これできっとミーナ様も落ち着くわ」

　シェルランドに行ってしまえば、さすがに追っていくことはできない。好こう奇き心しんの塊かたまりで、危ない行動力のあるミーナだが、あんな大おお騒さわぎをした後では、しばらくは大おと人なしくしているだろう。

「だけど……初めて好きになった人が、最初から上う手まくいかない相手っていうのも、何だか可か哀わい相そうだな」

　城に戻りながら、ジュリアはどうやってミーナを慰なぐさめようかと考える。狩かりや遠とお乗のりに誘いたいが、そればかりだとまた女によ官かん長ちように叱しかられそうだった。

　ミーナはエバンズとの別れが辛つらくて、隠かくれて泣いているに違いない。泣き顔を見られたくはないだろうからと、ジュリアはミーナの元へ戻るのに少し間を置いた。

　誰かに任命されたわけではないが、ジュリアはミーナの騎士のつもりでいる。王子を守る騎士たちは、武術の鍛たん錬れんの相手をしたり、暇ひまな時間は狩りや乗馬に同行するのだ。

　同年代の騎士と共にいることで、王子もまた人間的に成長する。

　ところが王女の場合は違った。いつもは女官と侍じ女じよに囲かこまれて、城の奥深くで過ごすことになる。たまに貴族の同年代の姫君の訪問は受けるが、たいがいは儀礼的な会話に終しゆう始しするだけだった。

　あのミーナが、その程度の交遊関係で満足するはずがない。何しろ、完全なレディとなるまでは、兄たちと共に武術の鍛錬をやりたがっていたくらいだ。

　だからジュリアは、王おう妃ひの第一騎士である母のように、ミーナの第一騎士を目指したのだ。

　尼に僧そう院いんから脱走したと知ったときは、正直、心臓が裏返りそうだった。もうあんな思いは二度としたくない。思い出しただけで、ジュリアは腹が立つのだ。

　ミーナの居室に行くと、何だか様子がおかしかった。女官長はジュリアの顔を見ると、ほっとした様子で声を掛けてくる。

「ジュリア様、ミーナ様とご一緒でしたか？」

「え、いえ……」

「まぁ……では、どちらに行かれたのでしょうか？　ラウル殿でん下かをお送りして、部屋を出て行かれたまま、未いまだにお戻りにならないのですが」

「……」

　またやったのか。懲こりもせずに、勝手にエバンズの後を追ったのだろう。

「様子を見てきます」

　怒いかりはジュリアの動きを加速させる。いつもの何倍もの速さで、ジュリアは再び厩きゆう舎しやに戻った。

「どうしてああ、自分勝手なのかしら。もういい加減、自分の立場ってものを理解してくれてもいいのに」

　幼い頃は、ジュリアとミーナの間にたいした違いはなかった。なのに年々、ミーナは王女になるべく様々な制せい約やくを課かされるようになってきている。それを可哀相だと思うが、さすがにこう何回も思し慮りよの足りないことをされてしまうと、ジュリアも同情できなくなってきていた。

「あら……」

　厩舎に行くと、ミーナの愛馬のロゼッタは、いつもの居場所にじっとしていた。ジュリアが来ると、遠乗りに行くのかと嬉うれしそうに顔を寄よせてくる。

「ロゼッタは、走らせたのかしら？」

　厩舎の係に訊たずねると、係は申し訳なさそうに答える。

「すいません、今日は出しゆつ立たつする騎士団のお世話をするのに手一杯で、まだ外に出してやってません。ジュリア様、姫様と一緒に出掛けられますか？」

「いいえ……ではミーナ様は、来ていないのね」

「はい、お見えになっていません」

　そこでジュリアは、慌あわてて他の馬を調べ始めた。

　広い厩舎には、王と王妃の愛馬をはじめ、王子と王女の愛馬が、特別の囲いの中で世話をされている。入り口近くには、自宅から馬で通っている騎士や侍従の馬が、帰宅するまでの間預あずけられていた。

「いなくなった馬はないかしら？」

　ジュリアの質問の意味がわからず、厩舎の係は困こん惑わくしている。

「皆みな様さまの馬なら、一頭も逃げ出すことなく、繋つないでおりますが」

「ありがとう……」

　ではミーナは、馬でエバンズを追っていったのではなかったのだ。

「あーあ、きっとまだ泣いているんだわ。ミーナ様が泣くのは、どこだっけ」

　叱られたりとか、兄たちと喧けん嘩かすると、よくミーナは隠れて泣いていた。そんな場所を思い出しつつ歩いていたジュリアだが、そのうちに落ち着かない気持ちになってきた。

「まだ内ない通つう者しやは見つかっていない……まさか……」

　この城に雇やとわれて日の浅い者から調べられているようだが、疑うたがわしい者がまだ一人も見つかっていない。武術大会のとき、会場内に潜ひそんでいた盗とう賊ぞく団だんに武器を用意した人間がいたのは確かなのだ。

　どんどん不安が大きくなってきて、ジュリアはまた走りだしていた。

　こんなときは、一人で何もかもしようとしてはいけない。城内で起こったことなのだから、やはり頼るべき相手は決まっていた。

「マリス殿下は？」

　何人かの侍従に訊ねていくうち、ついにマリスの居場所に辿たどり着いた。マリスは衛えい兵へいを伴ともなって、自みずから不ふ審しん者しやを調べていたのだ。

「殿下……」

「どうしたんだ、ジュリア。顔色が悪いぞ」

　顔を合わせると、マリスはいつでも最初は心配するか怒るかだとミーナが言っていた。まさにそのとおりで、ジュリアは心配されたらしい。

「マリス殿下……衛兵をお貸しください」

「衛兵を？」

「ミーナ様が、いらっしゃらないのです」

「ラウルと共に、シェルランドに行きたかったようだが、置いていかれて悔くやしがっていた。どこかに隠れて泣いているんだろう」

　マリスも同じように思ったようだ。けれどジュリアの顔があまりにも真しん剣けんだったので、考え込むような顔になっていた。

「思いついたところは捜しました。ロゼッタは厩舎にいますし、他にもいなくなった馬はいないということですから、ご自分で城を出たとは思えないのですが」

「……いつからいないんだ？」

「ラウル殿下の出立を、見送られたようです。その後、戻らないとのことでした」

「まさか、オーガスト卿きようだろうか……。城内にいた内通者に、ミーナを連れ出すように指示をしたかもしれない」

　やはりマリスもエバンズを真まっ先さきに疑っている。けれどエバンズは、ラウルや騎士団と共に行動しているから、ミーナを連れ出すのは無理だ。

「オーガスト卿が怪あやしいことを企たくらんでいるなら、ラウル殿下も危険です」

「衛兵、ただちに城内をくまなく探たん索さくし、ミーナ王女を見つけ出せ。それと、馬車の出入りがあったか、確認を急げ」

　マリスはそう命じると、ジュリアの腕を摑つかんで言ってきた。

「我々はラウルたちを追おう。馬を飛ばせば、まだ追いつく」

「はい」

　こんなときには、冷静なマリスが頼もしく感じられた。二人は急いで厩舎に向かったが、ジュリアは城内にいたので、甲かつ冑ちゆうを用意していなかったことを後こう悔かいした。

「マリス殿下、敵が待ち受けていると思われますか？」

「オーガスト卿が仕し組くんだ罠わななら、その可能性はあるだろう」

「もしオーガスト卿が無関係だとしたら、ミーナ様を連れ去ったのは、いったい何者でしょうか」

「決まっている。父上を恨うらんでいる、ハッシュウィルの無敗軍団の残党だ」

　はっきりとマリスは言い切る。確信を持てるのは、マリスなりに調べ、考えた結果だからだろう。

「卑ひ怯きような手だ。一番弱い者から狙ねらうなんて」

　自身の愛馬を引き出したマリスは、悔しそうに呟つぶやいていた。それを聞いたジュリアは、胸を痛める。

　ミーナがどんなに強くなったつもりでも、やはり家族の中では一番弱い者なのだ。








◆◆◆






　エバンズと馬を並べて進めながら、ラウルはずっと話し掛けてきていた。

「ベッヘル騎き士し団だんって、毎年、入門者は多いけど、ほとんどが脱だつ落らくするんだろ？」

「そうですね。私の同期は、一人も残りませんでした」

「そんなに訓練が厳しいの？」

「まあ、厳しいです。三日間、ほとんど眠らずに歩き続けるとか、真冬の凍こおった湖で泳ぐ訓練とか」

「聞いただけで、寒くなってきた」

　ラウルはそこで、大きく身み震ぶるいをしてみせた。

　男同士で話すのは、エバンズにとって苦痛ではない。けれどレディ相手となると、あまり話すのは上う手まくなかった。

　別れ際ぎわのミーナの、悲しげな顔が何度もちらつく。もう少し、喜よろこばせるようなことを言うべきだっただろうか。

　いや、そんな必要はなかったと、エバンズは自分で納得してしまう。

　ミーナが看かん病びようしてくれたのは事実だ。ハンカチを落としてくれたのも事実だ。けれどそれだけで、必要以上の好意を寄よせられたなどと自うぬ惚ぼれてはいけない。

　爵しやく位いもない、明日の命もしれない自分が、強国ゴシュラムの姫君に想われるはずはないのだ。

　ミーナは優しい心こころ根ねをしているから、エバンズの置かれた境きよう遇ぐうに同情してくれたのだろう。それを恋と勘かん違ちがいしてはいけない。そもそも恋がどういうものか、知らないから判断しようもないのだが。

「ねぇ、ベッヘル騎士団って、創そう設せつ者しやがベッヘルだからその名前なの？」

「はい、アグネスト・ベッヘル子爵です。爵位を与えられたのは、騎士団としての功こう績せきをあげてからで、元々は平民出身です」

「へぇーっ、武術大会にも、そんな強者が……んっ……」

　ラウルはそこで、後ろを振り向く。

　エバンズもすでに、二頭の蹄ひづめの音を聞いていた。

「んん？　何だよ、マリスじゃないか。今頃になって、私も連れていけなんて言ったって、絶対に嫌いやだからな」

　マリスの後ろには、エバンズも見覚えのある女騎士がいた。確かあの女騎士は、ミーナの騎士だったと思っているうちに、二人は勢いよく近づいてくる。

「ラウル……無事か」

　まずラウルに向かって話し掛けた後、マリスはエバンズに近づいてきて、いきなり剣を抜いて眼前に突きつけた。

「おい、マリス、どうしたんだよっ」

　これにはラウルが驚おどろいていた。けれどエバンズは、これぐらいのことでは動じない。それよりわざわざマリスが追ってきた理由を知りたかった。

「……エバンズ・オーガスト卿きよう。貴き殿でんが本物の騎士なら、噓うそ偽いつわりのないところを訊ききたい」

　マリスは真しん剣けんそのものだ。その顔を見て、ただ言いがかりをつけにきたのではない、城で何かあったのだとエバンズは思った。

「噓は申しません。お訊たずねになりたいことがあるのなら、何なりと」

「この先に、誰だれかが待ち伏せしているんじゃないのか？」

「そんなことがあっても、私には知り得ません。盗とう賊ぞく団だんとなら、とうに決けつ裂れつしていますから。それより何かあったのですか？」

　マリスの答えを待つ間、皆みなの間に緊張感が高まっていった。ついにマリスは口を開いたが、その表情は悲ひ痛つうなものになっていた。

「ミーナがいなくなった。ラウルの出しゆつ立たつを見送った後、姿が見えない」

　咄とつ嗟さに誰もが、生きているかどうかを考えただろう。エバンズも一瞬、ミーナが殺されたかもしれないとなって、頭の中が真っ白になった。

「何もかも、私のせいです。ゴシュラム王の暗殺計画を打ち明けられたとき、やつらとしっかり対たい峙じしていたら、こんなことにはならなかったのに」

　あの美しい、夢の妖よう精せいのようなミーナが、真っ先に犠ぎ牲せいになったのか。こんなことなら、シェルランドに戻らず、しばらくゴシュラムに滞たい在ざいしてミーナを守ればよかったと、エバンズの後こう悔かいは際さい限げんない。

「オーガスト卿、まだミーナは殺されたかどうかわからない。どこかに無事、隠かくれているかもしれないし。私は、今から城に戻るが同行する者はいるか？」

　マリスの言葉に、エバンズは即そく座ざに懇こん願がんした。

「殿でん下か、私もゴシュラムの城に戻ることを、お許し願えませんか。もし王女が拉ら致ちされたようなら、この命を賭としてでも、助けに向かいたいのですが」

「自身の爵位の復ふつ権けんの前に、命を落とすかもしれない」

　皮肉な口調でマリスは言うが、今は何を言われてもエバンズは素直に受け止めた。

「構かまいません。何よりも、王女の命が大事です」

「だったら、ぐずぐずしてないで、さっさと馬を飛ばして戻ろう」

　ラウルはこうなると素早い。すぐに馬の首を反対に向けて、城に向かって走り始めていた。その後を、騎士たちが慌あわてて追っていく。

「オーガスト卿、まだ私は貴殿を信じたわけじゃない。それだけははっきりさせておこう」

　マリスはそう言うと、ラウルの後を追って馬を走らせた。エバンズも当然、彼らの後に従っていく。

　なぜ、こうなってしまったのだろう。

　両親を失った。そして妹も失った。エバンズは自分は神に見放され、死神に愛されているのかと絶望的な気持ちになってくる。

　どうかミーナは、無事でいて欲しい。そのために自分にできることがあるなら、エバンズは何度死んでもいいと思っていた。
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　不思議な病室、いや、獄ごく舎しやだろうか、そこにも夜が訪れていた。ミーナは部屋の中で、届けられたばかりの箱を開き、うーんと唸うなりながら考え込んでしまった。

「このドレスに着替えろということなのかしら？」

　白に近いクリーム色のドレスだった。輝かがやく石を幾いくつも連つらねた、豪ごう華かなティアラまで添そえられている。こんなものを着て、夕食の席に向かえということらしい。

「マリカ様、どう思います？　これって、まるでどっかの国の王女に対して、正式な招待をしているようにしか思えないけど」

　こんな皮肉な口調は、マリスに似ていて嫌いやだったけれど、つい口からぼろっと出てしまった。けれどそれを聞いてもマリカは不快そうにすることもなく、静かに微ほほ笑えんでいる。

「きっとお似合いになると思いますわ」

「わたしがゴシュラムの王女だと何度も説明したのに、それは聞き入れてくれなかったわ。なのに、こんなドレスを用意するなんて……」

　手紙を書きたいと言っても、紙もペンもくれなかった。では伯はく爵しやくに直接説明したいと懇こん願がんしたら、夕食の席でと言われてしまったのだ。

「お召めし替えなさってください」

「白っぽいドレスは嫌い。わたし、よく汚よごすから……」

　ゴシュラムにはない変わったドレスだ。生き地じは厚いのに、胸元のくりが大きくて、寒い国に適てきしているとは思えない。

　それでも伯爵の機き嫌げんを損そこねたくなくて、ミーナは着替えた。

　ともかく友好関係を築きずこう。それから交こう渉しようだと、ミーナなりに考えを巡めぐらせる。

「靴くつもこちらに……」

　箱の底から出てきた靴を見て、ミーナの心は少し揺ゆらいだ。真っ白な毛皮が内側に張られた靴は、ゴシュラムでは見たこともないものだ。しかも履はいてみるとふわふわと温かく、とても気持ちがよかった。

「ハッシュウィルの素す晴ばらしいものを一つ発見したわ」

　ミーナは嬉うれしげにマリカに話し掛ける。

「何でしょうか？」

「この靴よ。こんな靴は生まれて初めて」

　嬉しいことは黙だまっていられない。すぐに口にしてしまうのは、ラウルによく似ているなと思った途と端たん、ミーナはゴシュラムの城内が大おお騒さわぎになっている場面を思い描いていた。

「どう言ったら、伯爵様はわたしのことを信じてくれるのかしら。これじゃわたしが、噓うそを吐ついているみたい」

「……伯爵様がきっと解決してくださいます」

「そうね……着替えを手伝ってくれて、ありがとう、レディ・マリカ」

　たとえ相手が身分の低い侍じ女じよでも、してくれたことには必ず礼をする、そうミーナは教えられた。心から感謝しているから、自然と言葉も出てくる。そしてなぜかマリカのことを、レディと呼びたくなっていた。

　その様子に、マリカは途と惑まどったような表情を浮かべた。もしかしたら、本当に王女なのではないかと、思ったのかもしれない。

　けれどいかにも鷹おう揚ような仕し草ぐさが、貴族の姫たち特有のものだと知るのは、マリカがそういった環境に身を置いていた証しよう拠こだ。

　何かが記憶の糸を引いたのかもしれない。マリカはしばらくぼうっとしていたが、扉とびらを叩たたく音ではっとして、現実に戻ってしまった。

「お迎えがいらしたみたいですわ」

　扉は外から開かれ、顔に傷のある男が立っていた。足は義ぎ足そくなのか、少しでも歩くとカチャカチャと音がする。

「こっちだ、レディ」

　面倒くさそうに案内している後を、ミーナはついていく。

　初めて部屋を出たが、廊ろう下かも寒くてとても暗い。男が手にした燭しよく台だいの灯あかりだけが頼りで、ミーナの背後には魔ま物もののような影が揺れている。

　これでは部屋を抜け出せたとしても、あっという間に迷ってしまいそうだ。

　螺ら旋せん階段を下り、少し灯りが多くなった廊下を進むと、ついに食事をする部屋に辿たどり着いた。中央に置かれた卓は小さく、部屋も狭い。この感じでは祝しゆく宴えんに利用されることはなさそうだ。

　けれど狭い部屋のせいで、暖だん炉ろの熱がほどよく行き渡り、ミーナはここにきて初めて寒さを忘れた。

　まだ招待してくれた館やかたの主あるじは姿を見せていない。ミーナは主と対面の席に座らされ、大人おとなしく待った。

　できればさっき見た若者とは同席したくない。何だかまたバカにされそうで嫌だった。伯爵だけが来てくれればいいと願いつつ、平和的に話し合い、自分の立場を理解してもらおうと、ミーナは心を落ち着かせようとした。

（そうよね、わたしじゃなくても、女の子が道に転ころがっていたら助けるわ。だけど助けた相手が、隣国の王女だなんて言いだしても、信じる人はそういないでしょうね）

　記憶をなくしたマリカも、ここに引き取られたから助かったのだ。心ない者に拾ひろわれたら、人買いに売られていたかもしれない。

　扉が開いた。じっと目で追うのは失礼なので、ミーナは俯うつむいて対面に主が座るのを待つ。

「ようこそ……我が城に……ゴシュラムの姫君」

　澄すんだ若い男の声に、ミーナは恐おそる恐る顔を上げる。そして瞬しゆん時じにがっかりした。

　楼ろう閣かくにいた、冷たい印象の男だ。マリカに言わせると、伯爵様は崇すう高こうな心こころ根ねを持っているらしいが、ミーナには冷れい酷こくそうにしか見えない。

　ゴシュラムの姫君という言い方も、皮肉を込めて言われたように感じてしまう。

「お招まねきいただきありがとうございます。そして……どういった経けい緯いなのか、よくわからないのですが、助けていただいたことを感謝いたします」

「ふむ……それでは、まず食事にしよう。話はそれからだ」

　給きゆう仕じがやってきて、スープをよそってくれる。大きな海え老びの身が入っていて、いい香りがするスープだ。

「海の側そばでいいところは、いつでも新鮮な魚ぎよ貝かいを食べられることだ。魚貝は、肉より腐ふ敗はいが速いから」

「ヒョードル伯爵様とお呼びしても？」

　ミーナはいかにもレディらしく、品のいい仕草で食事をしながら、さりげなく訊いてみた。すると男は、こけた頰ほおにまた冷笑を浮かべる。

「イアン・ヒョードルだ。正式には、まだ伯爵ではない。母が女伯爵を名乗っているから」

「お父上は、いらっしゃらないのですか？」

「何年か前に亡なくなった。海うみ際ぎわの風が強いところは、土すらも凍る。埋まい葬そうされたヒョードル伯爵の遺体は、腐くさることもなく、まだ生せい前ぜんとたいして変わらないだろう」

　曖あい昧まいな笑みを浮かべながら、ミーナは内心苛いらついていた。何だってこの男は、腐敗に関することばかり口にするのだ。レディを前にして、言うべきことには思えない。

　続けて魚を焼いたものが出てきた。添え物の野菜は少なく、ほんの飾り程度だ。きっとこの場所では、海老や魚よりも、野菜や果くだ物もののほうが価値があるのだ。

　パンも堅かたそうで、黒っぽい。昼にもらった焼き菓が子しも、ほとんど甘みがなくてぼそぼそしていた。

　これならエバンズと、狩しゆ猟りよう小ご屋やで食べていたパンのほうがましだ。魚や鳥も自分たちで獲とって食べたが、どれも野や趣しゆに溢あふれていておいしかった。

「どうした？　口に合わないかな。ちっとも食事が進まないようだが」

「すみません。先ほど、焼き菓子をいただいたので」

「安心するがいい。毒どくは入っていないから。まずくても、諦あきらめることだ」

　一いち々いち言うことが気に障さわる。腐敗の次は毒だ。いったいこの男イアンは、何が言いたいのだろう。

「ヒョードル様も、あまり食が進んでいらっしゃらないようですが」

　料理自体はそんなにまずくない。なのにイアンもほとんど口をつけていなくて、ワインを水のように飲んでいる。

「私は……あまり健康じゃないのでね。食べることは、とても苦痛なんだ」

　それはお気の毒ですとでも言うべきだろうか。健康ではないのに、そんなにワインを飲むのはどうしてですかと、つい嫌味を言いたくなってしまう。

　いけない、どうしてイアン相手だと、理由もなく苛立ち、敵てき愾がい心しんが湧わいてしまうのだろう。この人は助けてくれた恩人なのだから、多少皮肉っぽくても、意地悪そうでも、愛あい想そよくするべきだとミーナは自分を叱しかる。

「ハンカチをオーガスト卿きようの前に落としたのは、あまり感心しないな」

「えっ……」

　ミーナは危うく、添えられていた貴重な蕪かぶを落としてしまいそうになった。

　エバンズの名前がいきなり出てきたことも驚おどろきだが、イアンがすでにミーナが何者か知っていたことの驚きは大きい。

「兄以上に強い男はそういないから、舞い上がったのかもしれないが、一国の王女ともあろう者が、容易たやすくハンカチなんて撒まかないことだ」

「……」

　食事の手をミーナは止めた。

　もう食欲は完全に失せていた。

　ヒョードル伯爵のことを何も疑わず、自分を助けてくれた命の恩人だと思っていた。

　だがそうではない。この男が、ミーナを攫さらわせた張本人だと気付いたのだ。

「なぜ、わたしをここに連れてきたんですか？」

　贈おくられた白いドレスも、そこに不ふ純じゆんな思いが込められているようで、今すぐにでも脱ぬぎ捨ててしまいたい。気持ちがいいと思った靴も、脱いでイアンに投げつけたかった。

「心配しなくてもいい。不ふ埒らちなことはしないから……正確には、できないと言うべきかな」

　薄い唇くちびるを吊つり上げているのは、どうやらイアンは笑っているらしい。

　黙っていれば、苦難に立ち向かう聖人のような雰ふん囲い気きの色男だ。けれどおかしな笑い方をすると、悪魔が人に化ばけたかのように見えてしまう。

「ゴシュラム王は命拾いした。本当はあの騒動の後、城の井戸に毒薬を放り込む計画だったんだ。だが、姫がいたからね。姫を殺したくはなかった」

　たいして楽しそうにもせずに、淡たん々たんと語るから余よ計けいに恐ろしい。

「武術大会の日に、ゴシュラムにいらしたの？」

「ああ……旅は、好きじゃない。滅めつ多たに城から出ることはないんだが、私の調合する毒薬は特別でね。一種類だけでは、何の効果もない。何種類かを混ぜて、初めて城中の人間を殺すだけの威い力りよくを発はつ揮きするんだ。それを持って、ゴシュラムまで行った」

　ミーナの全身が、怒りでぶるぶると震ふるえだす。

　自分は愚おろかで我が儘ままで、世間知らずの王女だと思う。そんな自分が罰ばつされるのは、仕方のないことだが、罪のない人間を、何の理由もなく殺そうとする行為は許せない。

　しかも今は、戦いくさの最中ではなかった。いったい何がしたくて、彼らはそんな恐ろしいことを計画しているのだろう。

「怒ったのか？　うん、姫は、怒っているときが一番いきいきとしているな」

「ここに剣があれば、間違いなくあなたを刺さしています」

「うん、そうだろう。それが姫には相応ふさわしい態度だ。戦う王女だからこそ、姫はハンカチなど投げてはいけない」

　酔よっているのか、イアンは歌うように話す。時折掠かすれ、聞きづらくはあったが、話す内容にそぐわない美しい声だった。












「質問に答えていただいてないわ。どうしてわたしを、ここに連れてきたの？」

「んっ……あなたのために、毒を使わなかったことで、母には怒られた。だけど、よく考えてごらん。死よりも辛つらいことを」

　では父のゴート王を、より悲しませるために、ミーナを連れてきたというのか。それだったら、いっそ惨ざん殺さつ死体でも吊つるしておけばいいのにと、思わず言いそうになって、ミーナは両手を握りしめ、神に祈った。

（神様、助けて。このままじゃ、わたしまでおかしくなりそう。この男は、側にいるだけで毒だわ）

　イアンはワインにも飽あきたのか、巻まいた葉っぱに火を点つけて吸い始めた。その煙けむりは独特で、ミーナは思わず手で鼻を覆おおった。

「殺すなんて、いつでもできる。それよりもっと楽しいことを考えないと」

「わたしをここに閉じこめることが、楽しいことだとおっしゃるの？」

「そうだな……」

　そこでイアンは、目を細めてじっとミーナを見つめた。

「高こう慢まんで、我が儘で、自分勝手な姫君を、従じゆう順じゆんな人形にするのが楽しみだと言ったらどうする？」

「そんなものには、間違ってもならないわ」

　ついにたまりかねて、ミーナは椅い子すから勢いよく立ち上がった。

　剣も弓矢もないのが悔くやしい。こんなことだったら、どんなに父や女によ官かん長ちように叱られてもいいから、本気で組み手を強くなっておけばよかったと、今頃になって後こう悔かいしていた。

「レディ・マリカはお気の毒に。あなたの正体を知らないから、人助けをしている、いい人だと信じているわ」

「マリカには、自分をゴシュラムの姫君だと思っている、頭のおかしな娘だと姫のことを教えている。何を言っても無む駄だだ」

「そうかしら？　いずれあの人も、真実に気がつくかもしれない」

　こんな男とも知らずに、信頼を寄よせているマリカが何より気の毒だ。どうにかマリカも助けたいと、ミーナは強く思った。

「やめておけ。マリカは……純真な天使、疑うたがうことを知らない、生まれたての赤子のような魂たましいを持っている。あれが汚けがれたら……もうマリカに価値はない」

「へぇーっ、あなたにとって価値がなくても、世の中ではまだまだ価値があるわ」

「姫、そうやって戦いを挑いどむのはいいが……私がマリカを不用だと思ったら、彼女がどうなるか、考えてみるといい」

　イアンの声は低くなり、地獄の底から吹いてくる風の音のようになっていた。

「……」

「姫、命ってものは、案外もろいものなんだよ」

　さすがにイアンは策さく士しだ。ミーナを牢ろう獄ごくのような城に閉じこめただけでなく、純真な乙おと女めを近づけさせて、彼女の命を脅おどしの材料に使うのだから。

「わたしは、まだそんなに長く生きていないけれど、あ、あなたのように酷ひどい人間に会ったことがないわ。失礼して、部屋に戻らせていただきます。これ以上ここにいたら、あなたに飛びかかって嚙かみつきそうだから」

「いいね、怒っていると、ますますあなたは美しい」

　イアンに褒ほめられたくないから、ずっとおしとやかにしていろというのか。それはどう考えても無理で、ここにいればいるだけ、ミーナはイアンを喜よろこばせてしまいそうだった。

「自分にされていることが理り不ふ尽じんだと思うだろうが、理由はある。私は、ハッシュウィルの前王、アタカンの息むす子こだ」

　部屋の扉に進み、開こうとしたミーナの背後で、イアンの抑よく揚ようのない声が響ひびいた。

「……えっ？　それがわたしたちとどう関係しているの？」

　自分が王位に就つけないことを恨うらむなら、現ハッシュウィル国王に恨みを向けるべきだ。どうしてゴシュラムが狙ねらわれるのか、ミーナにはわからない。

「母違いの兄ハイルは、無駄に戦って破れた。私は、そんな失敗はしない」

「……まさか……戦を仕掛けるつもり？」

　それには答えず、イアンは手元にある小さな鐘かねを振って鳴らした。すると侍従が出てきて、慇いん懃ぎんな仕草で頭を下げる。

「姫君がお帰りだ。部屋までお送りしろ」

「ヒョードル様、答えてください。もう無敗軍団なんていないのよ、それでも、あなたは戦うつもり」

　イアンは答えない。だからミーナは考えた。

　兵も兵器も使わずに、大量に敵を殺す方法をイアンは知っている。毒薬という魔法を、手に入れたのだ。

　まずはゴシュラムで試したかっただろうに、ミーナのせいで試さなかった。

　けれどミーナを手に入れた今、イアンはまたゴシュラムに毒を送るかもしれない。

　武術大会では最後にイライザが盗賊団と共に来らい襲しゆうし、皆みなが武器を手にして戦っていた。どう考えても不利な戦いに、イライザが果か敢かんに挑んだのは、衛えい兵へいたちの目を自分たちに引きつけておくためだったのではないか。

　その間にイアンは、井戸に毒を入れるつもりだったのだ。

　シェルランドで使った、死まで長い刻ときが必要な毒と違い、即そつ効こう性せいの毒だったら、何人もが犠ぎ牲せいになっただろう。

　この危険な男の存在を、どうにかして皆に知らせたい。

　戦うための甲かつ冑ちゆうも馬も剣もなかったが、ミーナはイアンとの戦いに決して負けたくないと思っていた。
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　ゴシュラム城では、あらゆる場所が探たん索さくされていた。けれどミーナは見つからない。その合間にも、城に出入りした人間の確認がされていた。

「僕にも手伝わせて」

　弟のジュリアスが、今日はやけにしつこく付きまとってくる。ジュリアは回かい廊ろうに立ち、最悪このまま見つからなかったら、濠ほりに飛び込んで捜さがす必要があるだろうと考えていた。そんなときに邪じや魔まされて、うるさいジュリアスに向かって怒ど鳴なっていた。

「黙だまれ。足手まといだ。家に戻ってろっ！」

「そんなことジュリアが勝手に決めていいの。いい、僕、鼻が特別なんだ。ミーナ様の匂においを辿たどることが、今ならまだできるよ」

「はぁ？　おまえは犬かっ」

「犬より賢かしこいと思うけど」

　そんな能力は、大好きな香水のために使えばいい。そう言いかけたが、ジュリアもそこで考え直した。

　何もしないよりはましだ。気休めでもいい、ともかく何か手がかりが欲しい。

　そうでないと、神様のせいで変身していたというミーナの秘密を、皆みなに話さないといけなくなってしまう。

　姿を変えて、エバンズを追っていったとしか、ジュリアには考えられない。けれどそんなことをしたら、皆が心配すると考えないのだろうか。あまりにも我が儘ままで、自分勝手なミーナの行動に、さすがにジュリアも怒いかりを抑おさえられなくなっていた。

「そんなに言うのなら、ジュリアス。ミーナ様の動いた後を……見つけて」

「うん……何でそんなこと言いだしたかっていうと、あの辺りから匂うんだ」

　ジュリアスが示したのは、古着や洗せん濯たく物ものをしまっておく倉庫だった。

「ここならもう何度も見た」

　むっとする部屋の臭いに、ジュリアは顔をしかめる。けれどジュリアスは、眉まゆを寄よせて意識を集中し始めた。

「酷ひどい臭いだから、気がつかないんだよ。微かすかに、ミーナ様の匂いが残ってるのに」

「どういう鼻をしてるんだ？」

「こんな体だから……僕は香水作りを目指したいんだ。だけど、誰だれも僕の話なんて聞いてくれないし」

　それは無理というものだ。両親とも騎き士しで、強いことが最上の価値だと教えられて育ったのだから。けれどジュリアスとしては、そろそろ自分の進む道をはっきりとさせたいのかもしれない。

「だけど、ミーナ様の匂いだって、何でわかるの？」

　自分の力を誇こ示じしたくて、噓うそを吐ついているのではないかと思った。するとジュリアスは、的確なことを言った。

「枕まくらだよ。ミーナ様は、香りのいい乾かん燥そうした花を詰つめた枕を使ってる。だからその香りが、自然と髪や体に残ってるんだ」

「……じゃあ、ここにいたのは間違いないってこと？」

「いたよ……しかも、床に匂いが散ってる。倒れたのかもしれない。誰かに襲おそわれたのかもしれないね」

　けれどジュリアとしては、ミーナが自分から出て行ったという疑うたがいを消せずにいた。ここなら侍じ従じゆうの古着などがいくらでもある。この部屋で、またあの銀髪の若者に変身したのかもしれない。

「ジュリア、僕の言うこと信じてないんだね」

「だってここからどうやっていなくなったって言うんだ……」

　ここには山ほど古着があるのかというと、そうでもない。ということは、以前にあったものはどうなったのだろう。そこにやっとジュリアは思いついた。

「古着……そうか。衛えい兵へい、衛兵ーっ」

　怪あやしい者の点てん検けんをしていたが、見落としがあったかもしれない。ジュリアはすぐに裏門の衛兵の側そばに駆かけつけた。

「誰か古着を持ち出さなかったか？」

「申し訳ありません。私は、交代したばかりなので。でも古着なら、被ひ服ふく省しようのガルツが、いつも持ち出して売りに行ってますが」

「ガルツ？　その男すぐに捜さがし出してくれ」

　もしガルツがいなかったら、すぐにでも後を追ったほうがいいかもしれない。そこまで考えて、ジュリアはじっと弟を見つめる。

　この嗅きゆう覚かくが本物なら、犬よりは使えるかもしれない。ジュリアは生まれて初めて、弟を少しだけ認めた。

「ジュリアス、その後、匂いがどこかに流れているとかないのか？　それと、どこかにミーナ様のドレスとか隠かくしてないかな」

　再び古着の積まれた倉庫に戻ったジュリアは、試しに訊きいてみた。

「ドレスなんてあったら、すぐにわかるよ。ここだ……ここで匂いが終わってる。何かに包まれて運ばれたんだ」

　ジュリアスが示す床には、確かに布ぬの地じでこすったような跡があった。

　被服省にいる男となったら、ジュリアにも一人しか思い浮かばない。どこにでもいるような印象の薄い男だが、いつも武術大会の後で、黙もく々もくと散らばったハンカチを拾ひろい集めていたことは覚おぼえている。

　そこにいるのが当たり前のようになっていた男が、実は犯人だったというのか。だとしたら、狙ねらわれていたのはシェルランドだけではない。とうにゴシュラムも狙われていたのだ。

「マリス様とラウル様に報告しよう。それでジュリアス……嗅覚のことは隠さなくていい。それも大切な個性だから」

「ありがとう、姉様」

　いつもはジュリアと呼び捨てなのに、久しぶりに姉様と呼んできた。それはいいのだけれど、次の言葉がいけない。

「ジュリア、かなり汗かいてるね。埃ほこりと汗まみれで、騎士団の寄り合い場にいるみたいな臭においになってるけど」

「だからどうなんだっ？　そんなこと気にしている場合じゃないだろっ」

「女の子って、レディになるといい匂いになるもんなんだけど」

「ふん、男なんて、みんな育つと臭くさくなるじゃないか」

　心も肉体も鍛きたえ上げた騎士は、どんな場面でも大量に汗をかいたりしない。ジュリアスに指し摘てきされるようでは、まだまだ修行が足りないと思った。

「ジュリア様、た、大変です」

　そこに先ほどの衛兵が、青ざめた顔をしてやってきた。

「ガルツがいません。いつもなら、すぐに戻ってくるのに、まだ戻っていないということです」

「……やられた……」

　武術大会のときに、盗とう賊ぞく団だんに武器を渡わたしたのもガルツだろう。他に何か怪しいことはしていないかと考えるうちに、ジュリアは軽い目眩めまいを覚えた。

　どこかに敵がいて、ゴシュラムを狙っている。これから本格的な戦いが始まるのだ。

　なのに戦う準備が、自分は十分にできているとは思えない。

　不安がジュリアを弱気にさせていた。
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　神の降こう臨りんは、奇跡ではないのだ。神は常に世界を監かん視ししていて、何かあったら人の側そばに近づいてくる。

　ミーナは早朝から窓を開け、毛布にくるまりながら寒さに耐たえ、ひたすら神様がやってくるのを待った。

　神様は来る。絶対に来る。

　とうにあの毒どく薬やく王子の存在に、神様は気付いていたはずだ。けれど神様としても、ぎりぎりのところまで干かん渉しようは避さけたかったのだろう。

「お願い、神様、わたしを自由にして。毒薬王子のことを、皆みなに知らせないと、犠ぎ牲せい者しやがどんどん増えてしまうわ」

　やっと空が明るくなってきたが、ゴシュラムの城で見るような、清すが々すがしい夜明けとは違っていた。天気は悪く、今にも雨が降りだしそうな、黒い雲が海上から流れてきている。冷たい風が、鎧よろい戸どを何度も揺ゆらした。

「どんなに祈っても、遠すぎて聞こえないのかしら」

　神様の助けが得られなかったら、マリカを味方に付けるしかなさそうだ。けれどマリカが真実を知って、何かおかしな行動をとったら、イアンはマリカをどうにかしてしまうかもしれない。

　それだけは避けたいし、できるならマリカの記憶を呼び戻して、生せい家かに帰してやりたかった。

「あっ……あれは……」

　暗い空に溶とけ込むようにして、小さな黒い点が揺れていた。風に翻ほん弄ろうされながら飛んでいる烏からすのように見える。

　烏は禍まが々まがしい鳥だ。けれどミーナは、神様が賢かしこい鳥である烏を、よく利用することを知ってから、親しみを感じるようになっていた。

　あの烏に、ウラルの神様が入っているといい。

「風になんて負けないで。わたしはここにいるから」

　ミーナの念が通じたのだろうか。本当に烏は、こちらに向かってきているようだ。

「願いが通じたんだわ」

　もちろん神様が来てくれたところで、事態がすべて解決するわけではない。ミーナ一人では、何もできないのは変わらないままだ。

　けれど神が誰だれかに伝えてくれれば、きっと解決に向かって何かが動きだすはずだ。

「こっちよ、神様。ああ、ありがとう、来てくれたのね」

　烏が格こう子しの嵌はまった窓に体当たりしてくる。ミーナが手を伸ばすと、真っ黒な烏の体から、緑色の煙けむりのようなものが出てきた。

　次の瞬間、ミーナは何ともいえない、懐なつかしい気持ちに包まれていた。

「お帰りなさい……ウラルの神様」

『ああ、姫ちゃん、待たせて悪かったな。ここは烏に余よ程ほど嫌われているらしい。どいつもこいつもここに来るとなったら、尻しり込ごみしやがって』

　役目を終えた烏は、大おお慌あわてで城から去っていく。気のせいか、楼ろう閣かくを大回りに避よけて飛んでいくように見えた。

「よかった。願いが通じたのね」

　ミーナは神が入った体を、ぎゅっと自分の腕で抱きしめた。

『すぐにでも自由にしてやりたいが、姫ちゃん、すまないがもう少し、ここにいてくれないか？』

「どうして？　そんなことしていたら、あの毒薬王子が、ゴシュラムに毒を撒まくかもしれない」

『大だい丈じよう夫ぶだ。そんなことになりそうなら、何とかする』

「あ、わかったわ。イアンの中に入って、何かしようと思ってるのね」

　神様がイアンに入り、こうして語りかければ思い止とどまるだろう。そう思ったミーナの考えは、神様の苦にが笑わらいで消された。

『それができれば、とうにやってる。毒薬王子か……まさに、そのとおりだな』

　そこで神様は、ミーナにイアンのことを教えてくれ始めた。

　兄のハイルは非ひ道どうな男で、父王アタカンが大勢いた愛人との間に作った庶しよ子しのうち、男子はほとんど暗殺してしまった。

　残ったのは当時ハイルに忠誠を誓ちかっていた、現国王のラスタと、虚きよ弱じやくなイシカだけだ。

　イアンが暗殺を免まぬかれたのは、まだ生まれる前だったからで、もう少し早く生まれていたら、産うぶ声ごえを上げる間もなく殺されていただろう。

　母親は産さん褥じよくの病やまいで亡なくなった。その後、イアンを引き取って育てたのが、何とあのイライザだった。

「でも、ここはヒョードル伯はく爵しやくの城だと聞いたわ？　母親が、女伯爵を名乗っていると言っていたけど」

『イライザは、ハイルの影武者をやっていたくらいの男おとこ勝まさりな強者だが、黙だまってドレス姿でいると、もの凄すごい美人だろ。先妻を亡くしたヒョードル伯爵は、まんまと色仕掛けに引っかかって、イアンを連れたイライザと再婚したのさ』

「まさか……ヒョードル伯爵も……」

　イアンはイライザと共きよう謀ぼうして、ヒョードル伯爵の命を奪うばったのではないだろうか。それがあの腐くさらない遺体の話となぜか結びついてしまった。

『そうだな。そのとおりだ』

「神様、どうしてそこまでわかっていて、あの毒薬王子をどうにかしないの？」

『……俺にも苦手なものはあるんだ』

「苦手って？」

　ミーナは一瞬、自分が苦手な蛇へびや毒虫を思い浮かべてしまい、ぶるっと体を震ふるわせた。

『毒薬王子イアンは、元々体が弱くて、どうやらとても変わった子供だったらしい。普通ならそれを直そうとするもんだが、あのイライザが親代わりで育てたんだ。悪いとこばかり助長されてああなった』

「変わった人が苦手なの？」

　素直な質問に、神様が笑ったのが感じられる。それは心の中で、温かいものがゆらゆらと揺れているといった感じだった。

『イアンは、自分の体で毒を試す。あの体は毒薬漬づけだ。俺は生き物に寄き生せいする代わりに、病やまいを治なおしてやったりするが、あんなに毒で冒おかされた体には入れない』

「……自分で毒を試すって、そんなことしていたら死んでしまうでしょ」

『死なない程度に毒を採とり続けていると、体の中に耐たい性せいが育つんだ。イアンはそうやって自分の体を使いながら、毒の専門家になったんだ』

　ミーナは再び窓辺に寄よって、大きく深しん呼こ吸きゆうした。この城の中の空気は毒で汚よごされているように感じて、新鮮な空気が欲しかったのだ。

『言い訳するとだな、ここ数年は森で狼おおかみたちと楽しく暮くらしていた。人間のことも気にはなって、たまには様子見に出掛けたけど、俺は全能の神様ってやつじゃないから、はっきり言って、ハッシュウィルのことまで構かまってやれなかったんだよ』

「神様を責めたりしていないわ」

『ん……優やさしいね、姫ちゃんは』

「神様って呼んでいるけれど、あなたにだって、自分の生を楽しむ権利はあるもの」

　この地に命を得た以上、すべての生き物には生を楽しむ権利がある。そんな考えがミーナの中に浮かんだけれど、それは神様が与えてくれたものかもしれない。

『どんどん敵を殺して、自分たちの思うようにするのは、やつらの得意技だ。俺は、できることなら、もう誰も人を殺したくない』

　悲しげな神様の心が伝わってきて、ミーナはそっと祈るように手を組んだ。するとミーナの脳のう裏りに、海中で揺れる銀色の髪が浮かぶ。

『悪い種は取り除のぞく……偉えらそうにそんなことも考えたが、結局、悪い種なんてものは、なくなることがないのさ』

「だけど……このまま何もしなかったら、どんどん命が奪われていきそうで怖い」

『そうだな。では、まずは腹ごしらえといくか』

「えっ……」

　神様は気がついていたようだ。扉とびらが開かれ、食事の載のったトレイを手にした侍じ従じゆうと共に、マリカがやってきた。

「あら、もうお目覚めだったのですか？　よく眠れましたでしょうか？」

　にこやかに挨あい拶さつしているマリカを見ながら、ミーナは神様に向かって話し掛けた。

『彼女も助けたいの。記憶がないのですって。いなくなって、ご両親は心配されてると思うわ』

　けれど神様は、それに関しては何も答えてくれなかった。

『どうしよう……』

　ミーナは卓の上に置かれた食事を見て、恐怖感に包まれる。どろっとした大麦入りのミルク粥がゆと、ぼそぼそしたパン、それに萎しなびたリンゴがあるだけだった。

『毒が入っているような気がして……』

『大丈夫だ。少しずつ、舐なめてくれ。駄だ目めだったら、そこで俺が止めるから』

『ありがとう。神様がいると、お腹なかが空すくのはわかっているけど、ここで出されたもの、みんな毒入りに思えてしまうわ』

　一言も話さず、ミーナが様々に表情を変える様子を見て、マリカは悲しげに頷うなずいてみせた。きっと自分と同じように、心の病で苦しんでいるのだと思われたようだ。

　まずは粥を舐めてみる。

『少し塩味がきついけど……』

『ああ、大丈夫だ、姫ちゃん。こいつはいける』

　そこでミーナは、深めの皿にたっぷりと入ったミルク粥を勢いよく啜すすり始めた。

『これからどうするの？』

『んっ、もう一つ、入れ物になる体が欲しい。鼠ねずみでもいいが、この城には鼠もいそうにないな』

　きっとイアンは、鼠殺しの毒を大量に撒いているのだ。楼ろう閣かくに吊つるされた烏の骸むくろにも、やはり烏の嫌うような毒が仕し込こまれているのに違いない。それで烏たちは、この城には寄りつかないのだろう。

「よかった。何も召めし上がらないかと心配だったんです」

　がつがつと食事を平らげるミーナの様子に、マリカはほっとしている。

『毒薬王子は、彼女を純じゆん真しんな天使だと言っていたけれど、本当にいい人よね？』

　いろいろなことがあって、ミーナは人を信じられなくなってきている。自分でもそんな変化は悲しくて、できれば誰も疑うたがいたくなかった。

『ああ、彼女の気は澄すんでる。悪意は感じられないから、安心していい』

『よかった』

　けれど食事が終わった途と端たんに、ミーナの体は勝手に動いて、マリカの腕うでを握にぎっていた。

「どうかなさいました」

『ああ、少しの間、眠っていてくれ』

　神様がそう命じた途端に、マリカはふっと全身の力を抜いて、床に倒れてしまった。

「えっ、そんな。いい人だって言ったのに、何をしたの？」

『ああ、ドレスを取り替えろ。今から、彼女のふりをして、入れ物になりそうな生き物を探さがしにいく』

「わたしだけでは駄目なの？」

『人間の体はでかいから、こっそりと盗ぬすみ聞きをするのには、向いてないんだよ』

「……ああ……そうね」

　やはり神様も、ただ黙だまって事態を見守るつもりはないらしい。ここに来たばかりなのに、動き始めると止まらない。

　ミーナは楽々とマリカの体を抱かかえ上げ、ベッドの上に横たえた。そしてドレスを脱ぬがせ、自分も脱いで互いのドレスを取り替えた。

　枕まくらでマリカの周囲を覆おおい、毛布も被かぶせた。こうしていれば、ミーナはベッドで寝ているように見える。

『よし、髪を、彼女のように結わくんだ』

「だけど色が……あ、そうね。変えられるんだった」

『あまり力の無む駄だ遣づかいをしたくないから、髪の色を変えるだけだ。まともに顔を見られたら気付かれる。上う手まくやってくれ』

「わかった……」

　マリカのふりをして、この城内を探たん検けんできる。そう思ったら不ふ謹きん慎しんだが、何だかわくわくしてきてしまった。

『姫ちゃんは怖いもの知らずだな』

「励はげまされたのかしら？」

　扉には鍵かぎがされていなかった。マリカがいる間は、鍵は掛けられないらしい。ミーナは足早に廊ろう下かを進んだが、どこに行ったらいいのかがよくわからなかった。

『どこに行けばいいの？』

『ここで働いている人間に触れてくれ。頭の中に直接、知りたいことを訊きくから』

『だって、顔を見られたらまずいんでしょ？』

『鬼おにごっこだよ、姫ちゃん。騒さわがれる前に触れば、俺の勝ちだ』

　神様にとっても、ここは初めての場所だ。どこに何があるのか、イアンがいる部屋はどの辺りか、知りたいことは山ほどある。

『広間のあった処ところまでは覚おぼえているわ』

　昨夜の記憶を辿たどって、ミーナは狭い階段を駆かけ下りる。どうやらミーナの閉じこめられている場所は、城の中でもかなり上に位置しているようだ。

　勢いよく下りていたら、着いたところで昨夜の侍従とぶつかってしまった。侍従は一瞬、不思議そうな顔をした。マリカのはずが、顔立ちが違っていたからだ。

　そこでミーナは思わず侍従にしがみつく。すると神様は、早さつ速そく相手の心を支配し始めた。

『脳内調査の開始だ。イアンは今、何している？』

「イアン様は、日中はずっと休んでおられます」

　侍従はぼうっとなった様子で、べらべらと喋しやべり始めた。












『魔物みたいなやつだな。夜になると起き出して、活動を開始するのか。城の構造はわかった。ここには他に、どれだけ雇やとわれている？』

「衛えい兵へいが五人、下働きの男が三人、侍従は私だけです」

『女はいないのか？』

「マリカ様だけです」

　広い城なのに、思ったより人数は少ない。もっともほとんど部屋から出ないようなイアン一人では、そう人数も必要ないのだろう。

『他に生き物は？』

　その質問をされた瞬間、侍従の中におぞましいという気持ちがわっと広がって、ミーナは思わずしがみついていた腕を外はずしてしまいそうになった。

『ああ……そりゃ酷ひどいな。つまり毒薬の試し験けん体たいにされているのか』

　侍従が思い浮かべた恐おそろしいものは、なぜかミーナにまで具体的には伝わってこない。それは神様の思いやりだった。

『女伯爵はよく来るのか？』

「いいえ、滅めつ多たにおいでになりません。突然、いらっしゃったりします」

『いいか、城の上に匿かくまわれている姫君は、とても病弱だ。だからよく寝ている。あまり構うな』

「はい……ゴシュラムの王女だと思っている、頭のおかしな娘ですね。大丈夫です、ほうっておきます」

『ただし大食いだから、食事は多めに与えるように』

　さすがに神様だけあって、ぬかりはない。ミーナが自然に手を離すと、侍従は何度も頭を振り、ふらふらとそのまま去ってしまった。

『凄いわ、ああやって人の考えていることが、すぐにわかるなんて』

『そんな力でもなけりゃ、神様なんてやってられないだろ。雨を降らせるとか、日照時間を長くするとか、もっと喜よろこばれそうなことはできないけどな』

　この力を使えば、誰でも意のままになりそうだが、神様はあえてそれをやらない。必要なときだけ、そこにいる人間を利用するだけだ。

　欲のある人間が、神様を利用しようとして近づいてきても、噓うそや隠かくし事はできないから無理なのだ。

　心こころ根ねの正しい人間だけが、神様と仲良くできる。そして邪じや心しんのない動物たちとも、神様はとても仲がよかった。

　厩きゆう舎しやの横に家畜小屋があって、山や羊ぎが数匹飼われていた。その奧に、籠かごが山積みされていて、中から異様な臭においがしている。

『うーん、これは酷い。今、騒ぎを起こすわけにはいかないから、すぐには助けられないが、いずれ自由にしてやろう』

『何を飼ってるの？』

『毒の効果を試すために、兎うさぎや猫ねこなんかを飼っているんだが……ちゃんと世話をしていないから、とても悲ひ惨さんなことになってる』

　生き物すべてに優しい神様としては、たとえ命の短い、感情などほとんどないような動物でも、虐しいたげられていると腹が立つようだ。

『しょうがないな、今、助けられるのは一匹だけだ……ああ、あれがいい』

　一つの籠を開くと、中に茶色のイタチが入っていた。イタチは勇ゆう敢かんにも牙きばを剝むき、ミーナを威い嚇かくしたが、手を近づけるとすぐに大人おとなしくなった。

『いい子だな。こいつらは、小さいが頭はいい。勇敢だし、よく捕食もする』

『狩かりでも、あまりにもすばしっこいから、捕とれたことがないわ』

『よし、持って帰ろう』

　ミーナが手を出すと、イタチは迷わず上ってきて、すぐに肩に乗った。

「くすぐったい」

　こんなふうに生き物に触れるのは、ミーナにとっては初めてだ。ふわふわした毛け触ざわりや、チチチと鳴く声も何だか可か愛わいく思えてくる。

『よし、今回は、これで探検終了だ。厨ちゆう房ぼうに寄って、食べ物を貰もらって戻ろう』

『相変わらず大食いなのね』

『そうなんだ。寄き生せい生物っていうのは、自分じゃ直接エネルギーを捕れない。寄生主に頼らないといけないから、大変なんだよ』

　けれどイタチが食べる量と、ミーナが食べる量では違う。少量でも、神様の力は保たもてるのだろうか。

　そんな疑問が脳裏に浮かんだら、すぐに答えが返ってきた。

『大きさは関係ないんだ。その生物の力になればいいのさ』

『そうなの。それと神様……』

　マリカの頭の中に入って、記憶を取り戻してあげて欲しい。そう願ったけれど、神様の返事は意外なものだった。

『それはもう少し待ってくれ。今、彼女の記憶が戻ったら、きっと混乱する。混乱した彼女にイアンが何をするか、ちょっと怖いからな』

『いいわ。だけど、逃げるときは、絶対に彼女も一緒よ』

『ああ、それは約束する』

　ミーナの足は、勝手に厨房に向かう。厨房では料理人がやる気のない様子で、芋いもの皮を剝いていた。

「姫様が食事が足りないそうです」

　俯うつむき加減にミーナが言うと、料理人はミーナを見ることもせず、パン籠を示した。

「よく食う姫様だな。パンでよければ持っていきな」

「ありがとう……」

　神様という最高の味方が来てくれたけれど、すぐには帰れそうにない。まずはしっかり食べて、戦いに備えないといけなかった。

　ミーナはパンと一緒に、さっと卵を一つ手に入れる。イタチがそれを食べたいと言っているような気がしたのだ。
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　ハッシュウィルに向かう街道を、騎き士しの一団が馬を飛ばして走り抜けていた。先頭を行くのは双子の王子で、その後にジュリアとジュリアス、それに治ち療りよう師しのクラウドまでいる。

　エバンズはゴシュラムの若者たちに混じり、共に馬を進めながら、もし自分の読みが間違っていたら、取り返しのつかないことにならないかと、ずっと悩んでいた。

　ミーナは間違いなくハッシュウィルに連れ去られたと、エバンズは主張した。イライザの手の込んだ復ふく讐しゆうに思えたからだ。もし間違っていたら、エバンズの立場はますます悪くなるだろうが、それでも構かまわない、とにかく急いでミーナを救出したかったのだ。

　夜中、馬を走らせた。そして早朝になってやっと一行は休みを取った。

「じきに国境だ」

　マリスは地図を広げる。するとラウルがすかさず、松たい明まつの火を近づけた。

　空はまだぼんやりと明るくなってきた程度だ。明けの明みよう星じようは、まるで禍まが々まがしいことの象しよう徴ちようのように、ぎらぎらと輝かがやいていた。

「この先のオーラ川の橋を渡ればハッシュウィルの領りよう地ちだ」

　橋に検けん問もんの番ばん兵ぺいなど配備されていない。ハッシュウィルとの関係はこれまで良好で、国交を妨さまたげるものは何もなかったからだ。

　冬になると、ゴシュラムの豊富な食料がハッシュウィルに運ばれて売られる。ハッシュウィルからは、良質な鉄てつ鉱こう石せきや銀が買われていた。

「僕らが生まれる前の戦いくさなのに、未いまだに影響があるって凄すごいよな」

　ラウルの呟つぶやきに、誰だれも答えられない。

　そこでエバンズは、気になっていたことを告げた。

「盗とう賊ぞく団だんなどを率ひきいていたが、イライザの目的は最初から別のところにあったのだと思う。ただの盗賊ではなく、国を盗ぬすもうとしているのじゃないだろうか」

「だが、それには大がかりな兵団がいるだろう？　ハッシュウィルには、そこまでの兵は今はいない。せいぜい、城を守る程度の兵数だ」

　よく学んでいるマリスは、隣国の事情にも詳くわしい。

「何か隠かくしているんだ。それを知りたかったんだが、その前にイライザと決けつ裂れつしてしまった。もう少し、上う手まく探さぐれればよかったのに」

「そう簡単に、探らせはしないだろう。だけど兵も持たずに、どうやって戦うつもりなんだろう」

　マリスの質問は、そのままエバンズの疑問でもあった。

　寄よせ集めの盗賊団以外に、無敗軍団の生き残りはいる。けれど彼らは、皆みな、一いち様ように若くない。かつては無敗軍団として無む類るいの強さを誇っただろうが、すでにあれから二十二年の刻ときが過ぎているのだ。

「シェルランドで実験しているじゃないか」

　そのとき、クラウドがぼそっと呟いた。

　無口な男だが、エバンズはクラウドを信頼できる男だと思っていた。イライザに腹はらを刺さされ、瀕ひん死しの重傷を負ったときに、助けてくれた恩もある。

「どういうこと、クラウド？」

　ジュリアは焚たき火の側そばで眠ってしまったジュリアスに、毛布を掛けてやりながら訊きいている。

「毒どく薬やく……もっとも卑ひ怯きような兵器だ」

　クラウドの言葉に、そこにいた全員が凍こおり付く。

　目の前の敵と剣を交える勇気はあっても、正体の見えない毒薬と戦うにはどうしたらいいかわからない。

　特にエバンズは、毒薬によって両親や妹を失っているから、余計にその恐ろしさが身に染みた。

「一国の王室が、毒のせいで崩ほう壊かいしかけている。同じことを、各国でやったらどうだろう。強固な力で国を牽けん引いんしていた王族が、一度に、皆、姿を消してしまったら」

「各国って……まさか、ウラル王国やザルツ王国でも、同じことをすると思うのか？」

　ラウルの質問に、クラウドは頷うなずいた。

「シェルランドで成功した。今度は、もっと確実に死ぬ毒薬を使うだろう。相手は、かなりの毒薬使いだ。俺は、ミーナ王女も毒薬で眠らされて、連れ出されたと思う」

「そうね。あの元気なミーナ様が、抵てい抗こうもせずに大人おとなしく連れ出されるわけがないわ」

　ジュリアは悔くやしそうに言った。

「その毒薬使いの情報はないのか？」

　マリスに訊かれて、エバンズは大きくため息を吐ついた。

　もしかしたらイライザは、エバンズが武術大会で優勝し、目め出で度たくゴシュラムの騎士となったら、ゴート王に毒薬を盛るように指示したかもしれない。

　騎士にとって、敵を毒殺するというのは、もっとも恥はずべき行為の一つだ。頼まれてもしなかっただろうが、そういった手口について知る前に、決別してしまったことが、今になって悔くやまれた。

「しかし凄いな。みんなミーナが生きていると信じている」

　ラウルが突然、とんでもないことを口にした。いつもなら不ふ謹きん慎しんだと叱しかるのだろうに、マリスも何も言わずにいる。

「ミーナ様は生きてます。絶対に生きてます」

　ジュリアが声を震ふるわせながら言った。

「私も、ミーナ王女は生きていると思います。殺すなら城内で殺したでしょう。イライザの目的は、何かとミーナ王女の身み柄がらを交換することだと思いますが」

　そう言ったものの、エバンズにもイライザの目的がはっきりわからない。

「うーん、みんな、よく寝ないで平気だね」

　そこでもにょもにょと動き出したジュリアスは、目をこすりながら皆を見回す。

「寝るとか、食べるとかしないの？　疲れるでしょ」

「こんなときに、どうしてそんなことが言えるんだっ」

　怒ったジュリアに叩たたかれそうになって、慌あわててジュリアスは逃げ出した。そのままどんどん、川に向かって走っていく。

「ジュリアス、勝手に離れるな！」

「おしっこーっ」

「うっ、こ、子供か、おまえはっ」

　二人のやりとりを見ているうちに、皆の間に自然と笑みが広がった。

　悩んだり、恐れてばかりでは進めない。何かの手がかりを求めて、進むしかないのだ。

「あったー、近くにきっと馬車があるはず」

　戻ってきたジュリアスは、何かを手にして振り回している。

「古着だよ。木の間に引っかかっていた。間違いない、倉庫にあったのと、同じ臭においがするから」

　得意げにジュリアスが振り回す布を見て、一同は川に向かって走った。

「馬の嘶いななきが聞こえる」

　誰よりも耳のいいクラウドが、ジュリアスがいた場所より先を示して言う。皆はもう走りだしていた。

　ついに馬車を発見した。けれど馬車には、誰も乗っていない。

　馬車に繋つながれたままの馬は、水が飲みたくて鳴ないていたようだ。人間が近づくと、嬉うれしげに首を振っている。

「可か哀わい相そうに、馬車に繋がれたままじゃ、水も飲めなかったな」

　すぐに馬好きのラウルは、馬を自由にしてやった。その間に、皆で馬車の周辺を探る。だがミーナはもちろん、ガルツの姿もなかった。

「ここで馬車を捨てて、ハッシュウィルに向かったんだな。ということは、誰かが迎えに来ていたってことか。だけど、ここに間違いなくミーナはいたんだろうか」

　マリスの疑問に、すぐにジュリアスが答えた。

「いましたよ、だってこの袋、ミーナ様の匂においがするもの」

　大きな布袋の中には、古着やコルセットがまだそのまま残っている。

　ミーナはこんなものに包まれて、運ばれていくべき人ではない。エバンズは自分の爵しやく位いを取り戻すために、ゴシュラムの城を出たことを改めて後こう悔かいしていた。

「明るくなったら、ハッシュウィルの領内に入ろう。問題は、我々が目立ちすぎるということだな」

　正装した騎士の一団が移動するのは、何か揉もめ事があったときだ。戦でもないこのときに、どうしてやってきたのか、訊たずねられたらどう答えるべきだろうか。

　エバンズはマリスの次の言葉を待つ。この王子も信頼できる。何より、知識が豊富なのが頼れるもとだった。
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　夕ゆう暮ぐれが近づいてくると、イアンは目覚める。そしてベッドの上で、今日も生きていられたとぼんやりと思った。

　生まれたときから、仮死状態だったという。どうにか生き返ったが、豊富な乳を与えてくれる母もなく、イアンはどうせ生きられない子供としてずっと粗そ末まつに扱われていた。

　母から受け継ついだものは、銀色の髪と美び貌ぼうだけだ。驚異的な頭脳は、どういう経けい緯いで自分のものになったのか、イアン自身よくわかっていない。

　命が短いだろうから、頭の回転は人の何倍もよくしてやろうと、運命の神が授さずけてくれたのだろうか。

　病弱で、ほとんどベッドを出たことのない幼少期に、すでにイアンは大人おとなすら読むのが難解な書物を、苦もなく読んでいた。

　ほとんどの人がイアンを変な子供扱いする中、イライザだけは違っていた。

『イアン、おまえは本当は、この国の王になるべき男なんだよ。頭がいいのは、選ばれた者の証あかしだ』

　そう言ってイライザは、様々な書物を与えてくれた。それだけではない、イアンが毒どくや薬に興味を示すと、何とも怪あやしい錬れん金きん術じゆつ師しを連れてきて、イアンの家庭教師にしてくれたのだ。

『いいかい、イアン。おまえのように病弱で、決して強くなれない男が、苦もなく大男を倒す方法がある。それが……毒だ』

　様々な毒草の汁で、鼠ねずみや虫を殺して楽しんでいたイアンに、イライザは囁ささやく。

『一番の毒薬使いになれば、イアン、王になることだって夢じゃない』

　けれどほとんど邸やしきから出たことのないイアンは、王というものがどういうものか、実際にはわからなかった。そこで書物で学んだが、どんな王もイアンにとっては、愚おろか者にしか思えない。

『今の王は、愚かだったから救われた。あれで元から頭がよかったら、ハイル陛へい下かに真っ先に殺されていただろう』

　よくイライザは、憎にく々にくしげに今の国王ラスタの悪口を言っていた。そして必ずそれとの比較で、思い半なかばで死んでしまった、イアンの母違いの兄であるハイルのことを、褒ほめ称たたえた。

『ハイル陛下も、イアンのように幼少の頃から図抜けて頭がよかった。イアンとの違いは、それだけじゃなくて、肉体も特別だったことだよ』

　ハイルのことを話すとき、イライザの目はいつも遠くを見つめている。そしてその頰ほおは上気して赤くなり、瞳はきらきらと輝かがやいていた。

　イアンが生まれる少し前に、ハイルはゴシュラムとウラル、それにシェルランドとザルツの同どう盟めい軍に敗れたのだ。亡なき骸がらは見つからず、イライザはしばらくの間、ハイルは生きていると信じていたようだ。

　けれど十年が過ぎ、イアンが銀髪の美しい少年に育った頃から、少しずつ考えが変わってきた。イアンをハイルの生まれ変わりだと、イライザは信じ始めたのだ。

　子供にも自我があるということを、大人はつい忘れがちになる。

　特に頭のいい子供にとって、自我は厄やつ介かいなものだ。大人のようには何もできないくせに、大人並みの知識と考えばかりが育っていったら、自分で自分を持て余す。

　そんなイアンにとって、自分が誰だれかの代わりだと思われるのは、耐たえ難がたいことだった。

　イライザは他の大人より頭がいい。度胸もあるし、戦闘能力も最強だ。狡こう猾かつで、平気で大おお噓うそを吐つくけれど、その美しさだけは本物だった。

　けれどそんなイライザが、ハイルのことを考えているときだけ、愚かになってしまうのがイアンとしては許せない。

　それは普通の愚かな女がすることだ。もういなくなった男と、イアンを重ねて見るのはやめて欲しかった。

　私はおまえの母親じゃない、最初からそう宣言されていたけれど、イアンはそもそも母親を知らない。乳う母ばとどう違うのか、教えて欲しいくらいだ。

　確かにイライザは、乳母とは違う。イアンの面倒なんて見てくれたことはないし、一緒に食事をすることもほとんどない。

　愛情なんてものはなかったはずだ。イライザがイアンを大切に育てたのは、先王アタカンの血を引く、正当な王子だったから、それだけだ。

　だがイアンにも愚かな子供の部分はまだ少し残っていたから、イライザに愛されたいという気持ちはあった。

　だからイライザの喜よろこぶことをした。

　まるで水のような、無む味み無む臭しゆうの毒薬を作り上げ、それを一ひと瓶びん、イライザに贈おくったのだ。

　その薬で誰が死のうが、イアンには興味がない。とりあえず自分の記憶にある最初の殺人は、錬金術師だった。

　教え子の作った薬で、簡単に死んでしまう。何て愚かな男だろう。その男がもう少し利り口こうで、用心深ければ助かったかもしれない。それとイライザに対して、余よ計けいな色気を見せなければ、あるいは殺さずに済すんだだろう。

　イアンはイライザが誰も愛さないのは知っている。いい顔を見せるのは、相手にそれなりの利用価値がある場合だけだ。家庭教師はもうイライザに微ほほ笑えまれることはない。それが役目を終えたという印だった。

　家庭教師から学ぶことはもうない。そんな彼も、最後には役立った。人間を殺すために必要な致ち死し量りようを、イアンに教えてくれたからだ。

　完成した薬は、それからほどなくしてイライザが、夫となった伯はく爵しやくに使用した。イアンはイライザから褒められる代わりに、荒こう涼りようとした海辺に建つ、伯爵の居城を貰もらったのだ。

「伯爵様、お目覚めになられましたか？」

　扉とびらの外から、遠慮がちにマリカの声が聞こえた。

「ああ……」

　返事をすると、扉が開いてマリカが入ってきた。

　その瞬間、イアンは違和感を覚える。何か違った空気が流れ込んできたような気がしたのだ。

「マリカ、他に誰かいるのか？」

「いいえ……誰も？」

　マリカは不思議そうに、背後の闇やみを振り返った。

「獣けもの臭くさい……鼠かな。また鼠殺しの薬を撒まかないといけない」

　鼠は嫌いだ。あの不潔な生き物は、死に値する。

　幼おさない頃は何も知らず、鼠を友だちだと思っていたときもあった。部屋で一日寝ているイアンにとって、訪問してくれるのは鼠や虫くらいしかいなかったからだ。

　食べ物を与えて、イアンなりに可か愛わいがった。けれど一匹の恩知らずの鼠が、イアンの指を嚙かんだ。その夜から発熱し、イアンは何度目かの死の恐怖を味わった。

　イライザはうなされるイアンの目の前で、鼠を次々と殺した。そして鼠を部屋にまで入れたといって、当時、イアンが気に入っていた乳母も殺した。

　鼠は忌いまわしい、呪のろいを運んでくる生き物なのだ。だから殺すことにしている。

「お食事は、こちらに運びますか？」

「そんなことは、侍じ従じゆうにさせればいい」

「姫様を、お誘いになられるかと思いまして」

　遠慮がちに訊きいているが、そこにイアンは嫉しつ妬とが隠かくれていないか探さぐる。

　この城では、マリカだけが女だ。下働きの男たちの中には、マリカに特別な思いを寄せている者もいるかもしれない。

　けれど誰もマリカに触れてはいけないし、話し掛けてもいけないのだ。

　なぜならマリカは、イアンだけのものだから。

　病のせいなのか、それとも自みずからの体で毒の効き目を試したりしていたせいか、イアンは男の機能が働かない。

　そのせいで、マリカに不ふ埒らちなことをしようとしたことは一度もなかった。

　けれど二人がそういう関係だと、ここで働く男たちには印象づけないといけない。そうしないと、マリカを守れないからだ。

　マリカは自分だけが大切にされていたのに、いきなりあの金色の姫が来て、不安に思っているのではないだろうか。

　そう思ったけれど、マリカに変わった様子はなかった。

「姫は、二度と食事に誘わない。あれは失礼な女だ」

「本当にご自分をゴシュラムの姫君と思われているようで、病気なのでしょうが、お気の毒です」

「そうだな……あれでは親も持て余すだろう」

　イアンが言った、あれは自分をゴシュラムの王女だと思っている、心の病に罹かかった女だという説明を、マリカは疑うたがわずに信じているようだ。

　天使のようなマリカ。そして獣のように活いきのいいミーナ。対照的な二人がいることで、イアンは自分の生活が華はなやかになったような気がしている。

　武術大会の会場で一ひと騒そう動どう起こし、その合間に城の井戸に毒を入れる計画だった。けれどその途中で気が変わった。

　ミーナを見てしまったからだ。

　エバンズにハンカチを落としていた。あのエバンズにだ。

　イアンが本当は欲しくてたまらないもの、健康で強きよう靱じんな肉体と、疑うことを知らない純じゆん真しんな魂たましいを持ったエバンズに、あの美しい姫は求愛の印であるハンカチを投げ与えたのだ。

　それを見ていたら、どうしてもミーナが欲しくなった。

　殺すのは簡単だ。けれど殺してしまえば、相手の苦しみもすぐに終わってしまう。それよりミーナを連れ去れば、エバンズもゴート王もずっと苦しみ続けるだろう。

　けれど少々厄介な問題が起こってきた。

　ミーナは強い。武術大会の会場で、ドレスを翻ひるがえし、襲いかかる敵から剣や弓矢で身を守っていた。その姿を見た瞬間に感情は高ぶったが、それはイアンにとって恥はずかしいことだった。

　女に対して、感情を乱すなんてどうかしている。それはイアンにとって、もっとも不用な感情のはずだ。

　城に攫さらわれてきて、目の前でしくしく泣いたり、悲鳴を上げたりしてくれればよかった。そういう女らしい反応を見たら、イアンの気持ちもあっさりと冷さめただろう。

　ところがミーナは、贈られたドレスを着て、堂々と現れた。そして泣き言を連つらねるでもなく、何と最後にはイアンに怒いかりをぶつけてきたのだ。

「マリカ、姫君の様子はどうだ？」

　あんな女よりも、こうして安らぎを与えてくれるマリカのような女ばかり集めたらいいだろう。そうも思うのに、やはりミーナが気になってしようがない。

「それが、よくお食事を召めし上がっています。私なんて、こちらに来たばかりの頃は、不安で何も喉のどを通らなかったのに」

「心を病やんでいるから……不安を紛まぎらわせるには、食べることにしているんだろう」

　イアンはのろのろとベッドを下り、寝ね間ま着きを脱ぬいで部屋着に着替える。マリカは恥ずかしそうに、決してイアンの体に視線を向けないようにして手伝っていた。

「そうか……食べるのか」

　マリカに説明したのとは、逆のように思える。むしろ不安などないから、平気で食べられるのだ。

「そんなところまで……似ている」

　イアンの呟つぶやきに、マリカは怪け訝げんそうな顔はしたが、執しつ拗ようにその意味を訊たずねるような無礼はしなかった。

　訊かれても応こたえはしない。

　ミーナがイライザにどこか似ているなんて、決して思ってはいけないことなのだ。なのにどう考えても、似ているように思ってしまう。

　イライザは、どんな粗末な食べ物でも、食べられるときにはがつがつと食べる。いつ戦いが始まり、食事もできなくなるかわからないからだ。

　ミーナも同じなのではないか。大人しく部屋に閉じこもっているが、いつでも戦えるように準備をしているのかもしれない。

　心を繰あやつるのは簡単だ。ある種の薬を使い、少しずつイアンの望むように洗せん脳のうしていけばいい。

　けれどそれをしてしまったら、ミーナがミーナでなくなってしまう。

　あの戦う姿が美しいのだ。ただ従順で大人しいだけなら、マリカ以上の女はいない。中途半端な我が儘まま女など、イアンは欲しくないのだ。

「そうだ……どうせなら、あと、ザルツとウラルの姫君も招待しようか」

　ウラルの王室には、イアンと同じ銀色の髪をした、それはそれは美しい姫君がいるという。けれど残念なことに、姫君はまだ十歳で子供だった。

　逆にザルツの姫君は、とても利り発はつらしいが、容よう姿しはあまり美しくない。

「いいさ、それでも。皆みなが、苦しむのなら」

　イアンの呟きは、ベッドを直しているマリカには聞こえていない。侍女のようなことをやらされているが、本当はマリカは平民の娘ではなかった。

　少しでも昔のことを思い出してしまったら、マリカは自分のしていることに耐えられなくなるだろう。

　だから忘れたままでいればいいのだ。

「それでは、お食事をご用意します。何か、召し上がりたいものはございますか？」

「何もない。あるものでいい」

「かしこまりました」

　イアンにとって、食事は苦痛以外の何ものでもなかった。毒を感じるのに適てきした舌は、食事の楽しみかたを知らない。何を食べても勝手に味を分析してしまい、おいしいまずいの判断だけで終わらないからだ。

「やはり臭におうな。鼠だろうか……」

　鼠にまた嚙まれたらと思うと、どうしてもイアンは落ち着かなかった。自分を落ち着かせるためには、酒か薬が必要だ。目覚めたばかりなのに、もう現実から逃げることを考えていた。

　そこに侍従が食事を運んできた。野菜と豆のスープに、向日葵ひまわり油で焼いた魚だ。香こう辛しん料りようの香りが広がって、しばらくの間、イアンは鼠の恐怖から解放された。

「女伯爵様が、明日、いらっしゃるとのことです」

「……伯爵が？」

　今度は新たな悩みの種がもたらされた。

　イライザがやってくる目的はただ一つ、ミーナをどう利用するかについての相談だろう。イライザとしては、ミーナを人ひと質じちとした以上、ゴシュラムのゴート王に理り不ふ尽じんな要求をいくらでも突きつけられると思っているはずだ。

　けれどイアンは、イライザにミーナを渡したくなかった。欲しいと思って努力したのに、それを攫われるのでは面おも白しろくない。

　本当はイライザも、イアンのことを恐おそれている。

　いきなりそんな考えが浮かんだ。

「そうだな……そうかもしれない。イライザはここに来ると、決してワイン一杯、口にしない。あれは……毒を恐れているからだ」

　いつからだろう、イライザは決してイアンが出したものを口にしなくなった。あれはすなわち毒を恐れたのではない。イアンそのものを恐れたのだ。

「イライザは、私を王にしたがっている。けれど私の肉体が、どこまで保もつか不安なんだ。だから銀色の髪の男を集めているが……」

　かつてイライザは、女の身でありながら、ハイルの影武者をやっていた。命が狙ねらわれるのも恐れず、イライザはハイルとして積極的に矢や面おもてに立ったのだ。

　そんな経験があるから、イライザはイアンの代わりになる男を探していた。健康で、いかにも覇は気きに満ちた若者だったら、ハイルの後継者として相応ふさわしい。そんな男をイアンと偽いつわって、王位に就つかせるつもりなのだ。

　外見だけイアンに似ていても、ただ美しいだけの男では駄だ目めだ。ある程度頭もよく、いざとなったときに狼狽うろたえない、強い心の持ち主でなければいけない。

　もしそんな男が手に入ったら、自分はもう不用になるのだろうか。そんな不安が過よぎって、イアンはおかしいと思い始めた。

　いつもよりずっと感情的だ。何かおかしいと思ったイアンは、足あし下もとに茶色い生き物が蹲うずくまっていたことに気がついた。

「……何者だ、おまえ？」

　イタチに見えるが、そのものからは知性が感じられる。それともこれは幻影だろうか。時折、薬のやりすぎで幻影を見るが、これもそうかもしれない。

　イタチはするりと天てん井じように這はい上がり、壁かべの割れ目に潜もぐり込んでしまった。イアンはますます不安になってきて、ワインを注そそぎ一気にあおる。

「イライザと戦って勝てるのは……誰だろう。ゴシュラムの姫君なら勝てるだろうか」

　ミーナがイライザに勝ち、イアンを自由にしてくれるといい。そしてその後は、二人で世界の覇者を目指せばいいのだ。

「あの姫に、イライザの魂を移植しよう。そうすれば……最強だ」

　人間の魂を入れ替えるなんて、誰も考えない。けれどイアンは、それも可能だと思っていた。

「毒薬の魔力を使えば……ゴシュラムの姫君を、イライザにできる。そうだ、彼女をハッシュウィルの新王おう妃ひにしてやればいい」

　それではゴート王を悲しませることはできないだろうか。いや、ハッシュウィルの王妃となった娘に、自国を侵攻されるほうが、ずっと傷いた手でになるだろう。そう思って、イアンは満足した。
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　するすると壁かべの割れ目からイタチが飛び出してきた。ミーナは浅い金かな盥だらいに張られた湯で入浴を済ませたところだったが、思わずイタチに向かって話し掛けてしまった。

「神様もお湯に入ったら？　獣けもの臭くささが消えるわよ」

　するとそれに同意したのか、イタチは苦労して金盥の縁ふちをよじ登り、どぼんと湯に飛び込んでいた。

「あら、本当に入るつもりだったの」

　神様が溺おぼれては大変だ。急いでミーナは金盥に駆かけ寄り、手を差し伸べてイタチの体が沈まないようにしてあげた。

「あ、そうか、イタチって、泳げたのね。でもいいわ、ついでに洗ってあげる」

　城の床は冷たい石いし造づくりだ。朝になると下働きの男がやってきて、この湯の残りを床に撒まき適当に磨みがいていく。

　今け朝さはそうして床を磨いている間も、マリカは側そばにいて、男がおかしなことをしないように見張ってくれていた。

　マリカに守られるなんて心外だが、ミーナの強さを彼女は知らない。ミーナを病人だと思っているから、守ろうと必死になってくれているのだ。

「だけど不思議だわ。レディ・マリカには、あの毒どく薬やく王子も自分の正体を見せていないのかしら」

　あの冷れい酷こくそうなイアンにも、マリカを想おもう人並みな感情があるのだろうか。そう考えると、不思議な気がする。

『好きにもいろいろとあるが、あれは歪ゆがんでる。あんな男に想われても、決して幸せにはなれないな』

　触っていたイタチから、神様の言葉が伝わってきて、ミーナは微ほほ笑えんだ。

「お風ふ呂ろに入っているイタチなんて、初めて見たわ」

『おう、丁てい寧ねいに洗ってくれ。毒薬漬づけの癖くせに、イアンは妙みように鼻がいい。獣臭いなんて言われちまったよ』

「まあ……もう、偵てい察さつに行ってきたの？」

『当たり前だ。それが俺の仕事なんだから。だけど、やつの思考を読むのは、結けつ構こう大変なんだ。何しろ、勘かんが異様に鋭するどいからな』

　唯ゆい一いつの救いは、イアンがミーナを放っておいてくれることだ。囚しゆう人じんのわりには、自由にさせてくれている。

『明日、イライザが来る。そこでだ……』

　神様の考えていることはすぐに伝わってきたが、それはミーナを不安にさせるものだった。

「何でそんなことをするの？　イライザの中に、神様が入ればいいのに」

『精神力の強い人間は、そう簡単に俺を受け入れない。イライザやイアンを殺したところで、それで問題は何も解決しないんだし』

　命を奪うばうことが、神様を苦しめている。そのせいで神様のやろうとしていることは、あまりに複雑でミーナには理解できなかった。

「ハッシュウィルの王に、命を狙ねらわれているって進言すればいいのに」

『それはもうやった。彼とは、昔からの友人だ』

「わかっていて、王は何もしないの？」

『あの王は、自分が死ぬことなど何も恐おそれていない。それよりも自分たち王家の呪のろわれた血を恐れている』

　次代の王となる自分の息むす子こが、残ざん虐ぎやくな先王のようになることをハッシュウィルの王は恐れている。けれど王子の強さが、イライザやイアンの増長を抑おさえられるとも思っているようだ。

「神様も、何もしていなかったわけじゃないのね」

『ああ、これでも苦労してるんだ。ふーっ、いい風呂だったな。もうあげてくれ』

「はいはい」

　びしょびしょのイタチは、拭ぬぐってやるとすぐに暖だん炉ろの前で毛け繕づくろいを始めた。その間に、神様はミーナの中に入ってくる。

『最初はハッシュウィルの内ない紛ふんだったのに、近隣諸国への侵攻っていう、恐ろしいおまけまでついてくるようになったのは、イアンが思った以上のものを作り出すようになったからだ』

「だったら、あの毒薬王子を改心させればいいのに」

『人間は、そんなに簡単に改心なんてしないもんさ。ハッシュウィルの王が良王になったのは、兄のハイルに対する反抗心もあったからだ』

　どうして皆みな、今はもういないハイルとかいう男に、振り回されているのだろう。それが一番愚おろかなことに、ミーナには思えた。

『そうだな。そろそろみんな忘れて、過去は清算されなければいけない』

　考え事をすると、すぐに返事が聞こえるのは不思議な感じだ。

「ゴシュラムでは、大おお騒さわぎになってるわよね。無事だって伝えたいけれど……」

　神様がまた鳥の中に入って、手紙を届けてくれればいい。そう思ったけれど、今はミーナの側にいることを神様は優先したいようだ。

『母上のシーナは、俺を誰だれよりもよく知っている。だから、安心してるだろう。父上に関しては……まぁ、何とも言えないが』

「……兄様たちは、シェルランドに着いたかしら」

『おや、まだ黒くろ騎き士しのことが忘れられないのか？』

　笑われているようだが、本当に気になっているのだからしようがない。

『そうか、そんなに気になるなら、イライザが帰ったら、ちょっと偵察に行ってくるよ』

「ありがとう……」

　イアンの毒が、エバンズの家族の命を奪ったのだ。それを思うと、ミーナは神様のように慈じ悲ひの目でイアンを見ることはできない。

　彼が改心するとは、とても思えなかった。
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　いい天気の日というものは、ハッシュウィルにはあまりないらしい。朝からどんよりと重たい雲が、頭上にたれ込めていた。

　ミーナは数日ぶりに城から出られたものの、このまま自由にどこかに逃げるということは許されていなかった。

　それどころか盗ぬすみ出したイアンの服を着て、腰に剣までさげ、銀色の髪のカイルとなっている。

「馬があれば、逃げ帰れるのに」

『もう少し、我が慢まんしてくれ、姫ちゃん』

「イライザには、会いたくないし」

『頼むよ、姫ちゃん。神様のために、その体を貸してくれ』

　神様が何か目的があって、ミーナに近づいてきたのはよくわかっている。そして神様が、ミーナだけでなく、エバンズの命まで救ってくれたことには感謝していた。

　だから嫌いやな役割に文句を言いたくても、ミーナは耐たえるしかなかった。

「あれかしら？」

　ほとんど木も生えていない荒こう涼りようとした岩地に、くねくねと細い道が続いていた。そこを二頭立ての馬車が、城に向かって近づいてくるのが見える。

「馬で来るのかと思った」

『今は女伯はく爵しやくだ。一応はな……』

　ミーナは今でも、武術大会の悪夢のような出来事を忘れることができない。レディのように装ったイライザが、突然ドレスを破り捨て、体に巻まき付けた革かわベルトに挿さした短剣を、父に向けて投げたのだ。

　エバンズが父の前にいなかったら、あるいは突き刺ささっていただろう。

　そしてイライザは、自分の仲間である盗とう賊ぞくを平気で斬きり殺した。恐おそらく、捕まっても余よ計けいなことを喋しやべらせないためだ。

　あの非情さが、ミーナには耐え難がたいものだった。

　馬車が近づいてくる。そして神様が狙ねらったとおりに、馬車はミーナの前で停とまった。

「ああら、驚いた。これは、これは、黒くろ騎き士しの従者様」

　窓から顔だけ出して声を掛けてくるが、イライザがレディらしく装っているのがわかる。確かにその姿は妖よう艶えんで、これだったら男たちは簡単に惹ひかれるだろう。

「こんなところで何をしてるんだい」

　けれど話す口調は、その姿に似合わない荒あらくれたものだった。

「黒騎士といても、あまり面おも白しろいことがないってわかったから、あんたを捜さがしてここまで来たんだ」

「ふーん……捨てられたのかい？」

「そんなとこ。ゴシュラムの王子と仲良くなったから、おれはいらなくなったみたいだね」

　イライザはミーナの言うことなんて、全まつたく信じていないようだ。それでもミーナのことをじろじろと見つめてから、馬車の扉とびらを開いた。

「馬は？　どうしたんだ？」

「ちょっと失敗しちまって、何もかも盗まれた。この服と剣は、そこの城から盗んできたけど、もしかしてあんたの愛人のかな？」

　自分の口から出てきた言葉なのに、ミーナは嫌けん悪お感かんでぞっと震ふるえる。あの毒どく薬やく王子がイライザの愛人だなんて、想像するのも忌いまわしい。

「愛人？」

　そこでイライザは豪ごう快かいに笑う。開いた馬車の扉からは、美しいドレスが覗のぞいていたが、まるで男が女装したように見えていた。

「乗りな。あたしの愛人に会わせてやるよ」

「じゃあおれのことは、息むす子こだって紹介してよ」

　馬車に乗り込みながら、ミーナはまたおかしなことを言わされている。何でミーナが変身したカイルが、イライザの息子になんてなりたがっているのか、よくわからない。

　確かに以前、イライザからハッシュウィルの王にしてやると言われたが、それと関係しているのだろうか。

「そうだな……息子にしてやってもいい。ただし……名前はイアンだ」

「えっ？　おれはカイルだよ」

「……カイル？　名前まで似ている」

　そこでイライザは顔を背そむけ、御ぎよ者しやに向けて馬車を出すように命じた。

『神様、本当にこんなことでいいの？　このままじゃ、わたしがイアンになっちゃうわ』

『いいんだ。イライザは、ただ銀色の髪の若者を集めているんじゃない。城からほとんど出られないイアンの代わりになれる男を捜さがしていたんだ』

　イアンは病弱だから、あのままではいくら正式な王位継承者だったとしても、とても人前には出ていけないというのは、ミーナにもわかった。そしてカイルが、代役としていかに適任かというのも理解した。

「どうした、大人おとなしいな？」

　イライザは優やさしそうな声を出しているが、油断はできなかった。握にぎりの部分に宝石をあしらった、細身の綺き麗れいな杖つえを持っているが、恐らく中身は剣だろう。少しでもミーナがおかしな動きをしたら、即座に刺すつもりだ。

「あんたのことよく知らない。強そうな盗賊団のおばさんだと思ったけど……」

「だったら、何でここで待ち伏せしていた？」

「盗賊に、ここに来れば会えるって教えられたんだ。本当は教えたらいけないんだけど、この髪のせいで、おばさんがおれを気に入ってるからって」

　イライザは答えない。きっと平気でイライザの秘密を喋った盗賊は誰だれか、考えているのだろう。けれどイライザも、誰を責めたらいいのかわからないはずだ。自みずから何人もの盗賊の命を奪うばってしまったのだから。

「そうだな。おまえのような若者を捜していた。お利り口こうにしているなら、貴族の息子のふりをさせてやる」

「今日は綺麗なドレスを着ているけど、おばさんは貴族なの？　盗賊だろ？」

「どちらもあたしさ……貴族で盗賊。だが貴族なんて、本当は皆みな盗賊だ。民が作り上げたものを、公然と奪っていくんだから」

　それを言われると、ミーナも心苦しい。貴族は民を守るために働くということになっているが、果たしてそれだけで、豊かな暮くらしを支えてもらっていていいものなのだろうか。

　良い王が治めれば、国は平和で豊かになると教えられた。国が貧しかったら、貴族も貧しくなっていくはずだ。

「腹が減ったなぁ。城に何か食い物はある？」

「たいしたものはないよ。あそこでは何も口にしないほうがいい」

「じゃ水でもいいよ」

「水も駄だ目めだ」

　自分の息子だと言いながら、イライザはちっともイアンのことを信じていない。イアンもまた、イライザのことなど信じていないはずだ。

『そうかぁ、やっと意味がわかってきたわ。神様、イアンとイライザを仲なか違たがいさせるつもりなのね？』

『そうなんだよ、姫ちゃん。イライザは毒薬王子の利用価値をわかっている。だが、それと同じくらい、危険さもわかっているんだ』

　これまではどうにか上う手まくやってきた。けれど本格的に動きだし、国を乗っ取ろうとしているイライザとしては、イアンの存在が脅きよう威いになりつつある。

　できることなら、毒薬の製造方法をイアンから盗み取り、その後で消してしまいたいところだろう。だがイアンは毒薬使いというだけでなく、先王の息子という特別な存在でもあるのだ。

『今のハッシュウィルに不満な連中がいる。そいつらには、新しい王が必要なんだ。ハイルのように、残ざん酷こくで、独裁的な強い王が』

『どうして？　今の王はいい王なんでしょ？』

『それだけじゃ駄目なんだよ。その昔は、いい思いをするやつらは、徹てつ底ていしていい思いができたからな。だが、今はそうはいかない。国中皆が、同じように貧しい』

『貧しくても、暮らしていけるならそれだけで十分なのに』

『それは、満たされている姫ちゃんだから言えることさ』

　豊かなゴシュラムで暮らすミーナには、やはりわかりづらい。皆が同じように貧しければ、それなりに皆がそこそこ幸せということはないのだろうか。

「貴族がどういうものか知ってるか？」

「いえ……貴族の家に盗みに入ったことならあるけど」

「なんだい、見かけは上品で、いかにも貴族のぼっちゃまって顔しているのに、中身はただのこそ泥どろか？」

「そんなとこです。盗んだ甲かつ冑ちゆうと馬で、騎士の真ま似ね事ごとしたけど……騎士はあまり金になりそうもないから」

　そこでイライザに媚こびを売って、少しでも稼かせごうとしている、そう思われればいい。

　けれどイライザほどの女が、そう易やす々やすとミーナを信じるとは思えなかった。

「だったら、貴族らしい振る舞いを教えてやろう。食事は手づかみで食べない」

　そこでミーナは真剣な顔をしてみせた。するとイライザは、またもや笑いだした。

「度胸もあるし、腕うでっ節ぷしも強い。頭もそれほど悪くなさそうだ。だけど、あまりにも子供っぽいな。本物のイアンは、もう二十二だ」

「そりゃ無理だよ。おれは、十五、いや、十六になるとこだもの」

「だったら、何も話すな。何か言われたら、弱々しく微ほほ笑えんでいればいい」

「そんなことで貴族になれるの？」

「ああ、なれるさ。あたしのようにね」

　そこでイライザは艶えん然ぜんと微笑んだ。

　黙だまっていると、イライザはまだ十分に美しい。この姿で貴族の前に出ても、誰もがレディだと疑うたがわないだろう。

　だがそれだけで皆は、イライザを貴族だと認めているのだろうか。ハッシュウィルの貴族たちは、イライザの前身を知っているのではないのか。そんな疑問が湧わいてきたが、神様も答えてはくれない。

「ダンスは踊れるか？」

「ダンスなら得意だよ。いつまででも踊れる」

「だったらその可か愛わいい顔で、ダンスのついでにレディを誘ゆう惑わくするといい。そして婚こん姻いんして、レディの財産を奪い取る。半はん端ぱな盗みと桁けたが違うよ」

　ミーナはそこで、大きく頷うなずき、感心したふりをした。

『伯爵を殺して財産を奪ったように、今度は貴族のレディを狙うつもりなのね』

『王の弟でもあるイアンだったら、引っかかるレディは大勢いそうだな』

　そこで神様は何を思ったか、いきなりイライザの手を取った。ミーナは叫さけびそうになりながら、神様の求める笑顔を作る。

　こうして触れていなければ、神様は相手の考えていることが読めない。だからしようがないと思うけれど、いつイライザに殴なぐられるかとひやひやしていた。

「おばさん、じゃなくて、伯爵夫人。おれに、貴族のなり方を教えてください」

「……手を離しな」

「あっ、ごめんなさい」

　慌あわてたふりをしながら、ミーナは手を離した。

　そんなミーナを、イライザは怪け訝げんそうに見つめている。

「おかしなぼうやだね……。おまえの手が触れた途と端たんに、真冬の吹雪ふぶきの中に立っているみたいに、ピリピリした」

「ああ、おれはよくなるよ。特に、猫ねこを撫なでた後とかにね」

　笑顔でそう答えたけれど、神様としては内心不満らしい。望んだだけの情報量を、今の接触では取り込めなかったようだ。

『神様……これはどういう試し練れんなの。イライザの手を握るなんて』

『すまない。だけど秘密の多すぎる人間ってのは、心に何なん重じゆうにも扉があるから、ややこしいんだよな。あと、もう少しだったのに』

　また触れたら、イライザは不ふ審しんに思うだろう。そう思って神様も、それ以上、ミーナに恐ろしいことはさせなかった。
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　城では、衛えい兵へいが緊張した面おも持もちでイライザを出迎えた。

「まだ陽ひが出ているから、王子の出迎えはなしか？」

　嫌いやみのように言うと、奧から侍じ従じゆうが現れ、床に這はい蹲つくばる勢いで頭を下げて言った。

「伯はく爵しやく様は、お支し度たくが整い次第、お見えになりますので」

「そんなにゆっくりしている暇ひまはない。急がせるように」

　そのままイライザは、暖だん炉ろの前に置かれた長なが椅い子すに座り、ついには横たわって目を閉じてしまった。

「よろしければワインをどうぞ、伯爵夫人」

　そこに銀の盆ぼんにワインを乗せたマリカがやってきた。マリカはミーナの姿を見て、驚おどろいた顔をしている。

『中身がわたしだって、気付かれたのかしら？』

『いや、銀色の髪に驚いているだけさ』

『どうしよう、神様。これじゃわたしが部屋にいないのが、すぐにばれてしまうわ』

『一度に何カ所もいられない苦労が、これでわかっただろ。体が一つしかないっていうのは、不自由なもんだな。それより、あのワインを頂いただこう』

　ミーナの体は勝手に動いて、マリカへと近づいていく。そして盆の上の杯を、すっと手に取ってしまった。

『ちょ、ちょっと、神様、毒どくが入っているかもしれないのに！』

『安心しろ。しっかり毒味してやるから』

　すぐにミーナは匂いを嗅かがされ、続いて一口、味わわされた。

『うん、旨うまい。まだイライザを殺すつもりはないみたいだな』

　そのまま一気に、ミーナはワインを空あけてしまった。

『ああ、久しぶりだ。やっぱりワインは旨いなぁ』

　もっと飲みたそうにしているのが感じられて、ミーナは焦あせる。

「毒味をしてくれたのかい？　マリカ、今度は二つ、杯を用意しな」

　イライザに命じられて、マリカはその場から下がった。その後を、すぐにミーナは追っていく。

「あなたは、こんな処ところにいたらいけない」

「えっ？」

　声が届かない処まできて、いきなり話し掛けられたマリカは途と惑まどっている。

「あ、あなたは、誰だれですか。いきなり失礼じゃないですか」

「おれはカイル……あなたの力になります。すぐにここから出て行きなさい」

「そんなこと……無理です」

　何も覚おぼえていないマリカに、今すぐここを出てどこに行けというのだろう。ここがハッシュウィルでなくゴシュラムだったら、ただちに救い出せるのにと、ミーナは苛いら立だつ。

「イアンは信用してはいけない。あれは、とんでもない怪物だから」

「……」

　困こん惑わくしているマリカの手を、ミーナは握にぎった。神様にマリカの記憶を呼び戻して欲しかったのだ。ところが神様は何もしてくれなかったのか、しばらく手を握っていたのに、ミーナは軽く手を払われてしまった。

「おかしなことを、なさらないで」

　ワインを杯に移うつすと、マリカは真まっ赤かに顔を上気させながら、ミーナの側そばをすり抜けていく。

「今は詳くわしいことは話せないけど、いつか、必ず助けに来ます。それまでは、イアンに用心してください」

　それでも執しつ拗ようにミーナは、伝えるべきことを口にした。

『おい、可か哀わい相そうに、すっかり動どう揺ようさせちまったじゃないか。自分が今はカイルだってことを、わかってないのか？』

『ごめんなさい。でも、レディ・マリカの記憶を呼び戻せたらいいと思って』

『うーん……急には難しいな』

　イライザの元に戻ると、二つの杯を示して命じられた。

「半分ずつ飲みな」

「毒味ですか……」

「ああ、安心していたら、片方の杯だけ毒入り、なんてことになってたら、嫌だからね」

　またワインが飲めると喜よろこんだ神様は、さっさと杯から半分ずつ飲んでしまう。そしてイライザに、二つの杯の中身を合わせて渡した。

『いいワインだ。イアンは毎晩、こんな旨いのを飲んでるのか』

　もう一杯と、イライザが示す。マリカは真っ赤になっていて、ミーナを見ないようにして杯を受け取った。

「なんだい、早さつ速そく、イアンの女を口く説どいてるのか？　見かけによらず、したたかな男だね」

　にやにやと笑って、イライザはマリカのことを見ている。誤解だと叫さけびたいところだが、むしろそういった誤解があったほうが、マリカに話し掛けやすいのではないかと、咄とつ嗟さにミーナは判断した。

「伯爵の奥様ですか？」

　ミーナがわざと質問すると、マリカは大きく首を振った。

「いいえ、私は、伯爵様に助けていただいた病人です。伯爵様は立派なかたです。おかしなことばかりおっしゃらないで」

　マリカは怒ってしまったようだ。ミーナは自分の迂う闊かつさを悔くいた。

『急ぎすぎたら駄だ目めだよ、姫ちゃん。こんな魔物みたいなやつらの間に、天使が迷い込んだのは事実だが、下へ手たに動くと彼女まで傷つける』

『わかってるけど、レディ・マリカが、イアンを信頼しているのが悔くやしいの』

　再びイライザは、ミーナに毒味させてからワインをあおる。ミーナはたまらなく嫌だったが、神様とイライザは上じよう機き嫌げんだった。

　そこにふらりと、まるで幽ゆう霊れいのように生気のないイアンがやってきた。

「まだ陽も沈まないのに、何の用です」

　明らかにイアンは眠そうで、そのせいか不機嫌だった。それを見ても、イライザは全く同情する様子はない。

「何の用？　決まっている。ゴシュラムの城では、勝手なことをしてくれたな。おかげで計画が大きく狂った」

　そこでイアンは、マリカに部屋に下がっているように命じた。やはりイアンは、自分の正体をマリカにだけは知られたくないのだ。

　マリカがいなくなると、イアンは初めてミーナに気がついたように顔を向ける。けれどその表情に、笑みは全まつたくなかった。

「彼は？」

　抑よく揚ようのない声でイアンが訊たずねると、イライザは嘲あざ笑わらうような口調で答えた。

「イアンだよ、イアン・ヒョードルだ」

　するとイアンは微かすかに口元を歪ゆがめた。つまりは笑ったのだ。

「まだ子供だ……とても私の歳には見えない」

「そうかな？　見かけほど子供じゃない、さっきも早速、おまえの女を口説いていたぞ」

　きっとイアンは不快に思っただろう。それでも顔色一つ、変えることはない。むしろ笑ったままだ。

「こう見えて、腕はかなりのものだ。小ずるいところもあるし」

「そうですか……そして、ハイル陛へい下かにそっくりだときている」

　さりげなくイアンも逆ぎやく襲しゆうしてきた。

　イアンとイライザの間には、ピリピリとした空気が流れている。二人が疑ぎ似じ親子として過ごした蜜みつ月げつは、とうに終わりを告げてしまったようだ。

「そういうことだ、イアン」

　どっちのイアンに向けていった言葉なのだろう。不思議に思ったそのとき、足あし下もとから何かが這はい上ってきた。

「あっ！」

　それは神様が入れ物にしていたイタチだった。イタチなりに宿り主の神様を慕したっていて、近づいてきたのだろう。

「獣けもの臭くさいと思ったら、こいつが逃げ出したのか」

　イアンは苛立った様子で、すぐに部屋に飾られた剣を取り、イタチに斬きりつけようとした。

「やめてください。人に懐なついている。可哀相だ」

　咄嗟にミーナは、イタチを自分の懐ふところに匿かくまった。

「さっさとその汚い生き物を出せ」

「嫌だ。斬るつもりだろ。懐かれたし、可か愛わいいから、おれが飼う」

「ふざけるなっ！」

　ミーナまで斬る勢いで、イアンは近づいてくる。するとイライザの怒ど声せいが響いた。

「およしっ！　イタチくらい、くれてやればいいじゃないか」

「汚い生き物だ。私には、鼠ねずみ一匹、近づけさせないくせに」

「その男は、狼おおかみや狐きつねとだって、平気で寝られる男だよ。鼠に舐なめられたくらいで死にそうになるおまえと違って、丈じよう夫ぶだからね」

　イアンの顔色が、一瞬で蒼そう白はくになった。イライザの言葉に、かなり傷ついたようだ。

「そうか、そんな丈夫なんだ」

　次の瞬間、ミーナの体は勝手に横に飛び退のいていた。みるとミーナの背後にあった壁かべに、短剣が突き刺ささっている。

『危ないとこだったぁ。あれには毒が塗ぬってあるんだろうな』

『……うっ……』

　そんな毒の塗られた短剣が体に突き刺さったら、さすがに神様でもミーナを救えない。

　イライザはそこですっと立ち上がると、恐おそれることなくイアンの前に立って、その頰ほおを思い切り叩たたいた。

「頭や体の中に毒が回ってるだけじゃなく、心にまで毒が回ったみたいだね。あれは、おまえの大切な替かえ玉だまだよ。替え玉殺してどうするんだい。だったらおまえが、宮きゆう廷ていに出てヒョードル伯爵らしく振る舞うのか！」

「……」

　イアンにはそれができないのだ。もしそれができたなら、イライザはとうにイアンをこの荒あれ地の城から連れ出し、王位継承者として名乗りをあげさせただろう。

　イライザは胸の前で腕を組み、イアンを睨にらみ付けながら命じた。

「金の姫を連れてきな」

「えっ？　あれは……」

「おまえが持っていたって、何の価値もないだろ」

「ゴシュラムに返すつもりなのか？」

「交こう渉しよう次第では返してもいいが、王子のアレクにくれてやってもいい」

　ハッシュウィルには確か、ミーナの兄たちと同じ歳くらいの皇こう太たい子しがいた。具体的に縁えん談だんは持ち込まれていなかったが、いずれはそんな話も出たかもしれない。

　けれどミーナは、ハッシュウィルの皇太子のことなんて何も知らないし、知ったところで、婚こん姻いんする気になるかどうかはわからなかった。

「無理だ……王女はもう、すべてを知っている。今のままで連れ出せば、何もかも喋しやべるだろう」

「それで、おまえが薬で、何もかも忘れさせるのか？　そしてどうする。またあのマリカのように、ここで飼うつもりか？」

『え、えええ……そ、そうだったの』

　マリカは最初から記憶がなかったのではなく、イアンによって記憶を奪うばわれたのだ。

『そんなことできるのかしら？』

『ああ、薬でぼんやりさせたときに、強い暗示をかければいい。普通の人間にはなかなかできない技だが、イアンならやりそうだ』

『だったら、レディ・マリカはいったい何者なの？　どこかの姫君を攫さらってきたのかしら』

　今すぐイアンに抱き付いたら、答えを引き出せるだろうか。けれど蒼白な顔のまま、イライザを睨み付けているイアンの全身からは、冷たい炎が立ち上っているかのようで、とても近づける雰ふん囲い気きではなかった。

「あの気の強い王女が、そう易やす々やすと言いなりになるとは思えないな。それより……アレク王子との間に、子を作らせてしまったほうがいい。相手が王子なら、文句も出ないだろう」

「ひどーいっ、人を馬みたいにっ！」

　いい馬は、同じようないい馬と結ばせて良質な仔こを作る。それと同じように言われて、思わずミーナは抗こう議ぎの声をあげた。

「だったらおまえが、あの生なま意い気きな王女と婚姻するといい。中身はとんでもないじゃじゃ馬だが、見かけは綺き麗れいで愛らしいぞ」

　にやにやと笑ってイライザが言っているが、ミーナも本気で笑ってしまった。

『どうやって、自分と婚姻するのよ。だけど、何よ、人のこと、気が強いだのじゃじゃ馬だのって』

『事実だからしようがないさ。そういう気質は、母親譲ゆずりだからなぁ』

　神様さえもそう思うくらいだから、やはり自分は気が強いのだろうか。それは大いに反省すべきところかもしれない。

　イアンは呆ぼう然ぜんとしている。どういった理由で攫ってきたのかミーナにはわからないが、欲しかったから奪ったのではないだろうか。

　なのにイライザは、イアンが苦労して手に入れたおもちゃを、平然と目の前で奪っていくのだ。しかも自分の替え玉か、王位継承者としては敵となる王子に与えると言う。

「カイル、おまえももう少し、冷酷さを学ばないといけないようだな。イタチ程度なら許すが、何にでも同情なんてするものじゃない。特に、貴族や王族にはな」

　イアンも歪んでいるが、イライザの心も歪んでいる。なぜかイライザは、特に貴族や王族を恨うらんでいるようだ。

　なのに自分も貴族となり、そしてイアンを王位に就つけようとしている。こんな歪んだ人間が王となったら、ハッシュウィルはまたもや呪のろわれた王国となってしまうだろう。

「さっさと金の姫を連れてきな」

　イライザに命じられて、ついにイアンも諦あきらめたのか、侍従にミーナを連れてくるように命じた。

『どうしよう……こっそりと戻る？』

『いや、ま、見ていろ。面白いことになりそうだ』

　ミーナを迎えに行った侍従が、血相を変えて戻ってくるまで、それほどの刻ときはかからなかった。

「た、大変です。姫君がおりません」

「いない？　よく見たのか？」

「は、はい、ベッドに寝ていたはずが……ドレスだけあって、本人がどこにもおりません」

「見え透すいたことをするな。イアン、こうなると思って隠かくしたのか？」

　イライザは苛立った様子で、手にした杖つえを引く。すると思っていたとおり、細身の鋭するどい剣が出てきた。

　その切っ先を向けられたイアンは、呆然としている。

「さっさと金の姫を出しな。あの姫には、利用価値がある」

「だったら、城中をご自身で捜せばよろしい……」

　再びイアンは、その口元に笑いらしきものを浮かべた。

「そうか……逃げたのか。でも、どうやって？」

　ミーナに逃げられたというのに、イアンは嬉うれしそうだ。イライザにくれてやるくらいなら、いっそ逃げてくれたほうがいいのだろう。

「ふんっ、新しい魔力でも手に入れたのかい？　もしかしたら、そのイタチが金の姫なのかもしれないね」

　ミーナの懐からちらっちらっと顔を覗のぞかせて、辺りの様子を窺うかがっているイタチを、ミーナは思わずぐっと奧まで入れてしまう。

「ひ、姫はいらないけど、イタチは欲しい。こんな懐くイタチは初めてだ」

「そうかい。それじゃ、夜になったらイタチにキスしてごらん。もしかしたら、姫君に戻るかもしれないから」

　イライザは面白そうに言っていたが、途と端たんに口調をがらりと変えて、侍従に命じた。

「イアンが隠していないと言い張るなら、すぐに見つけ出せ。城中捜していないなら、すぐに周囲を捜すんだ。女の足では、そう遠くには行けないはずだ」

「姫君が泳げるなら、海に飛び込んだかもしれない」

　イアンは窓に寄より、黒く見える海に視線を向けた。

「いくら泳げても、この海岸の水温は冷たい。ワイン一杯を空けるくらいの間も、体が保もたないよ」

「だったら……もう死んだかもしれない。我々に囚とらわれるより、死を選ぶような女だから」

　イアンの言葉に、ミーナは小さく首を振る。

　いいえ、わたしはそんなに簡単に諦めるような人間じゃない。絶対に助かると希望を胸に抱いて、最後の最期まで戦い続ける……と。

　さすがにミーナも、いくら助かるためとはいえ、極ごつ寒かんの海に飛び込むほど愚おろかではない。そうなるとイアンは、ミーナの秘密に気付くかもしれないと不安になった。








◆◆◆






　父のようによい王になるには、どうすればいいのだろう。父だったらこんなとき、どうやって問題を解決するのか、教えを請こいたくても離れてしまっては無理だ。ここでマリスは、自分の力量を試されているように感じた。

　ついに全員でハッシュウィルとの国境の橋を渡ってしまった。こうなると誰だれかが守ってくれるということはない。もしハッシュウィルの兵に捕とらえられたら、自分たちで処理しなければいけないのだ。

「マリス殿でん下か、これからどうされるおつもりです？」

　エバンズに訊きかれて、マリスは用意していた答えを口にした。

「ハッシュウィルの皇こう太たい子しに、謁えつ見けんを願おう。ザルツ王国の皇太子は武術大会に出てくれたが、ハッシュウィルからは誰も出ていない。オーガスト卿きようは今年の優勝者だから、同行していても不自然ではないし、よければ親しん睦ぼくを深める意味で、御ご前ぜん試合を申し出る」

　本来だったら、そういった訪問には事前の連絡がいる。何の正式な文書も送らずに、いきなりゴシュラムの皇太子が訪れるなど、あり得ないことなのだ。

「警戒されませんか？」

「表向きはそういった訪問とするが、皇太子をとおして、不ふ穏おんな動きがあることを訴える。そして、そうだな……ミーナがハッシュウィルの盗とう賊ぞく団だんに攫さらわれたかもしれないと、正直に打ち明けて捜そう索さくの援助を願おう」

「誰も、自国に犯罪者を抱かかえているなんて、認めたくはないものです。いきなりそんな話をして、信じてもらえるでしょうか？」

「……そうだな。信じてはくれないだろう。あるいは我々を、暗あん殺さつ集団だと思うかもしれない」

　そんな危険があっても、マリスは皆みなをハッシュウィルの城に導くしか思いつかなかった。

　実はマリスは、ミーナがハッシュウィルの城にいるのではないかと疑うたがっている。そんな疑いを持ったのは、皇太子が自分たちと歳が近く、ミーナの婚こん姻いん相手として相応ふさわしいからだった。

　正式な申し込みがあっても、ミーナはよく知らない国に嫁とつぐなんてしない。だったら盗賊団に盗ぬすませ、その後で保護してゴシュラムに恩を売り、すんなりと婚姻してしまうという作戦を考えたとしたらどうだろう。

　自分でも考えすぎだと思う。こんなふうに、何事も大げさに煮に詰つめて考えてしまうからいけない。何も考えず、勘かんだけで動いているようなラウルが、マリスは羨うらやましかった。

「間違っても、投とう獄ごくされたりはしないさ。ハッシュウィルの皇太子だって、本当は武術大会に出たかったんだろ？　そう思わないか。そこでこっちから、武術大会の上位出場者で出張してきた。立派な理由だ」

　呑のん気きにラウルが言ってきた。

　この中で武術大会に出ていないのは、クラウドとジュリアスだけだ。クラウドは何の問題もなく騎き士しとも戦えるが、ジュリアスは心こころ許もとない。

　ミーナを捜さがし出すのが急務だが、女であるジュリアと年少のジュリアスは、何があっても守らないといけなかった。

「潮しおの匂いがします。近くに海があるんですね」

　嗅きゆう覚かくの鋭するどいジュリアスが言ったが、マリスには何の匂いもしなかった。

「よくわかるな」

「でも、こんな能力は、たいして役に立ちません」

「そんなことはない。ジュリアスのおかげで、ミーナがハッシュウィルに連れ去られたことだけははっきりしたんだ」

　けれどその先がわからない。ミーナを運んできただろう馬車は放置され、攫った男の行方ゆくえもわからなかった。

「ハッシュウィルを訪れるのは初めてだ。オーガスト卿、貴き殿でんは来たことがあるのか？」

　幼少の頃より、近隣諸国をラウルと共に訪れていたマリスだったが、ハッシュウィルだけは訪れたことがない。かつての敵国に対して、ゴシュラム側の警戒心は解とかれていなかったようだ。

「私は何度か訪れたことがあります。ただしいつも冬で、雪上訓練のためにこの地を訪れていました」

　エバンズの答えに、マリスはさらに訊たずねる。

「そんなに雪が深いのか？」

「冬になると、この辺りでも積もりますが、北へ行けば行くほど、雪深くなります」

　寒さの厳しい土地では、農作物は育ちにくい。その分、ハッシュウィルでは鉄の生産や、宝石の採掘が国庫を潤うるおしていた。

「あの盗賊団の団長は、ハッシュウィルのどの辺りに住んでいるんだろう？」

　まさかハッシュウィルでも、盗賊団として活躍しているのだろうか。それだったらとうに、国軍によって逮たい捕ほされていなければいけないはずだ。

　他国でしか窃せつ盗とうしないとしても、やはり罪人は罪人だ。それともハッシュウィルでは、他国で窃盗を働くだけなら、罪には問わないという決まりでもあるのだろうか。

「無敗軍団の生き残りで、今の王に仕えている者に訊くしかないと思います」

「そうか……だが、正直に話してくれるだろうか？」

「どうでしょう？　かつては最強の軍隊だったようですが、過去にやっていたことがあまりにも非ひ道どうで、今の宮きゆう廷ていでは重ちよう用ようされていません。そのせいで、変に意い固こ地じになっていなければいいのですが」

　そこでマリスは、ちらっとクラウドの様子を見る。

　かつては父の婚約者だった、公こう爵しやく家の姫君レディ・サナが生んだ息むす子こだ。婚姻はされず、父親は公表されていない。

　噂うわさでは、元無敗軍団にいたハッシュウィルの兵士、ルウド卿が父親だということだ。敵国の兵だった身を恥はじたルウド卿は、決して自みずからクラウドの父親だと名乗ることはない。けれどクラウドが、最高の治ち療りよう師しであり、最強の男となれるように鍛きたえ上げたのだ。

「クラウド……貴殿の意見を……その……求めてもいいだろうか」

　さすがにマリスも、無口で何を考えているのかわからないクラウドは苦手だ。だが、ルウド卿が何かの知恵を託たくしていないかと思って、今回、無理に同行を頼んだのだ。

「アッシェン子爵のところに……元、無敗軍団の騎士がいるようです」

　やはりルウド卿は、クラウドに必要になりそうなことを教えている。あるいは書しよ簡かんなど持っていないかとマリスが考えていたら、ラウルがあっさりと口にした。

「ルウド卿から、手紙とか預あずかってないか？」

　ラウルは本当に気が回る。マリスが言いたいことを察さつ知ちして、すぐに伝えてくれるのはさすがだ。

「もし……困ったら、その騎士を頼るようにとのことです」

「困ったらか。じゃ、困るまでは、そのままにしておこう」

　それでいいかと言うように、ラウルはマリスを見つめる。マリスは小さく頷うなずいた。

　夕ゆう暮ぐれが迫せまっている。そろそろ野営の支し度たくをしなければいけない。一日、ずっと馬を進めてきたけれど、本当にこんなことをしてミーナを助け出せるのだろうか。

　弱気になりかけていたマリスだったが、エバンズにじっと見つめられて、慌あわてて背筋を伸ばした。

「オーガスト卿、何か言いたいことでも？」

「いえ……妹が生きていたらと、今更のように思っています」

「……とても美しい文章を書かれる姫だった」

　マリスは過去に、エバンズの妹エリザとしばらく手紙のやりとりをしていた。いずれは婚姻させたいという、シェルランド側の思おも惑わくがあって引き合わされたが、内気で大人おとなしいエリザのことを、嫌っていたわけではなかったからだ。

　けれどエリザは、十四才になる直前に、亡なくなってしまった。綺き麗れいな文字で書かれた、美しい文章の手紙が届かなくなって、マリスはしばらくの間悲しみに浸ひたった。

「マリス殿下に頂いただいた本を、すり切れるほど読んでいました」

「あんな本でも、病びよう床しようの慰なぐさみになったのなら嬉うれしいことだ。そうだな、姫が生きていたら、あるいは私とオーガスト卿は、義兄弟になっていたかもしれない」

　いや、このままいけば、あるいは本当に義兄弟になってしまう可能性はある。

　どうやらミーナが、エバンズに一ひと目め惚ぼれしてしまったようだ。爵位を取り戻せば、エバンズはミーナの婿むことして身分は申し分ない。しかも武術大会の優勝者とあっては、誰も反対できないだろう。

　兄としては複雑な心境ではあるが、そろそろミーナにも女らしくなって欲しかったから、いい機会だと思った途と端たんにこんな事件になってしまった。

　どうしてミーナは、何でもマリスたちと同じにやりたがるのだろう。そのおかげで、剣や弓矢の腕が強くなったのはいいことかもしれないが、だからといって自分の身も守れないようでは意味がないではないか。

　それなら最初から大人しく、自室に引き籠こもっていてくれればよかったのだ。

　そう思うけれど、果たして自室に隠かくれていたところで、守れたかどうかは自信がない。平和に慣れすぎたゴシュラムの人間には、巧たくみに企くわだてられた悪事に対処する力がなかった。

「マリス殿下、辛つらいお気持ちはわかります。私は、残念なことに、妹を失ってしまいました。もっと早くに気がついていたらと、後こう悔かいばかりしています。でも、マリス殿下、ミーナ王女の場合は、きっと間に合いますから」

「……そうだな。慰めてくれてありがとう」

　そこでマリスは、前から気になっていたことを訊ねる。

「オーガスト卿は、どこでミーナと知り合ったんだ？」

「夢の中です。予よ知ち夢むとでもいうのでしょうか」

　騎士は噓うそを吐つかない。ではエバンズは、本気でそう信じているのだろうか。

「おかしな言い方で申し訳ないのですが、 私には、 あれはすべて夢だとしか思えないのです」

「いったい何があったんだ？」

「死ぬほどの深ふか傷でを負ったはずなのに、気がついたら借かりていた狩しゆ猟りよう小ご屋やで寝ていました。傷は癒いえていて……恐おそらく、彼らが運んでくれたのだと思いますが」

「ああ、だったらわかる。クラウドはこの国では有名な、若手で一番の治療師だ」

　ジュリアもクラウドも、そんなことがあったなど、一言もマリスには言ってこない。それもまた気になるところではあった。

「だが、ミーナがその場にいたとは考えられない。その頃は、尼に僧そう院いんに籠もって、祈りを捧ささげていたはずだ」

　けれどあのミーナのことだ。尼僧院をこっそりと抜け出し、ジュリアたちと何かしていた可能性はある。黒騎士のことばかり口にしていたから、あるいは黒騎士狩がりなどやっていたのかもしれない。

「でしたら、やはりあれは夢だったのでしょうか。武術大会の会場にいらしたミーナ王女を見て、とても驚おどろきました。夢の中にいた人、そのままだったので」

　やはり尼僧院から抜け出したのだ。そういう愚おろかなことばかりやるから、盗賊団にも狙ねらわれたのではないかと、マリスは考えてしまう。

「オーガスト卿、はっきり言って、ミーナは見かけと違って、気が強く、好奇心旺おう盛せいなじゃじゃ馬なんだ」

「そうなんですか？　内気な妹しか、女性というものを知らないので、どうもよくわからないのですが」

「ハンカチを落としたからって、ミーナに義理立てすることはない。これから、いろいろな女性と知り合って、自分にもっとも相応しい相手を見つけることだ」

　偉えらそうに言ったものの、マリス自身、まだ意中の人となるようなレディと出会えていない。いったいレディというものは、いつも何を考えているのだろう。

　それを知りたくて、誰かと親密に話し込んだりしたら、すぐに噂になってしまう。だからマリスには、女性と話す機会はほとんどない。

　けれどラウルは、同じ王子でも全然違う。女によ官かんたちとも気軽に話すし、祝しゆく宴えんなどではどんなレディ相手でもずっと話していられるのだ。

「マリス殿下も女性が苦手なのですか？」

「そうだな……気の強いミーナやジュリアとは、よく話すんだが」

「ミーナ王女とは話しやすいのですね」

「話しやすい」

　そこはミーナのいいところだ。誰とでも分け隔へだてなく、よく話すし、相手によっては大人しく話を聞くこともできる。

「そうか、私と気が合うなら、オーガスト卿とも気が合うかもしれないな」

　マリスにどこか似ているから、エバンズを気に入ったのかもしれない。そう思うと、マリスも悪い気はしなかった。

「ところでオーガスト卿。ミーナの誘拐計画は前からあったものなのか？」

「私にはよくわからないのです。武術大会の日の襲しゆう撃げきは、あまりにも無む謀ぼうでした。もしかしたら他に、何か目的があったのではないでしょうか？」

「それとミーナの誘ゆう拐かいと、関係があるとでも？」

「あるのかもしれません。襲撃のときに、イライザは仲間まで殺している。もう盗賊団のような連中には、用がないということでしょう。だったら、もっと使えるものを手に入れた、そう考えてはいけないでしょうか？」

　それはマリスもすでに考えていたことだった。殺さずに攫っていくというのが、どうにも腑ふに落ちないのだ。

「あるいはミーナ王女を、何かの交こう渉しようの道具として利用するつもりかもしれません」

「だったら、しばらくは生かされているな。そう思えば救われる」

　野営の支度は、クラウドが率先してやってくれた。すぐに火が熾おこり、乾いた木の爆はぜる音が響ひびく。

「あれ？　あんなところに……城かな」

　ジュリアスは木々の間から、遠くを示して言った。

「篝かがり火びが揺ゆれていますよ」

「海辺の城は、沖を航海する船の目印になるように、篝火を焚たくそうだよ」

　ラウルもジュリアスと並んで、遠くに揺れている火を見つめた。

「こんな国境近くに城があるなんて、知らなかったな」

　ラウルの言葉どおり、橋を渡っただけなのに、隣国となると誰もこの辺りのことを知らない。城があるということは、貴族である領主がいるのだ。ハッシュウィルでは比較的暖かいこの地に住む領主とは、いったいどんな人物なのかと、焚き火を囲かこんで皆はそれぞれの思いに沈む。

　そのときマリスは、何かを感じた。

　どう説明しようもない、不思議な感覚に囚とらわれたのだ。

　けれど現実的でないことを口にするのは恥はずかしくて、そのまま黙だまって、焚き火を見つめていた。
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　ミーナ王女が消えてしまった。侍じ従じゆうがマリカの部屋まで捜さがしに来たが、当然、ここになどいるはずはない。

　捜すのを手伝ってくれと言われたが、マリカは驚おどろきのあまりすぐに断り、部屋に籠こもって震ふるえていた。

「おかしいわ……何で、あの人は逃げられたのかしら。ドレスだけが残っていたなんて、もしかしたら彼女は、最初から幽ゆう霊れい……」

　あまりの怖さに、マリカはベッドの上に這はい上がり、毛布にくるまって神に祈る。

　もし幽霊でなかったとしても、冷たい海に飛び込んで、すでに儚はかなくなってしまったかもしれない。

「病気だからってずっと寝かせていたけれど、もっと話し相手になってあげればよかったのかしら。そうすれば、海に飛び込んだりしなかったかもしれないのに」

　自分のせいで、預あずかっていた病人を死なせてしまった。そんな自責の念に、マリカは苦しめられていた。

　けれど苦しみの中でも、銀色の髪をしたカイルの姿が脳のう裏りにちらついた。

　同じような髪の色をしていても、イアンと全まつたく違う。いきなり腕を摑つかんでくるなんて、思ってもいなかった。

　あのときの動どう揺ようが、今もまだ尾を引いている。

「ここから連れ出すなんて……」

　もう六年もこの城にいるのに、今更どこに行けというのだ。

　幼おさない頃の記憶は残っていない。気がついたらこの城で、年とし寄よりの女に世話をされていた。女は口が利きけないのか、何も喋しやべらない。ただ起き上がれないほどの病気だったマリカの介護をしてくれ、元気になった後も日常の世話をしてくれただけだ。

　一年が過ぎて元気になった頃、初めてイアンに会った。イアンはマリカが、海岸に倒れていたのを助けたんだと教えてくれた。そして帰る場所がないなら、ずっとここにいてもいいと言ってくれたのだ。

　イアンとマリカの世話をしてくれていた女は、年老いて亡なくなってしまった。それからは代わってマリカが、イアンの世話をすることになった。それだけで養ってくれているのにはとても感謝しているが、不思議に思うこともある。

　過去の記憶はないけれど、若い男というものは、女に対して不ふ埒らちなことをするものだという知識だけは失っていなかったから、イアンがマリカに何もしないのが不思議だった。

　イアンは欲望などに支配されない、崇すう高こうな魂たましいの持ち主なのだ。そんなイアンにとって、所しよ詮せん、マリカは海岸で拾ひろった侍女でしかない。それ以上の感情など、持ってくれてはいないのだと思えば納得できるが、やはり少し寂さびしい。

　だからといって、イアンに愛されたいのかというと微び妙みようだ。

　恋をするのには、ときめきが必要なのだろうが、イアンには何も感じない。優やさしくしてあげたいとは思うが、激はげしく愛するという気持ちとは遠かった。

「おかしいわ。伯はく爵しやく様を見ていても、あんなに動揺したことなんてないのに」

　マリカは枕まくらの下から、綺き麗れいな布に包まれたものを取り出す。布を開くと、中身は今にもバラバラになってしまいそうな、古びた本だった。

　泥水に濡ぬれたのか、ところどころに染みが広がっている。以前は綺麗な彩色をされていたのだろうが、今ではすっかり色いろ褪あせていた。

　それでもマリカにとって、これは唯ゆい一いつの宝物だった。なぜならこの本は、記憶を失ったマリカが、それでも離さずに抱かかえていた唯一のものだったからだ。

　すでに文字もかすれているが、そんなことは苦でもない。文字を追わなくても、内容がすらすらと口から出てくるほど、読み込んでいたからだ。

　古いにしえの恋物語が四つ書かれていた。騎き士しと姫、王子と姫、王と姫、そして最後が、魔法使いと姫という組み合わせだ。

　カイルの顔立ちは、その魔法使いの挿さし絵えに似ている。いや、もっと似ている誰だれかがいたような気がして、マリカは一瞬、ぼうっとなっていた。

　よく手入れされた美しい庭を、そこにもっとも相応ふさわしい美しい少年二人が駆かけ回っている。一人の髪は金色で、もう一人は黒かった。

　私と同じ黒い髪、優しそうで素す敵てきな少年だと思い出したとき、その少年二人の顔立ちが、どこかカイルに似ていると思った。

「あれは……誰なのかしら」

　物語にもそんな二人の少年は出てこないから、これは本当の記憶ではないかとマリカは戸と惑まどう。

　そんなときに誰かが扉とびらを叩たたいた。マリカは慌あわてて本を、枕の下に隠かくし入れる。それと同時に、扉が遠慮がちに開かれた。

「部屋にまで押しかけてごめんなさい。だけど、もう時間がなくて」

　カイルがそこにいた。今、カイルのことを考えていたなんて知られたくなくて、マリカはわざと視線を逸そらす。

「伯爵夫人は、都の別べつ邸ていに戻ると言ってます。それで同行させられることになってしまって、もうここにはいられなくなりました」

「そうなんですか……まだ、ゴシュラムの姫君は見つかっていないのでしょう？」

　ゴシュラムの王女と思い込んでいるミーナは、伯爵夫人が知人の貴族から預かったのかもしれない。 だとしたら、いなくなってしまって伯爵夫人は慌てているはずだ。なのに早々に都の別邸に戻るという。

　ミーナの命が軽んじられているようで、マリカは気の毒どくに思った。

「心配しないで。彼女なら生きています」

　そこでカイルは、懐ふところからイタチを取り出して見せた。

「魔法を使って、助け出しました。ゴシュラムの人間に会えたら、元の姿に戻してあげますよ」

「おかしなことをおっしゃるのね？　では、あなたは魔法使いなの？」

「そう……あまり大きなことはできない魔法使いです。いずれ、あなたの記憶も呼び戻してあげますから」

　カイルが近づいてくると、マリカの脳裏に、鮮あざややかな花が咲き乱れる庭園が浮かんだ。

「駄だ目め……それ以上、近寄らないで」

「怖がらせてしまってごめんなさい。お願いがあるんです」

「……」

　優しい声で話し掛けてくれる黒い髪の少年と、カイルの姿が一瞬重なった。

『お願いがあるんです。手紙を書いてもいいですか？』

　手紙の束たばが、どこかにあったはずだ。それを思わず探そうとしてしまったマリカは、じっと自分を見つめるカイルに気付いて、曖あい昧まいな笑顔を向けた。

「お願いって、何でしょう？」

「もしゴシュラムの人間がここを訪れたら、ミーナ王女は神といると伝えてください。ですが、できればイアンには、私がこんなことを口にしたなど、知られたくはありません」

「ゴシュラムの人間？　本当に彼女は、ゴシュラムの人なのですか？」

「今はまだ、いろいろなことを知らないほうがいい。あなたは噓うその吐つけない人だから、イアンに気付かれると面倒だ。だけど、必ず迎えに来ますから」

「でも、帰るところもわからないんです」

　カイルといると、ますます庭の様子が鮮明になってくる。けれどそこがどこなのかはわからない。

「レディ・マリカは、ここにどれぐらいいるんですか？」

「たしか……六年になると思います」

「えっ、六年も？」

「はい……」

　庭には木で作られた迷路がある。そこを走っている幼い自分の姿がちらついた。

「六年前か。それを手がかりに、あなたの身内を捜し出します。他に何か、持っていたものとかありますか？」

「えっ……」

　枕の下に本がある。けれどあれは、以前から持っていたものなのか確信がなかった。

「いいえ……何も。着ていたものはぼろぼろで、とうに処分してしまいました」

　ここに来たばかりの頃は、今からは想像もつかないほど痩やせていた。たとえ昔を知っていた人に会えても、今のマリカではわからないのではないだろうか。

「そうか……でも諦あきらめないから安心して。鳥や獣けものがあなたの元を訪れるかもしれないけど、どうか恐おそれないでください」

「不思議なことばかりおっしゃるのね」

　カイルの懐から、またイタチが顔を出している。何だかそれが本当にミーナの変身した姿のように思えてきた。

　マリカは怖こわ々ごわと手を伸ばして、イタチの頭を撫なでてみた。するとイタチは、嬉うれしそうに頭を揺ゆすってみせる。

「ミーナ様、あなたなの？」

　そんなはずはないと思いたいけれど、マリカはここしか世界を知らない。この城を出た先には、そんな奇跡が当然のように行える世界があるのかもしれない。

「イアンには注意して。どうか……運命に負けない勇気を持ってください」

　カイルとは初めて会ったというのに、そんな気がしない。どこかで会っているような気がしてきた。けれど思い出そうとし続けると、マリカは頭痛を感じてしまい、それ以上考えることはできなくなってしまった。

　そのままカイルは、静かに去っていく。軽々とした身のこなしは、まだ少年のようにも見えた。

「魔法使いのカイル様……また、会えるのかしら」

　次に会ったときには、マリカも何かの獣に姿を変えられて、ここから連れ出されるのだろうか。あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな考えだったが、静かに暮くらすことに慣なれたマリカには、新鮮な楽しみとなった。
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　ミーナを逃がしたことで、イライザは本気で腹を立てたようだ。そのためなのか、まだよく知りもしないのに、カイルをイアンとして、王に謁えつ見けんさせるつもりになっていた。

　そのために、急いで都の別べつ邸ていに戻るという。

『本当にいいの？　わたしがハッシュウィルの貴族になっちゃうわよ』

『いいさ。ハッシュウィルの王は、危険じゃない。それより、イライザの支持者を知りたい。一人で行動をしているわりに、していることが大胆だ』

　厨ちゆう房ぼうに寄よって、パンを大量に貰もらった。それを慌あわただしく齧かじりながら、ミーナはイライザが待つ馬車のところに走る。

　イアンはもう見送りにもこない。自分が見捨てられたと強く感じて、ふさぎ込んでいるのだろうか。

「何してるんだい」

　すでに馬車に乗り込んだイライザは、苛いら々いらした様子でミーナに怒ど鳴なる。

「すいません、腹が減ってるので、厨房でパンを貰ってきました」

「ふん、毒どくが入っていても知らないよ」

「大だい丈じよう夫ぶです。特別、丈夫にできてるから」

　神様を宿している限り、危険は自然と回避できる。それよりミーナが心配なのは、自分がイアンとして王に謁見した後、どうなってしまうのかだった。

　ぽろぽろと零こぼれるパン屑くずを、イタチが巧たくみに拾ひろってくれる。その様子を見たイライザは、うんざりした様子で顔をしかめた。

「おかしな男だ。獣けものに好かれるみたいだね」

「まあ、そうです。だけど伯はく爵しやく夫人、おれは、あの人の代役なんて自信がありません」

「いいさ、小こ綺ぎ麗れいな格かつ好こうをして、にこにこ笑っていりゃ貴族に見える。貴族なんて、実際、たいしたことのない人間ばかりだ」

「でも、捜さがさなくていいんですか？　誰だれかがいなくなったみたいだけど、見つかってないんでしょ？」

　ミーナが乗った途と端たんに、馬車はもう走りだしていた。辺りはすっかり暗くなり、ミーナは黒くろ騎き士しを捜し回っていた、夜の街道の不気味さを思い出していた。

「どうせ……どこかに隠かくしているんだろう。後で誰か送って、探さぐらせるからいい」

「あの人は、女の子を集める趣味でもあるんですか？」

　ミーナの質問に、イライザは本気でおかしそうに笑いだす。

「そうだな。可か哀わい相そうに……結ばれることはないのに、側そばに置いておきたいんだろう」

「黒髪の綺麗な人は、どこから連れてきたんですか？」

「さあな……海からでも拾ってきたんだろう」

　イライザだったら知っている。そう思って返事を待ったが、さすがにイライザも、マリカのことまでは口にしなかった。

「何か訊きかれたら、海辺の城で隠れて暮くらしていたと言えばいい。そのせいで何も知らないことが、不自然でなくなる」

　突然イライザは、イアンのふりをするために必要なことを教えてくれ始めた。

「父親は、先王のアタカン。母親はミズリー、銀色の髪の美女だったが、おまえを産んで亡くなった」

「別に誰になってもいいですけど、おれが王様になったら、伯爵夫人を裏切るとか思わないんですか？」

「はっ？」

　正直に思ったまま訊たずねただけだ。なのに、イライザにバカにされてしまった。

「誰が王になったって、変わりはないんだ。生きていたかったら、おかしな欲は持たないことだね」

「用済みになったら、消されるのかな」

「大人おとなしくしていれば、いい思いをしていられるさ。王位に就ついたら、真っ先にどこかの姫君と婚こん姻いんして、跡あと継つぎを作ればいい」

　上う手まく王子でも生まれたら、その数年後には消される運命なのだろう。それがわかっていても、カイルという若者だったら話に乗るのだろうか。

『ここは、上手く話を合わせるしかないんでしょ？』

『ん、ううん。しかし、まずいパンだな。栄養的には、繊せん維い質しつも多いし胚はい芽がも入っていて、申し分はないんだが』

『神様……また食べ物の話？』

『ああ、すまない。ま、王子だって名乗りを上げれば、旨うまいものが食えて、綺麗な衣装を着て、暖かなベッドで眠れるってことだ』

　それだけのために、命を懸かけてしまう若者がいるのは事実だ。ミーナはもし自分がカイルだったら、この降ふって湧わいたような幸福に、上手く乗ろうとするだろうと思った。

『そうだよ、姫ちゃん、大分賢かしこくなってきたな』

『だってカイルになっただけじゃなく、今度はイアンになるのよ。一人で何人分もやらないといけないのだもの』

『大変だけど、姫ちゃんは楽しんでる』

『そうね……不ふ謹きん慎しんだけど、楽しんでいるかもしれない』

　両親や兄たちが心配しているのはわかるが、それでもこうして自由の身になると、これまで知らなかった世界を知ることで興奮してしまう。

「おまえの親は、何をしていたんだ？」

　眠っていたかと思ったイライザが、突然訊いてくる。するとミーナではなく、神様が用意した答えを口にした。

「貴族の邸やしき専門の泥どろ棒ぼう」

「で、武術は誰に習った？」

「酔よっぱらいの元騎士。酒を奢おごると、何でも教えてくれたよ」

「おまえはハッシュウィルの人間か？」

「親はそうだけど、戦いくさの後、ハッシュウィルは貧しいからゴシュラムに逃げたんだ」

　黒騎士に対しても、同じようなことをカイルは言っていた。あくまでも設定だったけれど、現実にいないはずのカイルという若者に対して、そんな生い立ちでは気の毒にと同情してしまった。

「おれだって、本当は誰かに認められたいんだよ。修行して、武術大会に出て、騎士になろうかとも思ったけど」

「そんなことをしても無む駄だだ。戦でもなければ、騎士は出世しない。せいぜい、城の番兵になるのがいいとこさ」

「そうだろうな……伯爵夫人は、戦を知ってる？」

　そんな質問には答えないかと思ったが、イライザは目を閉じたまま答えた。

「ああ……最高で、最悪の戦を知ってる」

　そこでミーナは、そっとイライザの手に触れた。すると銀色の髪を靡なびかせて、馬を駆かるイライザの姿が浮かんできた。

　その前には、同じように銀色の髪をした男がいる。

「敵の目を眩くらませるために、ハイル陛へい下かと揃そろいの甲かつ冑ちゆうを纏まとっていた。馬も同じような毛色で揃えていたのさ」

　突然、銀色の髪をした少女の姿が浮かんできた。粗そ末まつな服を着て、汚よごれた顔をしている。少女は両手を縛しばられ、王の前に引き出されていた。

『綺麗な顔をしている。湯で洗ってから、寝室に連れてこい』

　何をされるのかと恐怖に震ふるえていたら、少し年上の若者が声を掛けてきた。

『その娘は、私にいただけませんか？　私によく似ているので、影武者にしたい』

『そんなものが必要なほど、危険だとでも言いたいのか？』

『父上は、愛あい妾しようなら何人もお持ちでしょう？　その娘は、盗とう賊ぞくです。下へ手たをしたら、命まで盗ぬすまれますよ』

　そこでイライザの記憶は、さらに昔に遡さかのぼる。パン一つのために、初めて人を傷つけた日のことを思い出していた。

「よさないか。おまえに触られると、おかしなことまで思い出す」

　そこでイライザは、邪じや険けんにミーナの手を振り払った。

「あたしも……盗ぬす人つとさ。最初は、パンを盗んだ。そして今は、国を盗もうとしている」

「国じゃ大きいね。一人では運べないよね？」

「ああ、そうさ。だから……仲間を作る。おまえみたいな若造でも、少しは役に立つのさ」

　役に立つと言われても喜よろこべない。イライザは自分の目的、王位を奪うばうためには、これからも何人もの命を犠ぎ牲せいにしていくつもりなのだろう。

　綺麗なドレスは皺しわになり、イライザはとても疲れた様子で馬車の座席に身を沈めていた。そんな姿を見ていると、哀あわれみを感じる。

　国を奪ったところで、イライザは決して幸せになれない。

　本当に欲しいものは、とうに失っているのだ。

　ただ復ふく讐しゆう心だけで、イライザはこの世界を駆け抜けている。

　そこまで考えると、ミーナは神様もまた悲しんでいることを知った。負の連れん鎖さを生んでしまったのは、自分のせいだと思っているのだ。

『無む謀ぼうな計画を止めればいいのよ』

『そうだな。犠牲は少なく……平へい和わ裏りに解決したいもんだ』

『そのために、わたしを呼んでくれたんでしょ？』

『ああ……姫ちゃん、腕があったら、抱きしめてあげたい気分だよ』

　そこでミーナは、自分の腕で自分を抱きしめた。けれど柔らかなふくらみはなくて、引き締まった硬かたい胸があるだけだった。
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　ハッシュウィルの都では、王城を取り囲むようにして貴族の邸てい宅たくが建ち並んでいた。その外はずれのほうに、ヒョードル伯はく爵しやくの別邸はあった。

　イライザは貴族になったものの、豪ごう奢しやな暮くらしには興味がないらしい。別邸は思っていたより質しつ素そな造りで、煌きらびやかな調ちよう度ど品ひんなども置かれていなかった。

　もっとも、そんなものを置いていたら、仲間と称して出入りする男たちに、盗ぬすまれてしまう可能性がある。到着してまず驚いたのは、怪あやしげな男たちが何人もいたことだった。

『覚おぼえてるわ。黒くろ騎き士し様とわたしを襲おそった男がいる』

　皆みな、イライザと同じ歳くらいのようだ。若いとはいえない年齢の、癖くせのありそうな男たちがミーナを出迎える。そのうちの一人が、イライザに向かって叫さけんでいた。

「何だ、この若造は？　黒騎士と一緒にいたやつじゃないか」

「そうだっけ？　バルト、この男が、イアン・ヒョードルだよ」

「そんなやつは信用できねぇ。ゴシュラムの密みつ偵ていじゃないのか」

　鋭するどい指し摘てきに、ミーナは内心冷や汗ものだったが、こんな反応は予想していたのだろう。神様はとても落ち着いている。

「どうも、イアン・ヒョードル准じゆん伯爵です。君はバルト？」

　いかにも貴族らしく、鷹おう揚ように挨あい拶さつまでしてしまった。

「何が准伯爵だ。イライザ、銀色の髪の男となると、おまえの頭の中には花が咲いちまうようだな」

　憎にく々にくしげに言われて、ミーナは苦にが笑わらいするしかない。

『これって、嫉しつ妬とされているんだと思うけど、違う？』

『そうみたいだな。相手がイライザじゃ、報むくわれないだろうに』

　神様もにやにや笑っているようだ。ミーナと神様がそんな感想を抱いだいて見ているとも知らず、バルトはミーナを指差して言った。

「いいか、若造。その顔と髪で、イライザを引っかけたなんて自うぬ惚ぼれるな。これまで何人も、おまえと同じような男がやってきて、そして消えていった。身の程ってやつをわきまえないと、おまえもそうなる」

「……消えていったって」

「言葉のとおりさ」

　にやっとバルトに笑われて、ミーナはぞっとした。

『気に入らないことがあると、イライザはすぐに相手を殺してしまうみたいだな』

『これ以上、どうご機き嫌げん取りすればいいの？』

　ミーナが震ふるえ上がると、バルトの溜りゆう飲いんは少しだけ下がったらしい。もうそれ以上、執しつ拗ように嫌いやみを言うことはなくなった。

「本物が使えれば、あたしだって苦労はしないさ。あの子、病やまいが進んじまって、頭の中までやられちまってる」

　そう言いながら、イライザは男たちが見ている前で、平気でドレスを脱ぬぎ始める。思わず見てしまったのは、それはあまりにもレディとしてはしたないだろうと心配してだ。

　バルトにぎろっと睨にらまれてしまったので、慌あわてて目を逸そらしたが、その体に無数の傷跡があるのを見てしまった。

「自分の体で、毒どくを試したりするからだ。あいつ、もう長くないんじゃないか？」

　バルトに言われて、イライザは考え込むような顔をする。本当にイアンは、もう生きられないのではないかと思っているのだろうか。

　そこに衣装を携たずさえた男が入ってきた。その顔を見て、ミーナは思わず叫びそうになった。

　ミーナを城から連れ去った、ガルツと名乗っていた被ひ服ふく省しようの男だ。ガルツは恭うやうやしく、イライザに男物の動きやすそうな衣服を差し出している。

「だからこそ、替かえ玉だまが必要なんだよ。ガルツ、このぼうやを、お貴族様に見えるようにしてやっておくれ」

　命じられたガルツはミーナの側そばに寄よってくると、いきなり体を触さわり始めた。

『この男、わたしの顔の上に、使い古したコルセットを置いたのよ』

『そうか……ま、許してやれ。息が詰つまったら、死んでたんだから』

『臭くさい古着の中に、わたしを埋めて運んだの。この男のせいで、ゴシュラムも大変なことになってるのよ』

　悪臭の記憶が蘇よみがえり、怒りが溢あふれたミーナは、思わずガルツのことを殴なぐっていた。ミーナの拳こぶしは見事に鼻に当たり、ガルツは鼻を押さえて呻うめいている。

「伯爵様は見かけによらず、気が荒あらいようだな」

　バルトに笑われたが、ミーナは毅き然ぜんと言い放った。

「私に触れるときは、断ことわりたまえ。私は、いずれ王になる身なのだから」

　それを見ていたイライザは、嬉うれしそうに笑いだす。

「いいじゃないか。上う手まいもんだ、いかにも貴族のぼっちゃんらしい」

「伯爵夫人、いや、母上、お褒ほめにあずかり恐縮です」

　そこでミーナは、優ゆう雅がに腰を折って礼をした。

「ガルツ、その活いきのいいぼっちゃんに、貴族らしさを教えてやりな」

　男の形なりをしてしまうと、もうイライザはとても伯爵夫人には見えない。どう見ても逞たくましい女盗とう賊ぞくだ。そんなイライザの命令に、男たちは誰だれも逆さからえないようだ。

「ぼっちゃん、いきなり殴るのはよしてくれ。別におかしなことするつもりじゃないんだからよ。体の大きさを測はかって、ちょうどいい衣装を選んでくるから」

「許す。よきに計らえ」

「あのな、そんなのは年寄りの王様が言うことだ。若い貴族は、もっと普通でいいんだよ」

　ミーナはそこで大人おとなしく、ガルツが体を測るのを許した。

『誰も、わたしが女だと疑うたがわない』

『俺が、完かん璧ぺきに姿を変えてやっているからさ』

『だけど、やっぱり自由じゃないわ。イアンに囚とらわれ、次はイライザに囚われている』

『もう少しだ。イライザの仲間を調べ上げたら、それをハッシュウィルの王に進言する。それで今回の俺たちの役目は終わりにしよう』

　こうしている間も、皆は心配してミーナのことを捜さがしているだろう。できればあの城に寄って、マリカに会ってくれればいいと思うが、そう上手くいくだろうか。

「母上、そろそろ腹が減ったんだけど」

　体を計り終えると、ミーナは早さつ速そく催さい促そくした。けれどこの邸やしきの様子からしたら、貴族とはいえ美食などはありつけそうにない。

「馬車に乗ってる間、ずっと食べていたじゃないか？　なのに、まだ腹が減ってるのか？」

「あんなぼそぼそしたパンじゃなくて、もう少し、こう、何かおいしそうなもの」

「しようがないね。だけど、待ってな。客が来るから、そのときにはましなものを食べさせてやるよ」

「客？　それまで待ってるくらいなら、料理を手伝うよ」

　ついでにこの別邸の中を探さぐってみたい。そう思ったけれど、すんなりと許可は下りなかった。

「ぼっちゃんは、料理人の真ま似ねなんてしなくていい。ガルツ、腹を減らしているとうるさいから、リンゴとチーズでも齧かじらせておきな」

「全まつたく、人使いの荒いぼっちゃんだ。リンゴとチーズ、まるで鼠ねずみだな」

　自分が呼ばれたと思ったのか、イタチがまた顔を出している。どうやら一度でも神様に寄き生せいされた生き物は、頭がとてもよくなるらしい。

『わたしも、神様のおかげで少しは利り口こうになったかしら』

『そうだな。だけど利口になった分、元の暮らしに戻ったとき、物足りなさを感じるようになるかもしれない』

『お母様もそうだった？』

　かつてこの神様と共に、祖国を取り戻すために戦った母のことを、ミーナは思った。

『いや、シーナは自分から進んで楽しいことを探していたから、退たい屈くつなんてしなかっただろう』

『だったらわたしも、そうなればいいのね』

　けれどこんな刺激的な日々は、二度とやってはこないだろう。だからといって、今を楽しめるような状況ではなかった。

　神様と一緒とはいえ、ミーナは敵地のど真ん中にいるのだ。ここでは毒薬を塗ぬった短剣は飛んでこないが、油断すると気の荒い男たちの餌え食じきになってしまう。

「カイル……いや、イアン。夜になったら大切な客がくる。おまえはただ、笑って座っているだけでいい」

　その大切な客が誰かわかったら、早々にこの別邸からも逃げだそうとミーナは思う。死んだと思われていたら、やはり嫌だった。

「何かおいしいものが食べられるなら、ずっと笑ってられるよ」

　神様がいると、食欲は倍以上だ。けれど食べないと、この姿を維い持じするのも難しい。

「わかった。本当に大食いなんだから、困ったものだな」

　むしろ大食いであることを、イライザは喜よろこんでいる。それは本物のイアンが、ほとんど食事も摂とらずに、痩やせていくばかりだからだ。

『イライザは、イアンに対して、少しでも愛情があるのかしら？』

『それは難しい質問だな。愛人として？　それとも息むす子ことして、愛情があるのかってことだろ？』

『愛人のはずないわ。だって、赤ん坊の頃から、面倒見てきたのよ』

『イライザが育てたわけじゃない。金は払ったかもしれないが、世話をしたのは他の人間だ。利用するために育てたんだからな』

　あんな毒薬王子に同情などしてはいけないと思うが、両親に愛されて育ったミーナは、つい気の毒に思ってしまった。

『この土地も以前はもっと貧しかった。食物が少なくて、最低限の生活しかできなかったんだ。なのに、あるとき突然、鉄と石せき炭たんを彼らは手に入れた。それが富と武器をもたらしたのさ』

『えっ？』

『そう、その鉄と石炭の知識も、俺が与えたものだ。鉄で作って欲しかったのは、日常の道具だ。武器じゃない……なのに人は、結局は武器を進化させちまう』

　神様がやってきたはるか昔、まだ国は今のように分かれていなかった。そんな中、粗そ末まつな鉄器しか持っていなかった人間に、神様はより精せい錬れんされた鉄の作り方を教えてしまった。するとよりよい鉄と石炭を求めて、長いときをかけて、この地に人々が移動してきたのだということだ。

『鉄鉱石や石炭を掘り出す過程で、宝石も見つかった。それでハッシュウィルの王族は、ますます富を蓄たくわえたが、残念なことにそれを民に平等に与えるような優やさしさはなかったみたいだな』

『神様は何でも知っているのね』

　ミーナが感心すると、神様は苦笑したようだ。

『いや、何百年も眠っていたから、その間のことは後から仕入れた知識ってやつさ』

　ふとミーナは、視線を感じて顔を向けた。するとイライザが、不思議そうな顔をしてミーナを見ている。

「何で、いつもそうやって、遠くを見てるんだい？　おまえも、頭がおかしいのか？」

　神様とは普通に会話しているが、よく考えたら、自分の脳内だけでの会話だ。傍はたから見たら、おかしく見えるだろう。

「ずっと一人で暮らしてきたから、自分と話す癖がついてるんだ」

　咄とつ嗟さに言い訳をしたが、イライザは何かを考えている顔つきになった。

『まずい……俺のことを思い出したかな』

　イライザはハイルといる間に、ウラルのおかしな神の存在を知ったはずだ。戦いくさの後、神は姿を消したが、また現れたのかと疑いだす可能性はある。

「今度からは、ちゃんと話すよ。ところで、今夜はどんなご馳ち走そう？　いい客には、いい料理を出すんだろ？」

　とりあえず誤ご魔ま化かしたら、イライザはそれ以上疑うのをやめてくれたようだ。

「体を洗って、着替えな。いいかい、客が高価な宝飾品とか持っていても、手を出すんじゃないよ」

「わかってるよ」

『やつらは勘かんが鋭いから、気をつけないとな』

　いずれにしても、一刻も早くここから抜け出すべきだ。ここにいて安全ということは、決してないのだから。
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　ミーナを捜さがして、ついにジュリアも生まれて初めてハッシュウィルの都までやってきてしまった。都といっても華はなやいだ印象がないのは、今の国王が質しつ素そや倹けん約やくを勧すすめているからだろう。

　この都のどこかに、ミーナはいるのだろうか。ゴシュラムにはあまりいない、銀色の髪を見つけるとつい視線が向いてしまう。ジュリアとしては、神様がとうにミーナを助け出したと思っているが、それについて詳くわしく説明できないのが心苦しい。

　なぜ、ミーナとエバンズが出会ったのかについて、ラウルやマリスから何度も訊たずねられたが、まさか本当のことを話すわけにはいかないだろう。

　王女ともあろう者が、たとえ男に姿を変えていたとはいえ、若い騎き士しと何日か一つの部屋で過ごしたのだ。

　エバンズにも、従者にしていたカイルの正体が、実は神様を宿したミーナだったなんて、とても説明することはできなかった。

　姿を変えられるのだったら、さっさと逃げ出してくればいい。もしかしたら、もうゴシュラムに戻っているだろうか。戻ったなら、ミーナの父のゴート王は、早はや馬うまを出させて二人の王子をすぐに危険な旅から呼び戻すはずだ。

　迎えは来ない。と、いうことはまだミーナは戻っていないのだ。

　では神様も、ミーナを助け出せなかったということだろうか。

「あまり考え込まないほうがいい」

　馬を並べていたクラウドが、ぼそっと呟つぶやく。無口なクラウドに慰なぐさめられてしまうくらいだから、ジュリアは余よ程ほど落ち込んで見えるのだろう。

　事実、この旅の間に、気持ちはどんどん沈んでいくばかりだ。

　このままでは、母のように完かん璧ぺきな騎士になれそうもない。ミーナを守りきれなかったことで、後こう悔かいばかりしている。

「ぼんやりするな。国軍の兵だ」

　クラウドに言われて、ジュリアははっとして顔を上げる。

　都に来るまで、兵に出会うことはなかったが、ここにきてやっとハッシュウィルの兵たちも、武装した騎士の集団に気付いたのだろう。

「見慣れぬ一団だが、通行証か身分を明記したものをご提示願いたい」

　隊長らしき男は、やはりエバンズが一番年長に見えるのか、エバンズの前に出て訊ねてきた。するとマリスが、横から出てきて自みずから伝えた。

「ゴシュラムの王子、マリスとラウルだ。今回は、我が国の武術大会にアレク殿でん下かの出場を願ったが、叶かなわなかったので、親善試合の申し込みにきた。ここに、ゴシュラム王の親しん書しよもある」

「……では、城にお連れしますが」

　マリスの言葉を、兵がそのまま信じた様子はない。ジュリアたち六人の前後を、兵の乗る馬が見張る形で、そのまま城に向かって進み始めた。

　兵たちの着ているものや、腰から提さげている剣はバラバラだ。ゴシュラムのように、常に新しいものを支給されることもないから、古いものをそのまま使っているのだ。

　こういったことが、不満に繋つながったりするのだろうか。かつてのハッシュウィル軍の華々しさを知っている者からしたら、やはり不満に思いそうだ。

　城に到着すると、中庭でしばらく待たされた。親書が本物かどうか、慌あわてて調べているのだろうが、それにしても刻ときがかかる。

　馬には水をくれたが、人には何も出されない。ただ大人おとなしく待っていろということらしいが、そうしている間も兵の監かん視しは続いていた。

「俺と親善試合をしたいって？　おかしなことを言うやつらだな」

　やっと聞こえてきたのは、大きなはっきりとよく通る声だった。続いて大おお柄がらな、茶色の髪をした男の姿が見えてきた。

「あれが皇こう太たい子しなのかな？」

　ジュリアスが不安そうに、ジュリアの手を握にぎる。これまでずっと軟なん弱じやく者ものだと思ってきた弟だが、今回はよく付いてきたと褒ほめるべきだろう。ここまで弱よわ音ねも吐はかなかっただけでも偉えらい。

「えっ、武装しているなんて言われたが、女と子供も混じっているじゃないか」

　どうやらこの皇太子は、話すときに気を遣つかうということはしないらしい。近づいてきて挨あい拶さつをするのかと思ったら、いきなりジュリアの前に立ってじっと見つめてきた。

「同じような赤い髪だ。姉きよう弟だいなのか？」

「は……はい」

　何となく他の四人の男たちは、二人を守るように取り囲かこむ。それに気付いたアレクは、照れたように笑った。












「俺が皇太子のアレクだ。ゴシュラムでは、女や子供でも武術大会に出られるようだな。この国には、そういう華やかな楽しみがなくてつまらん」

　アレクは他の四人を全まつたく見ていない。ひたすらジュリアばかりを見ている。さすがにそれはまずいと思ったのか、マリスが前に立ち塞ふさがってくれた。

「ゴシュラムの王子、マリスとラウルです」

　続けてラウルも、マリスと並んで立った。おかげでジュリアは、どうにかアレクの視線から逃のがれることができた。

「ああ、どうも。俺と試合したいって？　それでわざわざ、こんな処ところまで来たのか？」

「実は……力を借りたいことがあって。ですが、ここでは話すことは控ひかえたいのですが」

　マリスがせっかく声を潜ひそめたのに、アレクはまた大声で応こたえている。

「俺の力を借りたい？　ゴシュラムの王子だろ？　何で？　貴き殿でんらだったら、何でも思いのままじゃないか」

「いえ……かなり複雑なことが持ち上がり……」

「へーっ、ゴシュラムの王子でも手に余あまるようなことがあるんだ」

　どうやらアレクは、社交というものを学んでこなかったらしい。大らかとでもいうべきだろうが、マリスには対応が難しそうな相手だ。そこですかさずラウルが、親しげにアレクに近づいていった。

「アレク殿下、僕たちにとっても、こんな思い切った旅は初めてなんです。僕らは大だい丈じよう夫ぶだけど、できたら、レディと少年を休ませてあげたいんですが」

「ああ、そうだな。だけどレディなのに、武術大会に出たのか？」

「ジュリアはああ見えて、弓矢の名手ですよ。滅めつ多たに的を外はずしません」

「それは、ぜひ見たいな」

　さらにラウルはアレクに近づき、ついには肩に手を乗せてしまった。

「アレク殿下が、ゴシュラムの武術大会に出てくれたらなって、みんな思ってたんですよ。だけど、いろいろと事情があるでしょうから」

「そうなんだ。そういう華やかな催もよおしを、父上は嫌うから」

　やはりどうしてもアレクの関心は、ジュリアにばかり向けられてしまうらしい。せっかくラウルが間に入って、それとなく距離を作ろうとしても無む駄だで、アレクは自然とジュリアに近づいていた。

「それじゃ、中に入って休むといい。そうだ、レディ、まだ名前を訊きいていなかった」

「……え……」

　ともかく答えろと、ラウルが体を使って示す。そこでジュリアは、仕方なく名乗った。

「ジュリア・サビルです。彼は、弟のジュリアス。マリス殿下、ラウル殿下、それに本年の武術大会の優勝者オーガスト卿きようと、我が国最高の治ち療りよう師しのクラウドです」

　どうせなら、皆みなのことまで紹介しようと思ったが、アレクはジュリアの名前以外、たいして興味もなさそうだった。

「レディ・ジュリアか。いい名前だ。今夜は、来訪を祝しゆくして宴うたげを開こう。レディ、まさか馬にドレスを括くくり付けてはいないよな」

「……いえ、私は……」

「侍じ従じゆう長ちよう、ただちに客人に部屋の用意を。それとレディに相応ふさわしい衣装を、用意しろ」

　そうじゃない。本来の目的は、攫さらわれたミーナの救出のために助けが必要だから来たのだ。宴など開いて浮かれている場合ではなかった。

　緊張した面おも持もちで六人を取り囲かこんでいた兵たちも、剣を持つ手から力を抜いている。それと同時に、侍従たちがわらわらとやってきて、迎げい賓ひん館かんへの案内を開始した。

「マリス殿下、こんなことをしている場合ではないです。すぐに事情を話して、捜そう索さく隊たいを出してもらいましょう」

　焦あせるジュリアに、マリスではなくラウルが答えた。

「落ち着け、ジュリア。いきなりレディ扱いされて不本意なのはわかるけど、君の強さを知らない人たちから見たら、君はとても美しいレディにしか見えないんだよ」

「そんなことは、もうどうでもいいです。あたしたちは、何のためにここまで来たのですか？　ミーナ様を捜すためでしょ？」

「それはわかってるけど、ここで事を荒あら立だてて、殿下の機き嫌げんを損そこねてしまったら、その後が上う手まくいかないだろ？」

「そんなこと言うなんて、ラウル殿下らしくありません……」

　いつものラウルだったら、ここで大おお騒さわぎにしてしまい、さっさと捜索隊を組織してもらうだろう。なのにまるでマリスのように、慎しん重ちように行動しているのがジュリアには理解できない。

「ジュリア……」

　ラウルは近づいてくると、耳元に顔を寄せて囁ささやいた。

「アレク殿下は、とても女性が好きらしい。それは……感じるだろ？」

「……はい……」

　こんなときは、自分が女であることが心底嫌いやになる。ジュリアとしては、自分はミーナの第一騎士だと思っているからだ。

　王おう妃ひの第一騎士である母は、女であるからと軽んじられたことはない。誰だれもが母のレディ騎士には、敬意を表した。

　まだ若いからと、軽くあしらわれるのには納得する。けれど女だからという理由で、騎士でいるより美しく着飾って、ダンスの相手でもしていろと言われるのは嫌だった。

「どうやらアレク殿下は、祖父のアタカン王に似てしまったらしいな。アタカン王の後宮には、愛あい妾しようが百人以上いたらしいから」

「えっ？」

　そういう話を聞くと、ジュリアの中で乙おと女めの潔けつ癖ぺきさが爆発する。またアレクが近づいてきたら、無意識のうちに殴なぐり倒してしまいそうだった。

「決して口にはしないけど、マリスは……アレク殿下がミーナを攫さらったんじゃないかと、疑うたがってるんだ」

「……まさか……そんな」

「あるいは、盗とう賊ぞく団だんはアレク殿下にミーナを献けん上じようするつもりかもしれない」

「い、嫌です。何があっても、そんなこと許せません」

「あくまでも憶おく測そくだ。けれど疑ぎ念ねんがあるから、ここは慎重に……下へ手たに騒いだら、また新たな紛ふん争そうの種になってしまうだろ」

　いつものラウルらしくない慎重さには、そんな理由があったのだ。ジュリアは呆ぼう然ぜんとしながら、皆と並んで迎賓館に向かった。

　援助を求めて来たのに、ハッシュウィルの皇太子をすぐにはあてにできない。そうなると、ますますミーナの安あん否ぴが心配になってきた。

「レディ・ジュリアは、こちらの部屋をお使いください」

　侍従が入り口近くの部屋を示した。そこでジュリアが、ジュリアスの手を引いて一緒に入ろうとしたら遮さえぎられた。

「弟君はあちらに……」

「一人なのですか？　私は、騎士ですから、殿下たちのお側そばにいたいのですが」

「この国では、レディが殿との方がたと同室で宿泊するなど許されておりません」

　侍従にちくっと嫌みのように言われて、ジュリアはむっとする。マリスもラウルも、ジュリアが女だからといって変に意識はしない。いつだって同じように仲間扱いしてくれるのに、どうやらここではそれが通用しないらしい。

「心配するな。守るから」

　クラウドが耳元でぼそっと呟いた。それを聞いた途と端たんに、ジュリアは恥はずかしさで真まっ赤かになっていた。

　結局はクラウドにまで、女として意識されてしまったのだろうか。それがかえってジュリアに、これまで意識していなかったクラウドを、変に意識させる結果になってしまった。

「大丈夫よ……心配するようなことは何もないわ」

「力には負けないだろうけど、権力ってやつはややこしい」

　さらにクラウドは、抑よく揚ようのない声で続ける。けれどその短い言葉の意味が、ジュリアにもよくわかった。

「そうね。あたしたち、ここでは弱い立場だけど、だからって相手の言いなりになることはないんだわ」

　ジュリアの答えに満足したのか、クラウドは黙だまって頷うなずく。

「そうか……この国の殿下は、女好きなのか」

　ジュリアスの呟きに、ジュリアは眉まゆを吊つり上げる。

「そんなことに興味を持つものじゃない」

「だけど、クラウドはそういう意味で心配してくれたんでしょ？」

「それは……そうだけど」

「よかったね。クラウドは、数少ないジュリアより強い男だから、どんな危険からでも守ってくれるよ」

　クラウドにとってジュリアは、守るべき存在なのだと思うと、何だか居い心地ごこちが悪かった。けれど自分一人では不安なときに、真っ先にクラウドに頼ったのもジュリアなのだ。

　ミーナが変身したときも、エバンズをこっそり助けたときも、クラウドは一緒にいたのに決して口こう外がいしなかった。ジュリアにとって、クラウドはもっとも信頼できる人間なのだ。

　だからといって甘えてはいけない。そうでなくても、治療師として忙しいのに、ミーナの捜索にまでクラウドを引っ張り出してしまった。これ以上の負担を、できることなら掛けたくなかった。

　自分が毅き然ぜんとしていればいい。何もアレクに媚こびなくても、自然に接していても上手く交こう渉しようする方法はあるだろう。

「いいわ……それではこちらの部屋に」

　ジュリアが部屋に入ると、他の五人はさらに遠くにある部屋に案内されていった。

　こんな距離があったら、何かあって叫さけんでも声が届かないだろう。そんな不安もあったが、ジュリアはあえて考えないようにした。

　部屋の中は、いかにもレディが好みそうな、豪ごう奢しやな飾り付けがなされている。何もかもが質素だと思っていたこの国にしては、意外な部屋だった。

「すぐにお召めし替えをご用意いたします。しばし、お待ちください」

　侍従が去ったので、ジュリアは一人で甲かつ冑ちゆうを外し始めた。さすがに甲冑だけは、一人では手に余る。誰か手伝いに来てくれないかと思っていたら、何と入り口にアレクの姿があった。

「ああ、一人じゃ無理だ。手伝おう」

「け、結けつ構こうです」

　女好きなんて、散々言われていた相手に、たとえ甲冑でも脱ぬぐのを手伝わせたくはない。けれどアレクは供も連れずにふらりと部屋に入ってきたと思ったら、早々に扉とびらを閉めてしまった。

　まさかこんなに早く行動に出るなんてと、ジュリアは狼狽うろたえる。これではたとえ叫んでも、クラウドやジュリアスに声は届かないだろう。

「殿下……そのようなことは、殿下がなさることではありません。すぐに弟がまいりますから、どうかお気き遣づかいなく」

「そんなに怖がらなくていいよ。おかしなことをするつもりはないから。甲冑って、重いだろ。そんなもの着けていたら、息が詰つまる」

「でも、戦いの場では、どうしても必要なものですから」

「今は戦いの場じゃないだろ」

　そうかもしれないが、ジュリアにとっては戦いも同じだ。それとなくジュリアは、アレクの手の届かないほうに移動するが、アレクもまたしっかり追ってくる。

「安心していい。俺は、合意のない相手に、おかしな真ま似ねをするほど悪くないよ」

「……申し訳ありません。初めてお会いしたばかりなのに……」

　確かにこれでは意識しすぎだ。さすがに失礼だろうと思って、ジュリアは逃げるのをやめた。

　手伝うと言ったものの、アレクは甲冑の扱いに慣れていないのか、どうやって脱がせるのかわからない様子だ。そこでジュリアは、最低限手伝って欲しいことを、それとなく伝えることから始めねばならなかった。

「女なのに、こんな面倒なものを纏まとって戦ってるのか？」

「私は、王女の第一騎士ですから」

「ああ、やっぱりな。親善試合なんて言ってるけど、本当は俺が王女と婚こん姻いんさせるのに相応しいかどうか、調べに来たんだろ？」

「えっ……いえ……」

「隠かくさなくていいよ。ゴシュラムにそろそろ婚姻する年頃の、綺き麗れいな姫君がいるって話は聞いてる。ゴシュラム王は、強い男が好きだから、俺の実力を知りたくて、王子を送ってきたんだろ？」

　そういう解釈もあるのだろう。アレクが噓うそを吐ついていないとしたら、ミーナが攫われたこととアレクは無関係のように思えた。

「残念だけど、俺は武術とかあまり好きじゃない。この国は戦いくさなんて放棄しているからね。別に王が強くなくたって、何とかやっていけるんだ」

　やっと甲冑が脱げた。するとアレクは眩まぶしそうにジュリアを見つめると、ため息を吐きながら長なが椅い子すに移動した。

「この国では、生き残るためには強くなるよりもっと大切なことがある」

「何でしょう？」

「愚おろか者のふりを、いかに上手くやるかだよ」

「えっ……」

　皆が警けい戒かいするから、ジュリアもアレクのことをつい誤解してしまったのかもしれない。話してみると、愚か者というよりは、もう少し知的な感じがした。

「美しい姫君か……。それもいいけどね。どっちかっていうと、俺は君のほうがいいな」

　そこでアレクは人ひと懐なつっこい笑顔を向けてきた。

「弟も可か愛わいい顔をしている。彼なら、小こ姓しようとして置いてもいい。二人でどう？　ハッシュウィルに残ったら？」

　知的な印象を持った途端に、ジュリアはあっさりと裏切られた。冗じよう談だんではなく、こんなことをさらりと言える男は警戒しなければいけない。

　この感じは誰かに似ていると思っていたら、ふと思い出した。

　父のジュードに似ていたのだ。

「ゴシュラムに比べたら、この国は貧しいけどね。たいした産業はないし」

「鉄の加工と、宝石があると聞きましたが」

「宝石って、どんなにあっても、腹は膨ふくれないんだ。まずは綺麗に磨みがいて売らないといけない。だけど、大量に売り出したら、値が下がるだろ。それで少しずつ、いかにも高価なようにみせて売っていくんだよ」

　そのとおりなので、ジュリアは素直に頷いた。そうしている間も、アレクの視線はジュリアから離れない。

「綺麗な赤い髪だ。そういう色は、この国では滅めつ多たに見られない。どんな色のドレスが似合うんだろう？　緑？　紫？　赤だと、髪が活いきないからな」

　そんな目で見ないで欲しい。そのためにも、ここで来訪の理由をすべて明かしてしまいたかった。

　だがそれは、マリスかラウルの役目だ。自分が出すぎた真似をしてはいけない。そう思って何とか堪こらえていたら、扉を叩たたく音がして、すぐに外から開かれた。

「甲冑……」

　クラウドが入ってきて、初めてアレクに気付いたように立ち止まる。もしかしたらずっと様子を見ていて、頃ころ合あいを計はかって入ってきたのだろうか。

「いらっしゃっているとは知らず、失礼しました」

「ふーん、そういうことか。どうやら女騎士には、監視が付いているらしい」

　そこで何か誤ご魔ま化かすようなことでも言えばいいのだろうが、クラウドはやらない。甲冑を片付けているジュリアの側に、自然な形で立っているだけだ。

「この国に、ゴシュラムの王女を嫁とつがせようなんて、考えないほうがいいと思う。そう殿下たちに伝えてくれ」

　やっとアレクは長椅子から立ち上がり、部屋を出て行こうとしている。去り際ぎわに、今度はじっとクラウドを見ていた。

「そうか……ゴシュラムでは、男は強くないと魅力的だと思われないらしい」

　そう呟くと、アレクはがっかりした様子で去っていく。

　何も悪いことなどしていないのに、ジュリアは謂いわれのない罪悪感を感じていた。








◆◆◆






　夜になったら来客があるはずだったのに、急きゆう遽きよミーナは、伯はく爵しやく家の息むす子こらしい格かつ好こうをさせられ、イライザと共に馬車に乗っていた。

　イライザはまたもやドレスを着ることとなり、それが気にくわないのか、忌いま々いましいとふて腐くされている。

「王様の城で、何かあったんですか？」

　ミーナの質問に、イライザは鏡で付けぼくろの位置を確かめながら答えた。

「何かも何もないよ。バカな皇こう太たい子しが、いきなり宴うたげを開くなんて言いだしたのさ。あいつは女好きだからね、きっとどっかの貴族の娘を見み初そめて、ダンスをしたいからだろ」

「ダンスのために、国中の貴族を集めるんですか？」

「そうだよ。だけどあたしらにとっちゃ、いつもは警戒の厳しい城に、堂々と入り込める素す晴ばらしい機会だ。これを逃のがす手はないだろ？」

「ああ、そうか。それじゃ今回も、盗ぬすみはなし？　おれ、自分の力を試す意味でも、王城で盗みを働いてみたいなぁ」

　呑のん気きに言っているミーナだったが、そこでまた考えを巡めぐらせる。貴族が集まったら、その中の何人がイライザの正体を知っているのか、知ることができるだろう。

『ワインがあったら、遠えん慮りよなく飲んでくれ』

　神様のお願いに、ミーナは苦にが笑わらいを浮かべそうになって、慌あわてて引っ込める。たとえ脳内での会話でも、イライザに気付かれてはまずかった。

　急遽呼び出されたとしても、皇太子の招しよう集しゆうとなったら貴族は従う。弱体化した国の中で、貴族たちも心細い思いをしてきたことだろう。そんなときに縋すがるのは、やはり王なのだ。

「王様には会えるんですか？」

「さあね。変わり者の陛へい下かは、最近、すっかり人嫌いになっちまったみたいだ。公式な行事は、ほとんど殿でん下かが出てきている」

「それだったら、引退して皇太子に王位を譲ゆずればいいのに」

「譲られても、みんな困るだろうよ。何しろ、アレク殿下は女好きの愚おろか者だから」

　ミーナはふーんと言いながら、窓の外の寂さびしげな風景を見つめる。

『俺が、ハッシュウィル王に謀む反ほんの計画があることを伝えてから、ますます人嫌いになったらしいな』

『原因は、神様だったのね。だったら退位すればいいのに』

『退位したら、狙ねらわれるのは皇太子だ。王は息子を愛しているから、思い切ることができないのさ』

　神様は王の苦悩がわかっているから、謀反人たちをあぶり出すことに協力するつもりになったのだ。そうでなければ、ミーナを危険に晒さらしてまで、こんなことを続けさせはしなかっただろう。

『ハッシュウィル王になったラスタが、命の大切さをより深く学んだのは息子が生まれてからだ。若い頃は、無敗軍団と共に殺さつ戮りくの限りを尽つくしていたから、余計に死が怖いんだろう。そんな王と皇太子のためにも、姫ちゃん、ここは男女関係なく、派手に貴族たちの手を握にぎってくれ』

『まかせて』

　ガルツがどこから用意したのか知らないが、ミーナは綺き麗れいな衣装を纏まとっている。品のいい紫の上着で、同色のマントにはふわふわした白い毛皮が縫ぬいつけられていた。

　そんな姿をしていると、本当にイライザの息子のようにも見えてしまう。イライザもそう思っているのだろう。いつになく、ミーナに向けられる視線は優やさしかった。

「おまえが女だったら、アレク殿下を誘ゆう惑わくさせるのにね。イアンに金の姫を盗ませて、上う手まく利用しようと思っていたら、あいつ……逃がしやがって」

「取られるのが嫌いやで、どっかに隠かくしたんでしょ？」

「そうだろうな。子供の頃は、何でも言いなりだったが……」

　ではイアンは、いい息子になろうとしていたのだ。そしてイライザの求めるものを作り上げたというのに、結局は捨てられようとしている。

『愛を知らない人間は残ざん酷こくだ。そう思わないか？』

『そうね。だけど、もう彼らの心を救うことはできない。神様もそう思っているんでしょ』

『短い命なのに……残念だ』

　同じように生きているのに、どうしても幸せは公平に分配されない。そして不幸な者たちは、またもや不幸の種を増やしていくのだ。

　王城に近づくと、町中の賑にぎわいが目を引いた。どこでも民の活力はあって、余よ程ほどの圧政でない限り、こうした繁はん栄えいが生まれる。

「へぇーっ、町は賑わってるね」

「ゴシュラムに比べれば、たいしたことはないさ。裏に回れば、今でも盗とう賊ぞくの巣そう窟くつだ」

　ゴシュラムではそれは考えられない。いつでも兵たちが、町の中を見回っているからだ。それでも目が届かない街道では、時折、盗賊が現れる。そしてその盗賊退治のために、黒くろ騎き士しを名乗る者が出しゆつ没ぼつするのだ。

　エバンズはどうしているだろう。今頃はシェルランドに戻り、爵位の復ふつ権けんを果たしただろうか。

　二度と会うことはないのかと思うと、余よ計けいに想おもいが募つのってしまうようだ。

『ハッシュウィルの皇太子はどうだい？　そっちのほうがよくないか？』

　突然、神様が考えの中に紛まぎれ込んでくる。こんなときは、そっとしておいて欲しいと思うが、そうはさせてくれないのが厄やつ介かいだ。

『お願い……一人にさせて』

『すまない。乙おと女め心に乱入してはいけなかったな』

『いいえ、ごめんなさい、もういいの。そんなこと考えているときじゃなかったわ』

　元々はエバンズを救うためだったのに、気がついたらハッシュウィルの王を救おうとしている。自分にどこまでできるのかわからないが、ミーナは神様を助けたかった。

　けれどすべてが終わって、また退屈な日常に戻れたら、もう一度エバンズに会いたい。

『どうせならシェルランドに向かえばよかったのに』

『あちらは小休止状態だ。エバンズが武術大会に出たから、ゴート王の庇ひ護ごを受けたと思ったんだろう。下へ手たなことができなくなっているみたいだな』

『ずっと変身したままだから、鳥に乗って偵てい察さつにも行けないわね』

　イライザは油ゆ断だんができない相手だから、元の姿に戻っているわけにはいかなかった。そのせいで神様も、気軽に偵察に出掛けられないでいる。

「いいかい、貴族の前では、あたしはマレーネ・ヒョードル伯爵夫人だ。間違ってもイライザなんて呼ぶんじゃないよ」

「わかったよ、母上」

「そうだな。そうやって、母上って呼んでるのが一番危なくない」

　髪も綺麗に結ゆい、ドレス姿になっているイライザは、女盗賊には見えない。これで話し言葉も違ったら、誰だれもが伯爵夫人だと思うだろう。

　馬車は城内へと入っていく。すでに到着している貴族の馬車が何台もあって、車止めはちょっとした混雑状態だ。

「さあて、それじゃ芝しば居いに出るとするか」

　やっと正面玄関に到着し、馬車の扉とびらが開かれる。途と端たんにイライザは、これまでミーナも見たことのない艶えん然ぜんとした笑みを浮かべ、出迎えの侍じ従じゆうに手を引かれて降り立った。

　ミーナにとっては、見み慣なれた感のある王城だが、盗人ぬすつとのカイルだったら、こんな城に入れてどきどきするはずだ。そこでわざとよろけてみせた。

　するとでっぷりと太った四十過ぎと思われる男が近づいてきて、嫌らしげな猫なで声でイライザに話し掛けてきた。

「ヒョードル伯爵夫人……今夜も、お美しい」

　イライザの手を取って、唇くちびるを押し当てている。ミーナはおぞましいものを見たかのように、思わず視線を外はずしてしまった。

「見かけない若者をお連れだが」

「病弱でしたので、ずっと城に籠こもっておりましたけれど、やっと連れ出してまいりましたの。なのに歩くのもおぼつかない様子で心配ですわ」

　どこの貴婦人だと、ミーナは改めて驚いた。いつもと全まつたく違う、素す晴ばらしい美声でイライザは息子の身を案じている。

　こうやってイライザは、哀あわれなヒョードル伯爵を騙だまして婚こん姻いんしたのだろう。

「イアン、オマノフ男爵よ」

「どうも、イアン・ヒョードルです」

　そこでミーナは、オマノフ男爵の手を両手でしっかり握った。そして瞬しゆん時じに後こう悔かいした。オマノフ男爵の頭の中は、とても恥はずかしい欲望だらけだったからだ。

『いやあ、これは失敗した。この男は、イライザの正体を知らないんだな』

『……今度、こういう人に会ったら、お願いだからわたしにはわからせないで』

『ああ、わかった。悪かったよ、姫ちゃん。しかし、姫ちゃんの変身ぶり以上に、イライザの化ばけっぷりがすごいな』

　今度はレディの一団が近づいてきた。するとイライザは優雅にドレスを摘つまみ、腰を折って挨あい拶さつする。

「レディ・アメリア。お会いできて嬉うれしゅうございます。息子のイアンですの」

　そこでミーナはレディの手を取り、軽く唇を押し当てた。

　するとそのレディの脳のう裏りに、ヒョードル伯爵夫人が引き取って育てたという、もう一人の王子というのが彼なのかしらと伝わってきた。

『イアンは、社交界ではもう有名人なのね』

『それはそうさ。噂うわさになるように、イライザが情報を流していたからな』

　そしてこのレディが、かなりの噂好きだというのもわかった。この後、王子の来らい臨りんはあっという間に広まるだろう。

「ところで母上、今日の主しゆ賓ひんはいったい誰なんです」

　イライザの手を取りながら、広間に向かって歩く間にミーナは訊たずねた。

「さあ、どなたなのかしら。急なお誘いで……」

　広間に到着した途端に、ミーナはイライザともあろう者が、とんでもない失敗をしたことに気がついた。

　何とアレク殿下と歓かん談だんしているのは、マリスとラウルだったからだ。

「えっ……」

　マリスがいるのはわかるが、どうしてラウルまでいるのだ。確かラウルは、エバンズと共にシェルランドに向かったのではなかったのか。

「ええっ……」

　さらにまずいことに、なんとドレス姿のジュリアがいる。

　彼らはまだミーナの存在に気がつかない。けれどすぐに見つかってしまうだろう。

「あなたはイアン・ヒョードルよ」

　イライザが低く呟つぶやく。

「堂々としていなさい」

「はい、母上」

　けれど無理だった。

　なぜならミーナに向かって真まっ直すぐに進んでくる、黒髪の長身の若者の姿を見た瞬間、どうしたらいいかわからなくなってしまったからだ。












『どうしよう……黒騎士様だわ』

『ああ、どうしようか』

　さすがに神様も、どうしたらいいのかわからなくなったらしい。

「そういうことか……」

　ミーナの前で立ち止まったエバンズは、憎にく々にくしげにミーナを睨にらんでいた。

「最初から仲間だったのか」

「……」

「王女を攫さらったのも、おまえだったんだな」

　そんなことはできない。どうやって自分で自分を攫うというのだ。けれどエバンズには、事情を説明することは不可能だった。

「失礼ですけれど、どなたかとお間違えではありませんの」

　さすがにイライザは、こんな場面になっても堂々と白しらを切った。

「お間違え？　間違えようがない。この男は……」

「失礼ですわ。この子はイアン・ヒョードル。ヒョードル伯爵家の跡あと取とりですが、出しゆつ自じはご存じ？」

　優雅な貴婦人のようにしながら、イライザは巧たくみにエバンズを牽けん制せいする。そしてついに、イアンの秘密を打ち明けた。

「先王、アタカン様の嫡ちやく子しですわ」

「えっ……」

　今度はエバンズのほうが慌てる番だった。

　相手が女盗賊のイライザであり、連れているのが盗人のカイルだと知っていても、それを証明してくれる人間はここにはいない。

　襲しゆう撃げきしてきたイライザを見ていても、マリスやラウルだったら、別人だと言われれば信じてしまう。

　さらにエバンズは、ジュリアとクラウドがどこまで関わっているのかも、よく理解していないのだ。

「カイル……まさか、そんな……やっと会えたのに」

　そう、やっとまた会えたのだ。なのにミーナは、エバンズの手を握ることも、微ほほ笑えみを交わすこともできないままだった。
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　あとがき




　いつもご愛読ありがとうございます。

　今回は、悲ひ劇げきの伯爵バージョンですが、楽しんでいただければ幸いです。

　さてさて、後書きとなると、神様のことを書きたくなってしまうのですが、神様にもある弱点について、それとなく追究してみましょう。

　まず、寄き生せい生物ですから、死んだものには入れません。で、入っていたものが死んでもアウトです。ですから寄生したものが死んだら、素早く移動しないといけません。

　で、神様の容量ですが、これが意外に変幻自在。鼠ねずみに入ったかと思うと、クジラにも入れますからね。相手の大きさに合わせて、神様も伸び縮みするんでしょう。

　神様に寄生されたら、もの凄くお腹なかが空すきます。そしていくら食べても、神様のエネルギーとして吸収されるので太る心配はありません。

　ぜひ一度、神様に寄生していただきたいです。そうしたら大食いチャンピオンにチャレンジ、またはブッフェで好きなだけ食べ放題など、経験してみたいんですが。

　さらに神様は、寄生した生き物の考えていることが分かります。それだけでなく、寄生したものが触れた相手の考えも読めます。ただし接触だけでは、不ふ明めい瞭りような糸いと電でん話わ程度の聞こえ具合らしいです。

　神様が警察にいたら、どんな犯人も噓は吐けません。神様刑事、なんてどうかしらん。

　そして神様には、寄生したものの壊こわれた細さい胞ぼうを、修復する能力があります。だけど神様は、一人の人間だけに寄生して、何百才も生かすようなことはしません。寄生した生物の寿じゆ命みようを尊重しているからです。

　何百年も生きている神様ですが、実はまだまだ修行中です。なぜかというと、神様の生まれた世界では、個というものがなくて、神様も細胞の一つのようなものだったからです。

　神様は今、それぞれの命、一つ一つが違うということを、改めて学んでいるのです。

　人間からしてみたら神様みたいな存在が、束たばになっている世界って、どんなでしょうね。分からないことなんてないんでしょうが、それはそれでつまらないかもしれませんね。




イラストをお願いしました佐さ倉くら汐しお様。いつも、ご迷惑をかけっぱなしですみません。毒薬王子のラフを見て、にやりとしてました。次回もまだあるので、どうぞ、よろしく。

　編集様、いい子というのは、どうやったらなれるのでしょう。教えてください。

　そして読者様。応援、ありがとうございます。いただいたお手紙などに、返事も書けないままで、申しわけなく思っておりますが、励はげみになっております。

　それではまた、次巻で。


剛　しいら拝







著者

剛しいら

Siira Gou




誕生日は６月９日。双子座でＡ型。

東京都出身、栃木在住。

我が家に犬がやってきた。

小型犬の黒ポメラニアン。

毎日散歩して、おかげでますます健康に。

だけどご飯がよりおいしくなってしまって、さてさて、どうしたもんでしょう。







イラスト

佐倉 汐

Shio Sakura




７月３日生まれ。蟹座のＡ型。大阪府出身。

本格インド料理のお店で入手したチャイセットが最近のお茶タイムの定番です。スパイスの香りが良い感じで、体も温まります♪
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